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　 当財 団は,わ が 国 に お け る情 報 処 理 産 業 の発 展 に 資 す るた め,昭 和43年 以 来,

毎 年 海 外 に調 査 団 を派 遣 し,ア メ リカ お よび ヨー ロ ッパ諸 国 に お け る情 報 処理 関

係 の諸 問 題の 実 態 を明 らか に して まい りま した 。本 年 度調 査(ア メ リカ 班)は ・

昨年 に ひ き続 きオ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンの展 開 を調査 す る こ とと し・関 連の

国 際 会 議 へ の 参加 をあ わせ,先 進 的 な 大手 ユ ーザ ー,メ ー カ ーな ど8ヵ 所 を訪 問

し,そ の 動 向 を調 査 い た し ま した。

　 ここにその結果 を とりま とめ,海 外 の情報処理 に関心 を もたれ る方 々の ご参考

に供 したい と思い ます。

　 なお,本 調査実施 に当 って,ご 支 援,ご 協力 をたまわった調査訪 問先等関係 各

位に対 し心 よ り感謝の意 を表 します。

昭和55年3月

財団法人　 日本情報処理開発協会

　　会　長　 上　 野　 幸　 七
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調　査　の　概　要

げ

1.　目　　 的

　海外諸国 における情報処理お よび情 報処理産業につ き,そ の実 態を調 査す る と

ともに各国 での発展の背景 と今後 の動 向 を把握 し,わ が国にお ける情報処理 お よ

び情報処 理産業 の発展に 資す ることを目的 とす る。

o

2.調 査事 項

　 　 アメ リカの オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンの 現状 と動 向

3.調 査 時 期

　 　昭 和54年10月13日(土)出 発

　 昭 和54年10月28日(日)帰 国

'

4.調 査 機 関

　 ・Quantum　 Science,Corp.(調 査 会 社)

　 ・Wang　 Laboratories,Inc.(コ ン ピ ュ ー タ ・ メ ー カ ー)

　 ・Micronet,Inc.(コ ン サ ル テ ィ ン グ)

　 ・Buiroughs　 C　orporation(コ ン ピ ュ ー タ ・ メ ー カ ー)

　 ・Pacific　 Gas&Electric　 Company(公 益)

　 ●SRI　 International(研 究 機 関)

　 ・Flying　 Tiger　 Line(航 空 貨 物)

　 な お,企 業 訪 問 に 先 だ ち,ニ ュ ー ヨ ー クで 開 か れ て い たINFO'79(情 報 管

理 展 示 会/会 議)に 参 加 し た 。
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5.調 査 員

　 片 岡 省 吾

　　宗 像 徳 笑

絵理府統計局統計情報課課長補佐

当財団技術調査部調査課主任
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は　 じ　 め　に

　 昭 和53年 度 にお いて当 財 団は,海 外 実 態 調 査 の 一 環 と して,ア メ リ カの オ フ ィ

ス ・オー トメ ー シ ョンの 動 向 を調 査,「 アメ リカ に おけ る オ フ ィス ・オー トメ ー

シ ョン:そ の現 状 と将 来 」(53-R・OO1)と して そ の成 果 を と りま とめた 。 しか

しな が らオ フ ィス ・オ ー トメ ー シ 。 ンは 単 年度 の 海外 調査 で完結 で きるよ うな テー

マ で は な い 。 日 進 月 歩 を 続 け る エ レ ク トロ ニ クス 関 連 技 術 は,次 々 に 新

しい概 念 ・装 置 を生 み 出 し,そ の 応 用 範 囲 も急 速 に 広 が ってい る。 オ フィス ・オー

トメ ー シ ョ ン を こ う し た 「装 置 」の 面 か ら把 え て ゆかな け れ ば な らな い ことは

当然 で あ るが,同 時 に組 織,行 動 科 学 とい った 面 か ら も把 え て ゆ か な けれ ば な ら

な い。 また 装置 の面 に して も,新 規装 置,.最 新 鋭 機 器 の組 合 せ だ けが オ フ ィ ス ・

オ ー トメ ー シ ョンを もた らす もの では ない 。

　 情 報 処 理 の最 先 進 国 で あ る アメリカにおいて も,残 念 な が ら今 だに オ フィス ・オー

トメ ー シ 。ン を完 成 さ せ てい る ユ ー ザ ーは 無 い が,各 所 で注 目す べ き様 々 な 試

み が行 われ て い る。 ま たベ ンダ ー側 で もい ろ い ろ な側 面 か らの ア プ ロ ーチ が 続 け

られ て い る。 この 申 に は,デ ジ タル化情 報 ば か りで な く,マ イ ク ログ ラ フ ィ ック

スの 様 な テキ ス ト,図 形 情 報 の 利 用 を進 め て ゆ こ うとす る方 向 もあ る。

　 本 年 度 に お け るオ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン調 査 は,こ うし た基 本 認 識 を背 景

として 行 われ た もの で あ る。 前 年 度 調 査 を フ ォロ ー ・ア ッ プす る と と もに,前 回

では 不 十 分 だ った ベ ンダ ー側 の 見 方 も と りあげ た 。

　 ニ ュ ー ヨー クで 開 かれたINFO"79(情 報 管 理展 示 会/会 議)の オ フ ィス ・オ ー

トメ ー シ ョン関 連 セ ッシ ョ ンは,前 年 を上 回 る参加 者 を数 え,オ フ ィス ・オ ー ト

メ ー シ ・ ンに対 す る関 心 が ますます高 ま ってい るこ と を物 語 って いた 。INFOへ の

参 加 後,ニ ュー ヨ ー クの 調査 会社Quantum　 Science社 で レ クチ ャー を受 け,続

い て各 地 の ユ ーザ ー,メ ー カー,研 究 機 関等 を訪 れ た。

　 今 回 調 査 対 象 と し たWang　 Laboratories社 お よ びBurroughs社 は ・　 オ フ ィ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ー3一



ス ・オ ー トメ ー シ ョン関 連機 器 メ ーカ ー とし て は やや 特 異 な位 置 にあ る と もい え

るが ・ それ だ け に積極 的 な 取 組 み 姿勢 とい った もの が み て とれ た 。 ま た,世 界

初 の 「紙 の な い オ フ ィス 」 をオ ー プ ン したMicr・net社 は,わ が 国 では やや も

す る と軽 視 され が ちな マ イ ク ロ グ ラ フ ィ ック スを よ り積 極 的 に そ して効 果的 に使

って ゆ こ うとす る試 み で あ り,オ フ ィ ス ・オ ー トメー シ ョンへ の 別 の道 を呈 示 し

てい る とい う点 で 注 目 す べ き存 在 と い え よ う。 総 合 的 な 研 究機 関 と して世界 的

に名 高 いSRI　 Internationa1(Stanford　 Research　 Inst　 i　tute　bs'改称 された

もの)で もオ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンに対 しては 本 格 的 な 取組 み姿 勢 をみ せ て

お り,そ こでの レクチ ャー で 示 され た見 解 は示 唆に 富 ん だ もの だ った。
●

　 オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン関 連機 器 市場 に対 す る見 方 は,調 査会 社 や研 究 機

関等によ りそれぞれ異な り,特 に今 後の計量予測 とい う点 では顕著 とな ってい る。本 報

告書 は昨 年 の 報 告書 を前 提 と して 論 を進 め て い るが,こ と市場 予 測 に 関 して は調

整 し得 ない こ と も少 くな く,さ らに今 回 の訪 問 先毎 に 異 な った予 測が され て い る

こ と も しば しば で あ った。 本報 告 書 で は これ らの中 間値 を と る とい った調 整 は せ

ず,あ えて 入 手 資料 に よ る数 値 を その まま 使 っ てい る こ とを特 に付 記 してお く。
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1.オ フ ィ ス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン の 概 念

　 オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョ ンの 背 景 を要 約 す れ ば,製 造 部門におけ る生産性の著

しい 向 上 の 一 方 で,事 務 処理 部 門 一 い わ ゆ るオ フ ィス ー の労 働 集約 的 構 造 の

強 化 が 目立 ち問 題 化 しつ つ あ る中 で,コ ン ピ ュー タお よび 関 連技 術の 発展 が その

解 決 の 可 能 性 を示 した とい うこと で あ る。 そ して オ フ ィス労 働 の 分 析 に よ り,組

織 内 コ ミュニ ケ ー シ 。ン効 率 の 改 善 が 生 産 性 の 向 上 に最 も大 きな 寄与 を もた らす

こ とが 明 らか と され た 。 さ らに これ を側 面 援 助 す る形 で デ ス ク ・ワー クの 効 率 化

も図 らな け れ ば な らない こ と も。 オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ 。ンは,基 本 的 に は こ

の コ ミュニ ケ ー シ ョンの 陸路 を解 決 しよ うとす る もの で あ る。 個 々の 装 置 に よ り

達 成 され る デ ス ク ・ワ ー クの効 率 化 は そ の 第 一歩 にす ぎな い。

　 す な わ ち,オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョ ンは 単 な る装置 導 入 の 問 題 と して単 純 化

す る こ とは で きない の で あ る。 そ れ は組 織 の 問題 で あ り,オ フ ィスで 働 く人 間の

問題 で もあ る。後 者 を捨 象 して の装 置 の導 入 は,た とえ それ が経 済 的 に優 れ て い

る もので あ った として も,決 して オ フィス ・オー トメ ー シ 。ンの 成 功 を もた ら さな い。

　 1968年 か ら78年 の 過 去10年 間 に お け る労 働 人 口1人 当 りの 資 本 投 下 と生 産

性 の 向 上 を み る と,農 業 部 門 では3万5,000ド ル が投 下 され185%の 生 産 性 向 上

をみ,製 造 部 門 で は2万5,000ド ル が投 ぜ られ て90%の 向 上 が 達 せ られ た 。　 こ

れ に 対 し,オ フ ィスで は,わ ず か2,000ド ル の 資本投 下 しか され ず,生 産 性 向 上

は無 きに 等 しい4%に と どま って い る。1人 当 りの投 資額 か らみて も,オ フ ィスに

は ま だ ま だ 資本 投 下 をす る余 地 が 残 され てい る こ とは明 らか で あ り,ま た オ フ ィ

ス ・オ ー トメ ー シ 。ンの 達 成 の た めに は 何 らか の新 規 装置 の導 入 が必 要 な こ と も

い うま で もな い。

　 オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン とは,装 置,組 織 そ して人 間 の新 しい 調 和 と発 展

を図 ろ う とす る統 合 シ ス テ ム概 念 で あ る。 先 進 ユ ー ザ ー は,様 々なア プローチで オ

フ ィス ・オ ー トメー シ ョンの 実現 を図 り,ま た 先駆 的 な ベ ン ダ ーは,そ の た め の
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装 置,サ ー ビス等 を開 発 してい る。 オ フ ィス ・オー トメー シ ョンの 完 成 され た 姿

とい うもの は未 だ現 れ てい な い し,ま た それ は 全 て の オ フ ィスに共 通 な画 一 的 な

姿 では な い の だ が,オ フ ィス ・オー トメ ー シ ョ ンの 時 代 はす で に始 ま っ て い る と

言 ってい い だ ろ う。 この進 展 の 過程 は,種 々の 相 関 的 な 変 数 に よ って 規 定 され る。

例 えば,オ フ ィスの業 務 内容.オ ー トメ ー シ ョ ン化 の た め の投 資額,オ ー トメ ー

シ 。ンの効 果 に対 す る理 解 度,オ ー トメ ー シ ョン化 に対 す る管 理 者 と従 業 員 そ し

て労 働 組 合 の 態度,オ フ ィスの組 織 的 ま とま りの 程度,雇 用 問 題 さ らに は熟 練 を

要 す る業 務 内容 に対 す るオー トメー シ ョン化 の 可 能 性 の程 度 とい った問題 な どである。

　 これ ま での 事務 合理 化 の 歴 史 の 中 で生 産 性 の 向 上 が絶 え ず問 わ れ て きた こ と も

事実 で あ り,各 種の新 しい装 置 の導 入 が 図 られ て きた。 例 え ば手 動 タ イ プ ライ タ

か ら電 動 タイ プラ イ タ,そ し て ワ ー ド ・プ ロ セ ッサの導 入 で あ り,経 理 部門 等 に

おけるオフィス ・コンピュータの導入 であ る。オフィス ・オー トメーションは ,組 織 的 な 調 和

を図 り,つ つ,こ うし た方 向 性 を さ らに 明 確 化 し深 化 しよ うと してい る。 別 な面 か

ら言 え ば,オ フ ィ スの 将 来 は,テ ク ノ ロ ジーに 依 存 す る部 分 が きわ め て多 くな る

とい うこ とで あ る。

　 1940年 代 後半 に登 場 した コ ン ピ ュー タは,そ の 後 の20年 間 でオ フィス ・ ワー

クに 重 大 な 変 化 を もた ら した。 しか し,大 部 分 の オ フ ィス ・ワー クに は,少 く

と も表 面 上 は大 した 影 響 は な く,オ フ ィス従 業 員 の 雇 用 も拡 大 され続 け てい たた

め,そ の 変 化 は過 小 評価 され た。 この 隠 れ た 変化 とは,タ ス クの ル ー チ ン化,換

言 す れ ば"デ ジ タル化"が その 基 本 と して採 用 され た とい うこ とで あ る。あ る意

味 で は これ は決 定 的 な変 化 で もあ った 。

　 コンピュー タで仕事を処理 で きるよ うにす るために は,タ ス クをす べ て デ ジ タ ル化

した論理形式 に従 って扱 わなけれ ばな らない。結局 は この こ とが コ ン ピ ュー タで処 理

されない仕事に まで影 響 を及 ぼ したの で ある。 マイ クロプロセ ッサ技術の進展に よ りも

た らされ た,そ し て もた らされつ つ あ る変 化 は,言 ってみれ ば この 隠 され た変化

の 顕 在 化 で あ り深 化 なの で あ る。 しか し この量 的 進 展 は,あ る所 で質 的 変 革 とな
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っ て現 れ,質,量 双 方 の 変 革 と して推 移 し て ゆ く,

　 この 変 革 は漸 進 的 で あ り,時 に は 遅 々 と し た歩 み とな り,ま たあ る時 は 内外 の

諸 要 因 を反 映 し逆行 した歩 み を と る こ と もあ ろ う。 た と え遅 々 と した もの で あ れ.

オ フ ィ ス ・オ ー トメー シ ョンの 着 実 な進 展 の ス ター ト台 とな る もの,そ れ は 前 述

した よ うに,統 合 シ ス テ ム概 念 で あ る とい う認 識 に 他 な らな い。

'

9

'
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2.オ フ ィ ス ●オ ー ト メ ー シ ョ ン を 支 え る も の

　 前 節 で述 べ た よ うに,オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ 。ン とは統 合 シ ステ ム概 念 で あ

るが,現 実 的 には これ は 様 々 な 装 置 によ り支 え られ 展 開 され て い る。 こ こで は オ

フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン進 展 の 先 兵 とな っ てい るワー ド ・プ ロセ ッサ を始 め と

す る い くつか の装 置 につ い て,そ の 利 用 の 現況 と市場 の 将来 動 向 を展 望 してみ た

いo

、

〔1〕 ワ ー ド ・プ ロセ ッサ

　 ワ ー ド ・プ ロセ ッサ は,オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンに 関 す る論 議 の 中 で必 ず

とい って もいい程出 て くる。キーオペレーション,つ ま りタイプラ イ タの 習 熟 が進 ん でい

る欧 米 に あ っては,ワ ー ド ・プ ロ セ ッサ は確 か にオ フ ィ ス ・オー トメ ー シ ョンへ

向 か っ ての 最 も入 りやす い 入 口 で あ る。 オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン を支 え る諸

装 置 を論 ず るに 当 り,ま ず こ の ワー ド ・プ ロセ ッサ を と りあ げ る こ とに した い。

　 た だ ここで 注 意 すべ き こ とは,ワ ー ド ・プ ロセ ッサ は オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ

ョン その もの で は ない とい うこ とだ。 図1か ら も明 らか な よ うに,ホ ワイ ト ・カ

ラーの業務全体 に占め るタイプ業務 の位置 とい うものは ごくわずかにす ぎな い。 つ ま り

ワー ド ・プ ロセ ッサは ホ ワ イ ト ・カ ラーの ご く一部 の 人 間の業 務の さらに≡部の生

産 性 を高 め るにす ぎな い ので あ る。 勿 論,一 般 事務 職,専 門/技 術 職,時 に は マ

ネ ジ ャ ー 自 ら もタ イ プ に向 か うこ とが あろ う。 しか しそ の全 業 務 に 占 め る比 率 は

秘 書 ・タ イ ヒ.ストの タ イ プに 比 べ れ ばは るか に小 さい ことは言 うまで もない。 ワー

ド ・プ ロセ ッサ が オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ 三 ン論 で 頻 出 し て くる理 由 は,上 述

した よ うに,そ れ が導 入 し易 い とい う こ と,そ してそ の結 果 の 生産 性 向 上 が 目に

み え易 い た め で あ る 。

、

、
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3,760億 ドル 　1974年

マ ネ ー ジ ャ ー お よ び
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/
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220億 ドル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　44億・・{

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (SRI資 料による)

図 】:ホ ワイ ト ・カ ラー 全 業 務 コ ス トに 占め る タ イ プの位 置

ノ

面　　談
　 6%

電　　話
　 8%

事　　 務

13%

コ ピ ー/メ ッ セ ー ジ

　 　 20%

コー ヒー/私 用

　 　2%

フ ァイ リ ング

　 2%

待　　機
　18%

郵　　便　 4%

口述 筆記
　 2%

そ の 他　 5%

　ダイ ビング

(労 働 時間 の20%)

o

　 市 場 概 要

　 ワ ー ド ・プ ロ セ ッサ は,大 き く2つ に 分 け て 考 え る こ と が で き る。 独 立 型 シ ス

テ ム(ス タ ン ドア ロ ー ン)と ロ ジ ッ ク共 有 型(シ ェ ア ド ・ロ ジ ッ ク)で あ る。 ス

タ ン ドア ロ ー ン型 は,デ ィ ス プ レ イ装 置 が つ い て い る か い な い か に よ り,ノ ン デ

ィ ス プ レ イ(プ リ ン タ ・ベ ー ス)と デ ィ ス プ レ イ ・タイ プ の2つ に 分 け られ,さ

らに デ ィ ス プ レ イ ・タ イ プ は1行 の み 表 示 す る もの(シ ン グ ル ラ イ ン ・デ ィ ス プ

レ イ)と,そ れ 以 上 の もの とに 分 け る こ と も で き る。

　 シ ェ ア ド ・ロ ジ ック 型 は,ワ ー ド ・プ ロ セ シ ン グ機 能 の み を持 つ もの(狭 義 の

シ ェ ア ド ・ ロ ジ ッ ク)と,デ ー タ処 理 機 能 を も併 せ 持 つ も の(ハ イ ブ リ ッ ド ・シ

ス テ ム)と に 分 け ら れ る。

　 ワー ド ・プ ロ セ ッ サ と 通 常 の 電 動 タ イ プ ラ イ タ の 中 間 的 存 在 と し て 位 置 づ け ら

れ るの が,イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・タ イ プ ラ イ タ な ど と も い わ れ る 電 子 タ イ プ ラ イ タ

ー9一



で あ る。

　 ワ ー ド ・プ ロセ ッサ の 基 本 的 特 徴 と し ては,ダ イ ビ ング を 自動 的 に 行 え る こ と,

リム ーバ ブル ・メ デ ィア に キ ーで 打 った 内 容 を記 憶 させ る こ とが で き る こ と,の

2点 が あ る 。 現 在 電 子 タ イ プ ラ イ タ と呼 ば れ る もの には すべ て,電 動 式 に は備

わ ってい な い 自動 ダイ ビン グ機 能 が あ る。 例 え ば,見 出 しを 自動 的 に 中 央 に も っ

て くる こ とと か,自 動 的 に 計算 を して1行 に7つ の タ ブを セ ッ トす る こ と とか,

あ る いは テ キ ス トの1行 を記 憶 し,命 令 に よ りその行 を消 去 す る こ とな ど が で き

るな どで あ る。

価

格

幅

$18,000以 上
△ △

$17,000～$18,000

$16,000～$17,000

$15,000～$】6,000
V　 ▽

$14,000～$15.000

$13ρ00～$14,000

$12,000～$13,000

$11,000～$12,000 △
$10,000～$11,000 ▽
$　 9,000～$10,000 一

$　 8,000～$　 9,000
嶋 …自

∋.一

$　 7,000～$　 8,000 。ご△
〉、o

$　 6,000～$　 7ρ00 o.≧
一

$　 5,000～$　 6,000 o

$　 4ρ00～$　 5,000 o ▽
q⊃"つ

$　 3ρ00～$　 4,000
＼
o(w

$　 2,000～$　 3,000

め　二

Σ ×

$　 1ρ00～$　 2,000 巴δ▽
$1,000以 下

△

▽
電　　　　　電　　　　スノ　　　　スデ　　　　シ　　　　シハ
動　　　　子　　　 タン　　　タ ィ　　　 エ　　　 スイ
タ　　　　　 タ　　　　　ンデ　　　　ンス　　　　　ア　　　　　テ ブ

イ　　　　　 イ　　　　　ド イ　　　　 ドブ　　　　　ド　　　　 ム リ
プ　　　　　 プ　　　　　アス　　　　ア レ　　　　　・　　　　　　 ツ
ラ　　　　　 ラ　　　　　ロプ　　　　ロ イ　　　　　ロ　　　　　　 ド
イ　　　　　 イ　　　　 1レ 　　　　1　　　　　 ジ　　　　　　・
タ　　　　　　タ　　　　　ン イ　　　　 ン　　　　　　 ツ

・　　　　　　　　　　　　 ク

、

、

図2:価 格 帯 域 か らみ た タイ プ ライ タ とワ ー ド ・プ ロセ ッサ
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　電 子 タイプ ライタで も低 価 格 モ デ ル は.あ る程 度 まで,値 段 の 高 い ク ラ スの電 動

タイ プ ライ タ と競 合 す るが,高 価 格 モ デル に は リム ー バ ブル ・モ デ ル を備 え た も

の もあ り,ワ ー ド ・プ ロセ ッサの 範 疇 に入 って く る。

　 昨 年 の 報 告 書(53-ROOI)を ま とめ る段 階 に おい て は,こ の 電 子 タイ プ ラ イ

タ は 出現 した ばか りの 製 品 で あ ったた め,長 期 的 に は大 き な存 在 に な るだ ろ う と

は しな が らも,軽 い記 述 に と ど めた 。 今 回 は後 段 に お い て や や詳 細 な 考察 を加 え

てみ た い 。

　 さて,ア メ リカの ワー ド ・プ ロセ ッサ市場 で あ るが,利 用 動 向 や導 入 に 当 た っ

て の問 題 点 な どは昨 年 の報 告 書 で述 べ てい るた め,こ こで は市 場 規 模 の推 移 の 更

新 に 重 点 を置 く。

　 図3は ワー ド ・プ ロセ ッサの 出荷 状 況,図4は 同 じ く設 置 状 況 を ま とめ た もの

で あ る。 これ らの数 字 に は 共 に電 子 タイプライタの トップ ・エ ン ド(つ ま りリムーバ

ブル ・メデ ィア記録機能 を備 えた もの)を 含 めてい る。 従 って 昨 年 の 予 測 よ りは か な

り大 きな数 字 とな って い る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 囮 シェアド・・ジ。ク

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ スタンドア・一ン

■

吻

目 1978

1979

1980

1981

1982

1983

勿

吻 賜

已

吻 吻
一 一
一 一

. 直

　　　　　 300　 　 250

(単 位1,000台)

200　 　 150

出 荷 台 数

100 50 500

出 荷 金 額

1ρ00 1,500　 　 　　 2,000

(単 位100万 ドル)

〔注〕 リ ム ー バ ブル ・メ デ ィ ア を備 えた 電 子 タ イ プ ラ イ タ を 含 む

　 　 　 　 　 　 　 　図3:ワ ー ド ・プ ロセ ッサの 出 荷状 況(予 測)
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囮 シ ェ ア ド ・ロ ジ ッ ク

ロ ス タ ン ドア ロ ー ン

.

巳

目 1977

1978

1979

1980

1981

1982

1983

目

白

　　顔

.

θ θ

目

膠 吻

吻 吻

〉 吻
`　　　　　　　　　　　　　　■

. L `　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

1,400 1200　 　　　1,000　 　　800　 　　　600 400 200 5,000　 　 　 　 　 10,000 15,000

(単 位1,000台)　 　 　 設 置 台 数 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　設 置 金 額

〔注〕 リム ーバ ブル ・メ デ ィアを備 えた電 子 タイプ ライタを含む

　 　 　 　 　 　 　 　 図4:ワ ー ド ・プ ロセ ッサ の市 場 推 移(予 測)

(単 位100万 ドル)

　 トップ ・エ ン ドの 電 子 タ イ プ ライ タの 出荷 が ワー ド ・プ ロセ ッサの 出 荷全 体 に

占め る比 率 は,79年 の 台 数比2%,金 額 比1%以 下か ら,83年 に は27%,14%に

まで達 す る とみ られ る。設 置 ベ ー スで は,79年 の 台 数 では 全 体 のO .5%に も満たず,

金 額 では無 視 で き る程 小 さか った もの が,83年 には それ ぞれ10%,4%に ま で な

る と予 想 され る。

　 つ ま り,電 子 タ イ プラ イ タ市 場 は,ワ ー ド ・プ ロセ シ ン グ市場 よ り もは るか に

速 い成長 を示 して い るので あ る。

電子 タイ プ ライ タ

　 電 子 タ イ プ ラ イ タ は,1978年1月 にExxonの 子 会 社(よ り正 確 に はExxonの 子

会 社Exxon　 Enterprises,　 Inc.の 子 会 社)で あ るQyx(読 み 方 はtt　quicks")

がIntelligent　 Typewriterを 発 表 し た こ とに よ り拓 か れ た 。 こ れ はZilog(同

じ くExxon　 Enterprisesの 子 会 社)のZ80マ イ ク ロプ ロセ ッサ と1,000キ ャ ラ ク

タの メ モ リを内蔵 した タ イ プ ラ イタで,限 定 的 な が らテ キ ス ト編 集 な ど の ワ ー ド ・プ
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`

ロ セ シ ン グ機能 を有 して お り,価 格 は1,650ド ル で あ った 。 これ に続 いて5月 に

はIBMが モ デ ル50,60電 子 タ イ プ ライ タを発表,　 この 市 場 は に わ か に注 目 さ

れ る こ とに な った。(こ の 辺 の 事情 に つ い て は前年 度 の報 告 書 を参 照 され た い 。)

　 現 在 市 場 に出 され てい る電 子 タ イ プ ライ タは17種 類 あ り,1,500ド ル程 度 か ら

8,000ド ル 前 後 まで の 価 格 幅 に あ る。 この うちQyxの レベル4,5お よびOlivetti

TES　 401に は リム ー バ ブル ・メ デ ィア(ミ ニ ・デ ィスケ ッ ト)が あ り,ワ ード ・

プ ロ セ ッサ と しての要 件 を備 え てい る。 従 って電子 タ イ プ ラ イ タの最 上位 モ デル

は 低 価 格 の ワー ド ・プ ロ セ ッサ と も競 合 す る こ とにな る。

　 例 え ばIBMの モデ ル50,60,Qyxレ ベ ル1,01ivettiET201,221な ど

2,000ド ル 以 下の もの は,記 憶 容 量 や 機 能 は ご く限 られ た もの で あ る が,従 来 の

タイ プ ライ タに比 べ ては るか に 多 くの 便 宜 を オペ レー タに 与 え る こ とには か わ り

は な い。Qyxレ ベル4,5,01ivettiTES401な どの 高価 な モ デル は,イ ンプ ッ

トの 自動 化 や キ ー ス トロ ー クの 記 憶 な ど ワー ド ・プ ロセ ッサ に 似 た 機 能 を持 つ よ

うに な る。 す なわ ち,価 格 が 上 が る に つれ て,装 置 の 機 能 も ピ ラ ミ ッ ド式 に増 え

て ゆ くの で あ る。

　 Qyxの 製 品 は,最 初 の もの だ った とい うだけ で な く,オ プ シ ョン と し て デ ィス

プ レ イ の他 に通信 機 能 を備 え て い た とい うこ とに よ り,こ の 市 場 で 強 固 な地 盤 を

築 くこ とが で き た。 将 来 の オ フ ィス像 にあ っ ては,電 子的 な メ ッセ ー ジ機 能 が 重

要 な 要 素 とな り,通 信 機能 の装 備 は,そ うした未 来 へ の 扉 を開 く鍵 とな るた め で

あ る。

　 図5は 電 子 タイ プ ラ イ タの 出荷 予 測 を ま とめ た もの で あ る が,図 か ら も明 らか

な よ うに,82,3年 頃 か ら急 速 な 伸 びが 予想 され てい る。83年 までの 間に,ロ ー

エ ン ド製品 は9倍 の,ト ップ ・エ ン ド製 品は35倍 の 出荷増(台 数 比)が 見 込 まれ,

全 体 と してみ て も12倍 の 成長 が 予 想 され る。

　 ロー エ ン ド製 品 分 野 で は,IBMが 大 量 の セー ル ス ・ス タ ッフを投 入 して い る こ

と,従 来 トップ・エンド中心 だ った01ivettiが ローエンドに も参入 して きた こ と,そ して

Qyxが 同 じExxon傘 下 の ワー ド ・プ ロセ ッサ ・メーカー・Vydec(読 み方 はVaidek)の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一13一



販 売 網 を利 用 した 販売 攻 勢 に 出 て きた こ と,な どに よ り,競 争 の 激化 と と もに市

場 の 急成 長 が見 込 まれ る。83年 末 ま で には ロ ー エ ン ドだ けで40万 台 近 い 利 用 が予

想 され,ト ップ ・エンド群 を含 め れ ば50万 台 を越 え る こ とは 疑 い もな い 。 ロ ーエ ン ド

製 品 の価 格 は電 動 タ イプ ライ タの わず か2倍 で あ り,通 常 の ワー ド ・プ ロセ ッサ

に比 べ れ ば1/3に す ぎな い 。従 って この種 の 製 品 は従 業 員3～4名 の 小 規 模 オ フ

ィスか ら大 企 業 の オ フ ィスに 至 るま で,い か な る企 業 規 模 に あ って も,電 動 タ イ

プ ラ イ タと競 合 す る こ とにな ろ う。

(単位1,000台)

　 　 　 　 300

　 　 出

　 　 荷

　 　 台

　 　 　 　 200　 　 数

100

400
(単 位100万 ドル)

出

荷

金

額

oo3

200

100

　 　 　 　 0

　 　 　 　 　 　 1978　 　　　　1979　 　　　　1980　 　　　　1981　 　　　1982　 　　　　1983

　 　 　 　 　 　 　 　 図5:電 子 タ イ プ ラ イ タの 出荷(予 測)

　 トップ・エンド製 品 は,ワ ー ド ・プ ロセ ッサ,中 で も もは や 下 降線 に あ るノ ンデ ィ

スプ レイ ・ス タ ン ドア ロー ン ・ワ ー ド ・プロ セ ッサ市場 に少 なか らぬ イ ンパ ク ト

を与 え る こ とに な る。例 えば82年 か ら83年 にかけ ての ワー ド ・プロセ ッサの 年 間

成 長率 が30%(ノ ン デ ィス プ レイ ・タ イ プの それ は0%)程 度 と見込 まれ るの に

対 し,ト ップエ ン ドの電子 タ イ プ ラ イタ は100%以 上 の 伸 び が 予想 され てい る。 こ

の結 果全 体 と しての ワー ド ・プ ロセ ッサの 市 場 成 長 が 促 進 され る こ とに な る。 し

か し設 置 ベ ー ス に 占め る割 合 は,83年 で も台 数 で1割 程 度,金 額 比 で は4～5%

程 度 に止 ま るで あ ろ う。
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RCSサ ー ビ ス と し て の ワ ー ド ・プ ロ セ シ ン グ

　 サ ー ビ ス ・ビ ュー ローの 中 に もワ ー ド ・プ ロセ シ ング ・サ ー ビ ス を提 供 して い

る とこ ろ が あ る。 この中 に はRCS(リ モ ー ト ・コン ピ ュー テ ィング ・サ ー ビ ス)

ベ ンダ ー が ネ ッ トワー クを介 し て行 う もの か ら,ダ イ レク ト ・メ ール 会 社 が 行 う

メー リ ン グ ・リス ト管 理 と手 紙 の 編 集 ま で,い くつ かの レベ ルが あ るが,本 稿 で

の 考 察 の 対 象 とttり うるの はRCSベ ンダーに よ る もの だけ で あ る。

　 RCSベ ンダーに よる ワー ド ・プ ロセ シ ン グ ・サ ー ビスは,通 常 の スタン ドアロー

ン ・ワ ー ド ・プ ロ セ ッ サ で処 理 す るに は余 りに も高度 な ニ ー ズ が あ る よ うな場

合 に は 魅 力 的 な もの とい え よ う。 カ ス トマー 層 と して考 え られ るの は,① 自社 で

ワー ド ・プ ロ セシ ング装 置 を導 入 す るに は あま りに も小 さす ぎる か,そ の 必 要 が

余 りに も散 発 的 で あ るよ う な企業,② ワ ー ド ・プ ロセ シ ン グ装 置 を所 有 し ては い

るが,サ ー ビス ・ビ ュー ロー を 当座 の 業 務 負 荷 の ピー クを処 理 す る た め だ け に 利
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図6:ワ ー ド ・プ ロ セ シ ン グ ・サ ー ビ ス 市 場 の 推 移(予 測)
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用 しよ うとす る企 業,③ 他 のRCSサ ー ビス ・メ ニ ュー を併 せ て使 い た い とす る 企

業,そ して ④ 特 殊 な アプ リケ ー シ ョンを必 要 とす る企業,組 織 体 な どで あ る。

　 この うち① は,前 述 した よ うに,電 子 タ イ プ ライ タの 侵 攻 に 直 面 して お り,あ

ま り将 来 性 は な い とい え る。 ② も市 場 性 と しては あま りな い。 ④ の 具体 的 な例 と

し ては,高 品 位 出力 を不 可 欠 とす る工 学 関 連 企業 とか,長 大 な文 書,予 算,規 則

な どの処 理 を行 う政府 機 関,議 会 な どが あげ られ る。 この ④ が 今 後 の主 要 な カ ス

トマ ー ・ベ ー ス とい って いい だ ろ う。

　 現 在20数 社 のRCSベ ンダ ー が ワー ド ・プ ロセ シ ン グ ・サ ー ビス を提 供 して い

るが,こ の ア プ リケ ー シ ョンを専 門 とす るBowne　 rnformation　 Systems社 を

除 け ば,積 極 的 な マ ー ケ テ ィン グは 行 ってい な い。 こ れは 図6に 示 した よ うに市

場 自体 が 小 さい とい う こ と,イ ンハ ウ ス ・シ ス テム(ス タ ン ドア ロー ンお よ び シ

ェア ド ・ロ ジ ック)の 価 格 が低 下 し,独 自で導 入 す るユ ー ザ ーが 増 え てい る こ と ,

な どに よ る。 大 部 分 のRCSベ ンダーに と って ワー ド ・プ ロセ シン グ ・ア プ リケー

シ ョンは,第 二 義 的 な位 置 づ け に あ る とい ってい い だ ろ う。

イ ン ハ ウ ス ・コ ン ピ ュ ー タ と ワ ー ド ・プ ロ セ シ ン グ

　 既 に 導 入 さ れ て い る コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム が ワ ー ド ・プ ロ セ シ ン グ ・ア プ リ

ケ ー シ ョ ン に 使 わ れ る こ と が あ る こ と は 言 うま で もな い 。 こ れ は 通 常 専 用 の ソ フ

トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ の 導 入 に よ り行 わ れ る。 こ の ソ フ ト ウ ェ ア は,自 社 内 で 開

発 され る こ と も あ れ ば,パ ッケ ー ジ と し て 外 部 か ら調 達 さ れ る こ と も あ る。

　 パ ッケ ー ジ と し て 提 供 さ れ て い る も の は,コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー な ど に よ り

提 供 され る テ キ ス ト ・エ デ ィ タ と は は っ き り と区 別 さ れ る。 つ ま り これ らは,フ

ル ス ケ ー ル の ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ で あ り,プ ロ グ ラ ム 文 の 操 作 を 目 的 と し

た サ ブ ル ー チ ンで は な い と い う こ と,そ し て テ キ ス ト ・ス トー レ ッ ジ と し て デ ィ

ス ク を使 い,イ ン プ ッ トは キ ー ボ ー ドや テ ー プか ら,ア ウ ト プ ッ トは タ ー ミナ ル

や シ ス テ ム ・ プ リ ン タへ,と い う共 通 した 機 能 を 備 え て い る と い う こ と で あ る。

　 ワ ー ド ・プ ロセ シ ン グ ・ソ フ ト ウ ェ ア ・パ ッ ケ ー ジ を 提 供 し て い る ベ ン ダ ー に
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は,コ ン ピ ュ ー タ 本 体 メ ー カ ー,ミ ニ コ ン ・メ ー カ ー,タ ー ミナ ル ・メ ー カ ー,

サ ー ビ ス ・ビ ュー ロ ー,そ し て 独 立 系 ソ フ ト ウ ェ ア ・ハ ウ ス が あ る 。 最 近 は,オ

フ ィ ス ・オ ー ト メ ー シ ョ ンへ の 関 心 の 高 ま り に 呼 応 し て,本 体 メ ー カ ー や ミニ

コ ン ・メー カーの 一 部 が ワー ド ・プ ロセ シ ング ・パ ッケー ジの提 供 に積 極 的 な 姿 勢 を み

せ 始 め て い る が,全 体 か ら み る と提 供 し な い ベ ン ダ ー の 数 の 方 が 提 供 し て い る ベ

ン ダ ー よ りは る か に 多 い 。

　 パ ッ ケ ー ジ 市 場 の 絶 対 額 も,ワ ー ド ・プ ロセ ッサ の それ とは比 較 に な らな い程 小

さ い 。 しか し,長 期 的 な 方 向 性 と して,デ ー タ ・プ ロ セ シ ン グ と ワ ー ド ・プ ロ セ

シ ン グの 融 合 が よ り広 範 囲 に 行 わ れ る よ う に な れ ば,こ の 種 の パ ッ ケ ー ジ市 場 を

独 立 して 取 り上 げ る 必 要 が 生 じ るか も しれ な い 。

?

`
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〔2〕 フ ァ ク シ ミ リ

　 フ ァク シ ミ リは,主 に企 業 内の メ ッセ ー ジ通 信 に 用 い られ て お り,エ レ ク トロ

ニ ック ・メ ッセ ー ジ ・シ ス テ ムの 一 部 を成 す もの と して 将来 の オ フィスにおいて も

利 用 の増 大 が 見 込 まれ て い る。 しか しキ ー ボ ー ドの 使 用 が 一般 化 して い る アメ リ

カに あ って は,フ ァク シ ミ リの位 置 づ けは 日本 ほ ど重 視 され て い な い よ うだ。 識

者 の 中 に は,フ ァク シ ミリは過 渡 的媒 体 と もい うべ き もの で,い ず れ 衰退 す る と

論 じ る者 が少 くな い。

　 と もあれ,全 国 で18万 台 の フ ァク シ ミリが使 われ てお り,よ り速 度 の速 い も

のが 求 め られ て い る こ とは 事実 で,少 く と も当面 は市 場 の順 調 な 拡 大 が予 想 され

て い る。

　 アメ リカの フ ァクシ ミリ市 場 を,で きる だけ 昨 年 度 の 報 告書 を補 足 ・拡 充 す る

形 で 論 じ る こ とと した い。

市場概要

　 図7は ビジ ネ ス用 フ ァク シ ミリの設 置 状 況 を,ま た 図8は 出 荷状 況 を ま とめ た

もの で あ る。

　 図 か ら も明 らか な よ うに,低 速 機 の市 場 は す で に 飽 和 点 に達 して い る。1ペ ー

ジの送 受 を1分 以 下 で行 え る高速 機 は,80年 代 初 期 ま では 急速 な成長が予想 され

るが,そ の 後 の 成長 は殆 ど期 待 で きな い。 業 界 紙 で は,高 速 デ ジ タ ル ・フ ァク シ

ミリが華 々 し く報 導 され る こ とが少 くない が,そ の 現 実 の 伸 びは さほ ど大 きい と

は思 われ な い。

　 一 方,中 速 機(1～4分 機)は1頂 調 な 伸 び が 期 待 され て お り,85年 に は

全 フ ァ クシ ミリの 約 半 数 に ま で達 す る と見込 まれ てい る。中 速 機 が こ うした 伸 び

を みせ ると思 われ る理 由 は,高 速 デ ジタル 機 は 魅 力 的 で は あ って も,多 くの ユ ー

ザ ーに と って 高価 す ぎ る一 方,中 速 機 は コス ト的 に導 入 可能 な範 囲 に あ り,し か
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　 　 　 　 　 　 　 図7:ビ ジ ネ ス ・フ ァク シ ミ リの 設置 状 況 推 移

も低速 機 との コス ト差 は,通 信 コス トの圧 縮 に よ り埋 め られ ると い うこ とに あ る。

　 Xerox社 がXTEN通 信 サ ー ビスに 関 してFCC(連 邦通 信 委 員 会)に 提 出 した

申 請 書 に よれ ば,76年 に お け るアメ リカ企業 の 企 業 内 通信 量は506億7,000万 ペ ー

ジ,う ち フ ァ ク シ ミ リに よる もの は1億5,000万 ペ ー ジで あ る とい う。 企業 間

通 信 は205億3,200万 ペ ー ジで あ り,フ ァク シ ミリはそ の殆 どが企 業 内通 信 に

使 わ れ て い る。(い ず れ も76年 の 数 値)

　 この こ とか ら,潜 在 的 な顧 客 層 が 推 定 され る。 つ ま り,従 業 員1万 人以 上 の 大

企 業 が 第1の,500人 以 上 の 中規 模 企業 が 第2の 潜 在 的顧 客 層 を 形 づ く ってい る
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　 　 　　 　 　 　 図8:ビ ジ ネ ス ・フ ァク シ ミリの 出荷(予 測)

といえ る。 アメ リカの連邦政府統 計に よれば,1万 人以上 を擁 する大企業 の 数 は610,

その 活動 拠 点 は28万7,000に の ぼ って い る。 また中規模企業 は6万8,5　 O　O社,310

万 個 所 に達 す る。740万 社,780万 個 所 を数 える小 規 模 企 業 の1部 も、ファクシ

ミリの潜 在 的 な顧 客 層 とな る こ とは 勿論 であ るが,ア プ リケ ー シ ョンの 殆 どが企

業 内通 信 であ るこ とや,そ の コ ス ト等 を考 えれ ば,中 規 模 以 上 の 企 業 が よ り確 実

な 潜 在 顧 客 層 とな ろ う。

　 これ らの潜在顧客層 を単純に数 えた と して も約339万,し か もこれ に は 政府機 関は

含 ま れ て お らず,ま た 複数 の フ ァク シ ミリを導 入 す る個 所 も考 慮 に入 れ てい な い。

これ らを考慮 に入 れ.最 も楽 観 的 な 見通 しを立 てれ ば,そ の 潜 在 市場 は2,500万

～3 ,000万 台 に もな る。 しか しな が ら,現 実 的 な 潜在 市 場 規模 は,そ の1/10以

下 とみ られ,85年 に は市 場 の約2割 に装 置 が行 きわ た る こ とに な ろ う。　しか し .

図7,8か ら も明 らか な よ うに,85年 ま で の 出荷 台 数 は 毎 年 伸 び て は い るが,そ

の 伸 び率 は低 下 し続 け,85年 の対 前 年 伸 び率 は10%を 割 込 む こ とに な ろ う。

81年 以 降 の アメ リカの フ ァク シ ミ リ市場 は,ベ ンダ ー に と りさほ ど魅 力 あ る も

の で は な くな る とい え る。
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　 現 在 設 置 され て い る フ ァク シ ミ リの9割 は レ ンタル とい わ れ,こ の比 率は ここ

当 面 変 わ らな い と思 わ れ る。 この 仮定 に 立て ば,フ ァク シ ミ リ装置 の 出荷 を金 額

ベ ー スでみ て もさほ ど意 味 が な い こ とにな る。 図9は,フ ァ ク シ ミ リ ・ベ ン ダー

の収 入 推 移 をみ た もの で あ る。 これ ら収 入 とは,具 体 的 に は レン タル収 入,リ ー

ス収 入,売 切 り収 入,そ して メ ン テ ナ ン ス収 入 をあ わせ た もの で あ る。 通信業 者

に 支 払 われ る回 線 使用 料 は 含 まれ て い な い 。 ま た,紙 とか トナ ーな どの 消耗 品 も

考 慮 され て い ない 。

　 出荷 の伸 びが 緩 や か に な る の と 呼 応 し て,ベ ン ダーの 収 入 の 伸 び も81年 以

降 は15%以 下 に,そ し て83年 以 降 は10%以 下 に まで 低 下 してゆ く とみ られ る。

売 切 り価 格 換 算 で の 出 荷(出 荷 金 額)は}　 84年 以 降 は マイ ナ ス成 長 とな る とみ

られ る が,レ ン タ ル ・ビジ ネ スであ る ことを考 え る と,ベ ン ダ ーの 収 入 は わず か

で は あ れ 伸 び続 け る こ とにな ろ う。

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 口 高速機による収入

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 E=]中 速機による収入　 　 　　 　
(単位100万 ドル)　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 ZZ]低 速機

による収入
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図9　 フ ァ ク シ ミ リ ・ベ ン ダ ー の 収 入 推 移(予 測)
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　 低速 機によ る収 入 は,出 荷推移 および設 置状況推移か ら予想 され るよ うに,80

年 以 降 は 減少 に 向 か うこ とに な る。 とはい え,低 速 機 は85年 に於 て も約3割 の収

入 源 と な り続 け る。 出荷/設 置 推 移か ら も明 らか な よ うに,　 78年 に は全 体 の1

割 足 らず の収 入 しか もた ら さな か った 中速 機 は,85年 には全 体 の 半 分 以 上 の収 入

を もた らす こ とに な ろ う。 この間 の収 入 の 伸 びは12倍 以 上 に達 す る。 高 速 機 の、

伸 び率は緩 かになる ものの,そ の絶対額は成長 し続 け る。 しか しな が ら,中 速 機 の 伸

びの 方 が 高速 機 の そ れ を上 回 るた め,　 84年 以 降 の 全 体 に 占 め る比 率 は減 少 す る

こ と に な る 。

フ ァクシ ミ リの 将 来

　 フ ァクシ ミリにおい て も,他 の電 子 機 器 と同様,技 術 革 新 の著 しさに は 目 をみ は

る もの が あ る。 コンパ ク ト化 そ し て価 格 の 低 下 は,よ り小 規 模 な 企業 あ るい は 大

企 業 の小 さ な 出先 事 務 所 へ の フ ァク シ ミ リの導 入 を促 し,ま た 高 速 化 は1ペ ー ジ

当 りの コ ミュニ ケ ー シ ョン ・コ ス トを安 くす るた め,新 しい ア プ リケ ー シ ョンへ

の 道 を拓 くこ とに な る。

　 しか し,す で に前節 で述べた よ うに,フ ァクシ ミリの将 来 性 は決 し て明 る い もの

で は ない 。 上 述 の よ うな 技 術 革新 は,確 か に新 しい 需 要 を換 起 す るが,一 方 で 大

企 業 で は使 わ れ て い る フ ァク シ ミリが,通 信 機 能 を有 す る ワー ド ・プ ロセ ッサ

(CWP:コ ミュニケ ーテ ィ ン グ ・ワー ド ・プ ロセ ッサ)を 始 め とす る各 種EMS

(エ レ ク トロニ ッ ク ・メ ッセ ー ジ ・シス テ ム)に よ り置 き換 え られ るとい う事 態

が 進 展 す る。 そ して これ ら各 種 のEMSは さ らに,将 来 の総 合 オ フ ィ ス情報 シ ステ

ム に吸 収 され るこ とにな る。

　 フ ァク シ ミ リの需 要 は,長 期 的 にみ れ ば,小 規模 企 業(事 務 所)で の スタ ン ド

アロー ン用 と し て求 め られ る位 に な る とい っ て もい い だ ろ う。 しか しこの 需 要 は

ゼ ロに な るとい った 類 の もの で は な い。 ワー ド ・プ ロセ ッサ が 広 範 囲 に普 及 した

と して も タイ プ ラ イ タの需 要 が な くな らな い と同 様,フ ァク シ ミリへ の需 要 も,

ベンダー側か らみれば それ ほ ど魅力の ある市場 とい うわ けに は い か な い が,根 強 い も
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の が あ ろ う。

　 文 字 の 多 様 性,デ ジ タル 化 の 困 難 さ等 に よ りフ ァク シ ミ リの利 用 が進 展 して い

る 日本 と異 り,キ ー ボ ー ドの 習 熟 が進 ん で い るア メ リカに あ って は,フ ァク シ ミ

リは 当面CWPの 進攻 の 脅 威 に さ らされ,そ して最 後 には オ フ ィス情 報総 合 シ ス

テ ム と もい うべ き トー タ ル ・シ ステ ムの 中 に 吸収 され て ゆ くとみ られ ている。 この

意 味 で,ア メ リカ市 場 で は,フ ァク シ ミリの利用 密 度 が 日本 以 上 に 高 ま る とい う

こ とは,殆 ん ど考 え られ な い とい って いい だ ろ う。

■
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〔3〕 マ イ ク ロ グ ラ フ ィ ッ ク ス

　 マ イ ク ロ グ ラ フ ィ ッ ク ス も今 後 の オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ンの 展 開 を 支 え る

もの で あ る。 日本 に お い て は さほ ど重 視 され てい な い マ イ ク ロ グ ラ フ ィ ッ ク スだ が,

ア メ リ カ で は か な りの 関 心 が 向 け られ て お り,新 しい ア プ リ ケ ー シ ョ ン開 発 の 試

み も種 々 行 わ れ て い る。 本 書 の 各 論 で展 開 さ れ る ワ シ ン トン の ペ ー パ ー レ ス ・オ

フ ィ ス,Micronet社 も,言 っ て み れ ば マ イ ク ロ グ ラ フ ィ ックス の デ モ ン ス トレー

シ ョ ン お よ び コ ン サ ル テ ー シ ョ ン ・セ ン タ ー な の で あ る
。

　 こ こ で は 将 来 の オ フ ィスに お い て,マ イ ク ロ グ ラ フ ィ ッ ク ス が ど の よ うに 利 用 さ

れ て ゆ く か を 探 っ て み た い 。

利用動 向

　 関 連 機 器,サ ー ビ ス,そ して 消 耗 品 を も含 め て の オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン市

場 規 模 は,85年 に は150億 ドル ・レ ベ ル に も達 す る と言 わ れ て い るが,そ の 中

に あ っ て マ イ ク ロ グ ラ フ ィ ッ ク ス の 位 置 は 決 し て 小 さ な もの で は な い 。

　 現 在 の マ イ ク ロ グ ラ フ ィ ッ ク ス の 利 用 は,ソ ー ス ・ ドキ ュ メ ン トの 複 写 ・保 存,

COMそ し て マ イ ク ロ出 版 が 主 流 とな っ て い る が,将 来 の オ フ ィスに お い て は,CA

R(Computer　 Assisted　 Retrieva1:コ ン ピ ュ ー タ制 御 に よ る マ イ ク ログ ラ

フ ィ ック ス検 索),CIM(Computer　 Input　 Microfilm),マ イ ク ロ ・イ

メ ー ジ通 信(マ イ ク ロ フ ァ ク シ ミリ)な どの利 用 が 広 が る他,COMも ワ ー ド ・プ ロセ

ッサ や エ レ ク トロ ニ ッ ク ・メ ー ル と 連 動 した 形 で 使 わ れ る よ うに な ろ う。 最 近 現

れ た 更 新 性 を 持 つ マ イ ク ロ グ ラ フ ィ ッ ク ス 装 置 の 利 用 も増 え る とみ ら れ る 。 つ ま

り,今 後 の マ イ ク ロ グ ラ フ ィ ッ ク スの 展 開 は,他 の 技 術(例 え ば ワ ー ド ・プ ロ セ

シ ン グや デ ー タ ・プ ロセ シ ン グ な ど)と 結 び つ い た 形 が 多 く な る と い う こ と で あ

る。

　 現 在 で もす で に 一 部 で はCARや ワ ー ド ・プ ロ セ シ ン グ のCOMへ の 出 力,ま た

〉
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CIMな ど も実 際 に行 わ れ て い る。　しか し主 流 とな って い るの は 文 書 や 手 形 の マ

イ ク ロ化 とい う最 も単 純 な ア プ リケ ー シ ョンで あ り,上 記 の よ うな 高度 な ア プ リ

ケ ー シ ョンは ご く限 られ た もの に す ぎな い。

　 NMA(Nati・nal　 Micr・graphics　 Association:全 米 マイク ログラ フ ィ ッ

ク ス協 会)の 会 員約350社 を 対 象 と した 調査 に よれ ば,CARは 現 在 わ ず か6%

しか行 わ れ て いない が,2年 後 まで に導 入 した い とす るユ ー ザ ーは 半数 近 くに の

ぼ っ てい る。 また ワー ド ・プ ロセ ッサ の 出力 をCOMに 出 して い る と答 えた ユ ー

ザ ーは5%に す ぎな か ったが,2年 後 に は1/3以 上 が実 施 し た い と し てい る。現

在 は 実 用 化 が 殆 どな され て い な いCOMへ の エ レ ク トロ ニ ック ・メ ール 出 力 や マ

イ ク ロ フ ァク シ ミリ も,2年 後 に は1割 前 後 の ユ ーザ ーが導 入 を計画 して い る。

ま た現 在40%の ユ ー ザ ー が実 施 して い る書類 の フ ィルム化 は,今 後2年 間 で も

さ らに 増 え,半 数 以 上 の ユ ーザ ーが利 用 す る こ とに な ろ う。

　 現 在 の と こ ろ一般 化 して い る ア プ リケ ー シ ョンは,ま だ まだ 単 純 な フ ィル ム の

利 用 の レベ ル に とど ま ってい るが,ユ ー ザー が マ イ ク ログ ラ フ ィック スを どの よ

うに他 の 装 置 とイ ン タ フ ェー ス させ る こ とが で きる か を理 解 し,ま た 同時 に ベ ン

ダ ーが イ ン タ フ ェー スの ため の 装 置 を提 供す るよ うに なれ ば,よ り高 度 な ア プ リ

ケ ー シ ョン も徐 々 に一 般 化 してゆ こ う。

　 今 後 急速 に一 般 化 が 進 む と思 わ れ る高 度 利用 形 態 と して は,コ ン ピ ュー タ制 御

に よ るマ イ ク ログ ラ フ ィ ック ス検 索(CAR)が あ げ られ る。 これ は,ス ピー デ ィ

で効 果 的 な マ イ クロ グ ラ フ ィ ック ス検 索用 の イ ンデ ック スを作成 す るために,デ ー

タ処 理 技 術 と マ イ ク ロ グ ラ フ ィ ック ス検 索 装 置 を組 み合 わ せ た もの で あ る。 フ

ィル ム を利 用 してい る とこ ろに あ っ ては,そ の 規模 の 大小 を問 わ ず,ロ ー ル ・フ

ィル ム また は フ ィ ッシ ュに納 め られ て い る情 報 を,系 統 立 て,そ れ に イ ンデ ック

スを付 けて 迅 速 に検 索 で き る よ うた す る こ とは,基 本 的 な 作業 で あ る。 しか し一

般 の 書 類 の フ ァイ リン グと異 り,フ ィル ムの場 合 は1つ の 問 題 を持 ってい る。 つ

ま り,何 百 もの ドキ ュメ ン トを含 む ロール ・フ ィル ム や,フ ィ ッシ ュ上 の1フ レ

ー ム が1つ の ドキ ュメ ン トを表 わ す 場 合で あ る。 この た め各 フ レ ーム は,1つ の
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フ ィル ム上 に 何百 と あ る他 の フ レー ム と容易 に 識 別 が つ き,検 索 可 能 な 状 態 に な

ってい な けれ ば な らな い の で あ る。 こ こに コン ピュー タ技 術 応用 の 展 望 が 開 け て

くる。

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　表1:マ イ ク ロ フ ィル ムの 形 態

マ イ ク ロフ ィル ム

・一ル … ルム{

フ ィ ル ム ・カ ー ド

リー ル方 式

カー トリ ッジ方 式

マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ

フ ィ ノレム ・ジ ャ ケ ッ ト

ア パ ー チ ュ ア ・カ ー ド

フ ィ ル ム ・ ス ト リ ッ プ

　 今後2年 以 内 にCARを 利 用 した い とす る ユ ーザ ー が数 多 くい る とい う こ とは,

CARの 需 要 の 高 さ を如 実 に物 語 って い るとい え よ う。 この高 い 成 長 率 の要 因 は

色々 あ るが,主 な もの と して,コ ン ピ ュー タの イ ンテ リジ ェン スが 年 々急 速 に安

くな って きて い る こ と,ベ ン ダー が 種 々のCAR装 置 を 発表 して"ジ ステ ム"と

して提供 し始 め た こ とな どが あ げ られ る。勿 論 こ う した背 景 としで,各 ユーザ ー ・

サ イ トで の マ イ ク ロ グ ラ フ ィ ッ ク ス ・ア ウ トプ ッ トの量 が年 々増 加 ・し,そ れ に

伴 ってイ ン デ ック ス作 成 と検 索 の た め に コ ン ピュ ー タ を応 用 した シ ステ ムが必 要

だ とい う認 識 が 高 ま って い る こ と も忘 れ て はな らな い。

　 COM(Computer　 OutpuもMicrofilm)は,わ が国において も,少 くとも用 語 ・

概 念 の上 で は,一 般 化 しつつ あ るが,CIM(Computer　 Input　 Mi¢rofilm)の

方 は 殆 ど知 られ てい な い とい って もい い だ ろ う。

　 CIMは,光 学 的 に フ ィル ム面 を 走 査 し,そ の情 報 を デ ジ タル 化 して,そ れ を

磁気 メ デ ィア に直接 イ ン プ ッ トす る とい う もの で あ る。CIMの 利点 は,コ ンピュー

タに デ ー タ を 入 力 す るに際 して再 度 キー ・イ ンを しな く て もよい とい う と こ ろ

に あ る。 フ ィル ム化 す る時 に文 字 をOCRフ ォン トに してお き,コ ン ピュー タに 入
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力 す る時 は フ ィル ム上 の 情 報 を一 旦紙 に 出 力 し,そ れ をOCRに 読 ませ るとい った

方 法 を採 っ てい るユ ー ザ ー もあ るが,CIMは フ ィル ム自体 を走 査 しデジタル情 報

化 す るた め,一 度 紙 に 出力 す る とい う中 間 段 階 を省 略 で き るわ け だ。CIMは 高 解

像 度 の必 要 な グラ フ ィ ック入 力 や 規格 変 更 に伴 うマ ニ ュアル の 改 訂 な ど に役 立 つ

とい え る。 現在 は まだ ま だ一 般 的 な ア プ リケ ー シ ョンとは 言 え ない が,先 進 ユ ー

ザ ー の 中 に は 積 極 的 に導 入 して ゆ こ うとす る と こ ろ も少 くな い よ うだ。

市場概要

　 アメ リカ の マ イ ク ロ グ ラ フ ィ ック ス関 連 機器 お よ び消 耗品 の 市 場 規模 は78年

で約10億 ドル とみ られ,こ れが88年 に は45億 ドル に達 す る と予 想 され て い る。

(10億 ドJレ)

　 　 　 5
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1

0
'78　 　　　79　 　　80　 　　　81　 　　　82　 　　　83　 　　　84　 　　　85　 　　86　 　　　87　 　　　88　 　　　(年)

図10:マ イ ク ロ グ ラ フ ィ ッ ク ス市 場 推 移
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この 間 の 平均 年 間成 長 率 は16%に 達 す る。

　 金 額 的 にみ て最 も大 きな 伸 びが 期 待 され てい るの は,一 般 文書 の マイク ロ ・サー

ビス,そ してCOMで ある。 一方,ド キュメン トのチ ェック用 としてのスタンドアローン・

ロール ・フィルムの 市 場 は頭 打 ち とな り,さ らには 減少 に向 か うと み られ る。 これ

は,こ うした 単 純 な ア プ リケ ー シ ョンは ドキ ュメ ン ト収 納/検 索/更 新 と い った

よ り規 模 の 大 きな ア プ リケ ー シ ョンに吸 収 され てゆ くか らで あ る。

　 マ イ ク ロ フ ィ ッシ ュは,さ らに一 般 化 して ゆ くと思わ れ るが,そ の 程 度 は安価

で 使 い易 い検 索 シ ステ ム が 開発 され るか ど うか に か か って い る とい って いい だろ

う。

　 マ イ ク ログ ラ フ ィ ック スの 発 展 に と って障 害 とな ってい る もの と しては,現 時

点 で は フ ァイ ル ・コ ンバ ー ジ ョンに金 が かか りす ぎ る こと,装 置 の コ ス トが 高 す

ぎ る(特 にCOM)こ と,マ イ ク ロフ ィル ム作 成 は容 易 に誰 に で もで き ると い う も

の で は な い こ と(高 品位 の フ ィル ム を作 成 す るに は熟 練 が 必 要 で あ る),そ し て

記録 され た もの の修 正 ・更 新 が 難 か しい こ と,な どがあ げ られ る。

⑨
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〔4〕 マ ル チ フ ァ ン ク シ ョ ン ・シ ス テ ム

概 要

　 オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン進 展 の 方 向 の1つ に,複 合 的 な 機 能 を有 す る シ ス

テ ム を 開 発 し てゆ こ うとす る もの が あ る。 最 近 の 注 目 され る傾 向 と しては,ワ ー

ド ・プ ロセ シン グ とデ ー タ ・プ ロセ シ ン グの 機能 を融 合 し,さ らに エ レ ク トロ ニ

ック ・メー ル 等 の機 能 を組 込 ん だ シ ス テムが 次 々 と出 され て い る ことで あ る。

　 分 散処 理 シ ステム で名 高 いDatap・int社 や,詳 論 で論 ず るWang社 は,デ ータ・

プ ロセ シ ング とワ ー ド ・プ ロセ シ ングの 融 合 シ ス テ ムを発 表 し てい る し,IBM,

Xer・xと い った オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン界 の 両 雄 は ワー ド・プ ロセ シン グ を

中 心 と し,エ レ ク トロ ニ ック ・メ ール機 能 を そ こ に 統 合 した シ ス テム を発 表 し て

い る。 この 他 い くつ か の メ ー カー が同 様 の シ ステ ム を開 発 中 といわ れ,今 後 の 大

きな 潮流 に な る こと は 疑 い な い だ ろ う。 日本 で は,東 芝 が79年11月 に開 催 した

独 自の オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ 。ン ・フ ェアで パ イ ロ ッ ト ・シ ステ ム を参考 出 品,

複 合機 能 を持 った ワー ク ステ ー シ ョン ・シ ステ ムの 開 発 成 果 を展示 して い る。

　 汎用 性 を持 った ワー ク ステ ー シ ョン,あ るい は その 設置 場 所 に 特 に必 要 と され

る特 定 の機 能 を持 った ワー ク ステ ー シ ・ ンの ネ ッ トワー ク をつ く り,総 合 的 な オ

フ ィ ス情 報 シ ス テ ム を構 築 して ゆ こ う とす る方 向 は,ま さに"オ フ ィス ・オ ー ト

メ ー シ ョン"の イ メ ー ジそ の もの と言 っ て もい い だ ろ う。 詳 論 で論 ず るペ ー パ ー

レ ス ・オ フ ィス,Micronet社 の マイ クロ グ ラ フ ィ ックk応 用 シ ステム とは ま た

別 の道 であ るが,"オ ー トメ化 され た オ フ ィ ス"と してま ず思 い 浮 か ぶの は,こ

う した 複合 ワー ク ステ ー シ ョン ・シス テ ムで あ る とい ってい い の で は な い だ ろ う

か 。 オ フ ィ ス毎 に異 った背 景 を持 ち,ま た ニー ズ も異 ってい る以 上,オ ア ィス ・

オ ー トメ ー シ ョンの 究 極 の 形 を1つ の 具 体 像 とし て論 ず る こ とは で きな い が,各

種 の 機 能 を統 合 した 一 大 情 報 ネ ッ トワー ク とい う もの は オ フ ィ ス ・オ ー トメー シ
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ヨン の1つ の 将 来 像 とい って い い だ ろ う。

　 現 在 市場 に 出 され てい るい くつ か の シ ステ ムは,こ う した"将 来 像"と い うに

は ま だ まだ プ リ ミテ ィブな もの で あ るが,そ うした シ ステ ムへ 向 け て の第 一 歩 を

踏 み 出 した もの と して高 く 評価 で きる。

　 以 下 では既 に発 表 され て い るい くつ か の シス テム を と りあげ,そ の 特 徴,将 来

性 とい った もの を み て みた い。

製品動向

{1)　 IBM

　 IBMの マ ル チ フ ァク シ ョ ン ・オ フ ィス ・シ ステ ムは,78年10月 にDPD(デ ー

タ ・プ ロ セ シ ン グ部 門)か ら発表 され た3730オ フ ィス ・コ ミュニ ケ ー シ ョン ・

シ ステ ム に始 ま る どい って い いだ ろ う。IBMは1 ,000シ ス テ ム以 上,キ ー ス テ ー

シ ョ ン に し て1万2 ,000台 以 上 の 受 注 に成 功 した と い われ,す で に百 数 十 台 を

設 置 してい ると い うが,ユ ー ザ ーの評 価 は必 ず し も芳 しい とは い え な い よ うだ。

(ち な み に 日本 では3730は ま だ発 表 され て いな い。)

　 これ は,3730が 基 本 的 に は3790の 拡張 シ ステ ム であ る こ とに よ る性 能 的 な

な 限 界 を伴 って お り,ま た その 割 に価 格 も高 い た め であ る。IBM・DPDは,企

業 のEDPマ ネ ジ ャー を説 得 し得 た とい う ものの,現 実 に そ れ を使 うWP(ワ ー ド・

プ ロセ シ ング)部 門か らは,速 度 も遅 い上 に使 いに く く,例 え ばOS/6な どのス

タ ン ド ・ア ロ ー ン ・ワー ド ・プ ロセ ッサ よ りも劣 る とい う評 価 を され て い る よ う

だ 。

　 IBM・GSD(ゼ ネ ラル ・シ ステ ム ズ部 門)が79年11月 に5520ア ドミニス ト

レ ー テ ィブ ・シ ス テム を発 表 し た こ と,ま たDPDが8100情 報 シ ステ ムのOSの

1つDPPXのWPパ ッケ ー ジ,　 DPPX-WPを 間 もな く発 表 す る で あ ろ うと予 想

され るこ と を併 せ 考 え る と,3730の 受注 残 の 半 数 近 く は現 実 の 出荷 に 結 び つ か

な いの で は な いか とみ られ て い る。(8100は,3790の あ るべ き姿 で あ る と も

言 わ れ て い る。)

、

●
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　 5520は,IBM初 の シ ェア ド ・ロ ジ ック ・ワ ー ド ・プ ロ セ シ ン グ ・シ ス テ ム

、と言 っ て い い だ ろ う。(3730は 技 術 的 な 問 題 が 多 す ぎ る よ う だ 。)5520は370

と リ ン ク さ せ た 使 い 方 も で き る が,そ の ソ フ ト ウ ェ ア は ま だ 提供 さ れ て い な い 。

5520の 最 大 の 特 徴 は,シ ェ ア ド ・ロ ジ ッ ク ・ワ ー ド ・プ ロ セ シ ン グ ・シ ス テ ム

と エ レ ク ト ロ ニ ッ ク ・メ ー ル ・シ ス テ ム を統 合 し た 点 に あ る と い え る。.そ し て 後

節 で の べ る イ ンテ リ ジ ェ ン ト ・コ ピ ヤ ー6670を 接 続 し て の 拡 張 は,さ らに シ ス

テ ム 効 率 を 高 め る こ とに な る 。 あ るIBM観 測 筋 に よ れ ば,82年 ま で に 平 均6台

の ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン を 持 っ た5520が7,000～8,000セ ッ ト出 荷 さ れ る だ ろ

う と い う。

　 デ ー タ処 理 分 野 に あ る 製 品 で は あ る が,78年10月 に 発 表 さ れ た8100情 報 シ

ステ ム,80年1月 に 発 表 さ れ た5280分 散 デ ー タ ・シ ス テ ム も,今 後 の 発 展 如 何

に よ っ て は オ フ ィ ス ・ シ ス テ ム と の 統 合 と い う こ と も考 え られ る。

●

(2)　 Xerox

　 Xer・xが79年12月 に 発 表 し た860情 報 処 理 シ ス テ ム は,　 Xeroxの オ フ ィス・

オ ー トメ ー シ ョ ン戦 略 の 切 り札 と も言 うべ きEthernetを 介 し結 ば れ る マ ル チ フ

ァ ン ク シ ョ ン ・タ ー ミナ ル で あ る。Xerox　 850ワ ー ド ・プ ロ セ ッ サ を ベ ー ス と し,

各 種 テ キ ス ト処 理 ア プ リ ケ ー シ ・ ン,オ フ ィ ス ・レ コー ド処 理 の 他,BASICに

よ る デ ー タ 処 理 も行 え る 。

　 Xe三 〇xの シ ス テ ム の 最 大 の 特 徴 は,　 Ethernetに あ る。 こ れ は 同 軸 ケ ー ブ ル に

よ る広 帯 域 ネ ッ ト ワ ー ク で,伝 送 速 度 は3Mbpsに 達 す る 。　 Xeroxは 現 在XTEN

と 呼 ば れ る 国 内 衛 星 通 信 サ ー ビ ス の 提 供 を 計 画 して い る が,Ethernetは こ れ と

も接 続 で き る と い う。 つ ま り,各 ロ ー カ ル ・レ ベ ル のEthernetがXTE .Nを 介

し て 全 国 的 な ネ ッ ト ワー ク を 形 成 す る こ と が で き るわ け だ 。

　 M三tre社 の 異 機 種 間 ネ ッ ト ワ ー クMitrixやBell研 究 所 の ミニ コ ン 間 パ ケ ッ

ト交 換 網Spiderな ど 既 存 の ロ ー カ ル ・ネ ッ ト ワー ク と比 べ る と,Eth・ernetの

特 徴 は きわ だ っ た も の と な る 。Ethernetは,こ れ らの ネ ッ ト ワ ー ク と異 り,ネ
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ッ トワー ク 自体 に は スイ ッチ ン グ ・ロジ ッ クは 無 く,ま た 中 央 の コ ン ピ ュー タ

(あ るい は 専 用 の ミニ コ ン ピ ュー タ)に よ り制御 され るわ けで はな い の で あ る。

ネ ッ トワ ー ク上 の各 ノー ドが 絶 えず 全 ト ラフ ィ ックを監 視 して お り,自 分 に宛 て

られ た パ ケ ッ トが送 られ て きた時 に それ を選 択 的に 取 り出 す 方 式 が採 られ てい る。

この た め,ネ ッ トワー ク内 の1つ の エ レメ ン トが故 障 して も,シ ステ ム全体 が ダ

ウ ンす る こ とは無 くな る。 各 メ ッセー ジは ア ドレ ス ・コー ドを 含む 最 大4 ,000ビ 、

ッ トの 可変 長 パ ケ ッ トと して送 受 され る。Etherhet自 体 も固有 の ア ドレ ス を持

ってお り,ネ ッ トワ ー ク相 互の ア ドレ ス指 定 も可能 で あ る。

　 ネ ッ トワ ー クに接 続 され る コ ン ピ ュー タ等 の 各 種機 器 は 最 大256台 で,こ れ ら

各機 器 は 相 互 に通 信 し,ネ ッ トワー ク内 の りソ ー ス を 自由 に共 用 す る こ とが で き

る。 例 え ば1つ の860ス テ ー シ ョンは,別 の860に 接 続 され た フ ロッピー ・デ ィ

ス クに ア ク セ スす るこ とが で き る。 ま た,ホ ス ト ・コン ピ ュー タの 写植 装 置 や そ

の他 の リソ ー ス も共 用 で き る。XeroxはEthernetで2770お よ び2780プ ロ ト

コル もサポー トして い るた め,IBMお よ び その 互換 機 器 も接 続 で きる。

　 な お,860で 実 行 で き るデ ー タ処 理 は ご く限 られ た レベ ル で あ り,主 機 能 は ワ

ー ド ・プ ロセ シン グに あ る
。

、

　 カス トマーのメ ッセージ は,

ター ミナルから トラ ンシーバー を

経て屋上 アンテナ に至 る(け 。そ

こからサ ブステーシ ョン,つ まり

各地域局 に送 られ(2),さ らに衛

星通信地上局 に伝 えられる(3)。

衛星(4)に 送出 され,目 的地 で受信

され たメ ッセージ は,今 度 は逆 の

ル ー トをた どって受信 ター ミナ ル

に到着す る。 ドキ ュメ ン ト,メ ッ

セージそ してデータ は,同 時 にネ

ットワーク ・コン トロール ・セ ン

ター(5)に 送 られ,そ ごで記録 さ

れ必要 に応 じ検索 され る。 L______」
図11　 XTEN構 想 図

一32一

、



■

●

'

●

(3)Wang　 Laboratories

　 Wangの マ ル チ フ ァ ン ク シ ョ ン ・シ ステ ム へ の ア プ ロ ー チ は,デ ー タ ・プ ロ セ

シ ン グ の 分 野 と ワ ー ド ・プ ロ セ シ ン グ の 分 野 の2つ の 側 面 か ら進 め られ て い る
。

VS　 100に よ るDPか ら の 動 き と,OISに よ るWPか ら の 動 き で あ る。(詳 論 の

Wangの 項 参 照)Wangは こ れ らに よ り,　 I　I　S(イ ン チ プ レ ー テ ッ ド ・イ ン フ ォ

メ ー シ ・ ン ・シ ス テ ム)の 完 成 を 目指 し て い る 。

　　 　　 　　　 　 表2:マ ル チ フ ァ ン ク シ ョ ン ・シ ス テ ム の 比 較

IBM Xerox Wang Datapoint

シ ステ ム名 5520　 ア ド ミニ ス ト 860情 報 処理 システ IIS　 　 OIS インテ グレーテヅ ド ・エ
　 　 　 　 　 A
レ ー テ ィ フ　' ム (イ ンテ グ　 (オ フ ィス ・ レ ク ト ロ ニ ッ ク ・ オ

シ ス テ ム レー テ ッ ド ・　 イ ンフ ォ フ イ ス

イ ンフ ォメ　 メ ー シ ョン ・

一 ション ・　 システ ム)

システム)

モ デ ル 名 020,030,040, 860 VS100　 01S ARC　 3800

050 /125

OIS

/145

処 理 タイプ シ ェ ア ド ・ロ ジ ッ ク ・ハ シ ェ ア ド ・ロ ジ ック ・ ハ ハ イブ リ　 ハ イブ リ シ ェア ド・ロジック/ス

イブリッドWP イブリッ トWP ッドDP　 ッドWP タ ン ドア ロ ー ン ・ハ イ ブ

リッドDP

価　　　格 64,351ド ノレ　(020) 15,300ド ル(基 本 シ 69,000　 19,600 200,000(シ ス テム　'

～175 ,753ド ル ス テ ム) ドル　　　　ドル 価格)

(050) (125)

53,000

ドル

(145)

出 荷 開 始 1980.11 1980第4四 半 期 1980.7　 不明(当 1980第1四 半期

(フ ル シス 初予定:

テ ム) 1979:9)

特　　　徴 o通信機能付WPに フ OEthernet ODP,　 WP双 方 から OLightlinkオ プ シ

アイリングおよび検 OXTENを 介 して の アプローチはw訟g ヨ ン

索機能を付加 のEthernet間 リ ン の み ○電話回線 との接続

ク ○ データベー ス ・マ ネジ

メン ト ・システ ム が 無

い

一33一



(4)　 Datapoint

　 Datapointは,分 散 処 理,ワ ー ド ・プ ロ セ シ ン グ,　 エ レ ク ト ロニ ッ ク ・メ ー

ル そ し て 通 信 制 御 を 統 合 し た シ ス テ ム,IEO(イ ン チ プ レ ー テ ッ ド ・エ レ ク ト

ロ ニ ッ ク ・オ フ ィ ス)を 提 供 し て い る。 こ の 中 核 と な る の は,ARC　 3800プ ロ セ

ッ サ で あ る 。IEOの イ ン タ ー ・プ ロセ ッ サ ・バ スに は,3800の 他,既 に 発 表 さ

れ て い る1500,1800分 散 処 理 プ ロ セ ッサ,6600ア ドバ ン ス ト ・ ビ ジ ネ ス ・プ

ロ セ ッ サ な ど が 最 大256台 接 続 で き,ワ ー ド ・プ ロ セ シ ン グ,エ レ ク トロ ニ ック・

メ ッ セ ー ジ な ど の ア プ リケ ー シ ョ ン が 行 わ れ る。 ま た これ に は,78年 に 発 表 され

たInf・switehシ ス テ ム も統 合 され て お り,電 話 回 線 との 相 互 接 続 が 図 ら れ て い

る。Xeroxの シ ス テ ム と 同 じ く,Datap・intのARCネ ッ トワ ー ク も他 のARC

ネ ッ ト ワ ー ク と接 続 し,さ らに 大 規 模 な シ ステ ム の 構 築 が 可 能 で あ る 。

　 IEOに 特 徴 的 な も う1つ の 点 は,　 Lightlinkと 呼 ば れ る通 信 方 式 が オ プ シ ョ

ン と し て 提 供 され る 点 で あ る 。 こ れ は2マ イ ル 程 度 離 れ た 地 点 を 赤 外 線 を 使 っ て

結 ぶ と い うユ ニ ー クな もの で,FCC(連 邦 通 信 委 員 会)に よ る 規 制 対 象 外 の 通

信 方 式 で あ る 。

　 分 散 処 理 シ ス テ ムで は ト ッ プ ・グ ル ー プ を ゆ くDatapointは,マ ル チ フ ァンク

シ 。 ン ・オ フ ィ ス ・シ ス テ ム でIBM,Xeroxと い っ た 巨大 メー カー と対抗 して,

そ れ ら を も 上 回 る 機 能 を 持 っ た シ ス テ ム を 提 供 し て い る の で あ る。 今 後 の

展 開 に お け る同社 の ウ ィー ク ・ポ イ ン トは,デ ー タベ ー ス ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ

ム を持 た な い と い う こ と で あ ろ う。(1974年 以 来 開 発 努 力 は 続 け られ て い る と

い うが,未 だ 具 体 的 な 結 実 をみ て い な い 。)
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〈本　社 〉

'専用 機 器
マルチファンクション ・プロセッサ に よるWP/DP/エ レク トロニック ・メール

r-一/L-、 一 一 一 」＼一 ーー ー 一 「

　 EMS　 　 　 LDCS　 　 　 　 オフィス ・　 　 　 プリン ト・　 　 　 　 オフィス ・

コン トローラ　　 ホス ト・プロセッサ　　 ステ ーション　　　 スプーラー　　　　　 ステーション

θ

■

6600 6600 3800 3800 6600

イ

ン

タ

ー

プ

ロ

セ

ッ

サ

・

バ

ス

20MB

デンスク

長距離
コント

ロール

システム

(LDCS

8200

職
曾

8200

高速プリンタ 中速プリンタ 高品位出力プリンタ　〈 支 社 〉

PBX又 は

Centrex

120MB

ディスク

キ ァリア ・ラ イン

　 (WATS,　 FX,

　 　 　 TIE,

　 　 　 　 　 DDD等)

6600

P

、

フ ァイ ル ・プ ロ セ ッサ

A都 市 シンクフレ・ユ ーザ ー

匝 回国恩
　　　　　　 5MB

B都 市 シンクりレ・ユ ーザL

昼 回[亜コ
　　　　　　　　　　 プリンタ　　　　　　 1MB

C都 市

マルチ ・ユーザ
　 ARC

フアイル

カ

　セツ

D都 市 シンクル ・ユ ーザ ー

/ ㌔Q ○.L/」
1MB

プリンタ

図12:IEOの 標 準 構 成
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⑤ 　 そ 　 の 　 他

　 ワー ド ・プ ロセ シ ング とデ ー タ ・プ ロセ シ ン グを 統 合 し て ゆ こ う と す る 試 み は,こ

れ ら4社 が 先 頭.集 団 を形 づ く っ て い る と い え る が,同 じ様 な シ ステ ム の 開 発 は 他

の メ ー カ ー で も進 め られ て い る 。 発 表 が 近 い の で は な い か と噂 され てい る メ ー カ ー

と し て は ・ ミ ニ コ ン 界 の 巨 人DEC(Digital　 Equipment　 Corp .),　 Four

Phase　 Corp.,MDS(Mohawk　 Data　 Sciences　 Corp.),そ し て ワ ー ド ・プ ロ

セ ッ サ ・メ ー カ ー のCPTやLanierな ど が あ る 。

　 こ れ らの メ ー カ ー の 他,オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン事 業 部 を 設 立 し て 意 気 燃

え るB　 urroughs,傘 下 子 会 社 の リ ソ ー ス の 統 合 化 に よ り情 報 産 業 志 向 を よ り一 層

強 め つ つ あ るExxon,そ し て 遅 れ ば せ な が ら ワー ド ・プ ロ セ ッ サ 分 野 へ の 参 入 を

明 らか に し たNCRな ど も,い ず れ こ う した マ ル チ フ ァ ン ク シ ョ ン ・シ ス テ ム を 提

供 す る よ うに な ろ う。 ソ ル ー シ ョ ン ・ベ ン ダ ー を 目 指 す コ ン ピュー タ本 体 メー カ ー

や 分 散 処 理 シ ス テ ム ・ベ ン ダ ー な どに と り,こ れ は 避 け て 通 る こ と の で き な い

方 向 と い っ て い い か も しれ な い 。
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〔5〕 イ ン テ リジ ェ ン ト ・コ ピヤ ー

概 要

　 イ ンテ リジ ェ ン ト ・コ ピ ヤ ー とい う概 念 は,比 較 的 最近 現 わ れ た もの で あ る。

その 内容 を 一言 で言 えば,コ ピー ・マ シ ン とノ ンイ ンパ ク ト ・プ リ ンタの 双 方 の

機能 を併 せ 持 つ もの とい う こ とに な る。Wang　 Laboratories社 が イ メ ー ジ ・プ

リン タIP41Fを78年12月 始 め に発 表 してか ら,デ ー タ処 理 と ワー ド ・プ ロセ

シ ン グの 両 方 に ま た が った 出力 装置 と して急 速 に 注 目 され る よ うにな った 。　 79

年2月 に は,IBMがWangの 製 品 よ りもさ らに 高 度 な機能 を持 つ6670イ ンフ ォ

メー シ ョン ・デ ィス ト リ ビュー タを発 表 して この 市 場 の将 来 性 を確 固 た る もの と

した 。

　 初 の イ ン テ リジ ェン ト ・コ ピヤーWang　 IP41Fは,18ペ ー ジ/分(1,500

行/分)の プ リン タ と して,ま た9ペ ー ジ/分 の オ フ ライ ン ・コ ピヤ ー と して も

使 え る とい う もの で あ った 。 しか し79年1月 末 に な って,Wangは.「 純 粋 に 性

能,ス ル ー プ ットとい う観 点 か らみ て,実 用 的 とは 言 え な い 」 とい う理 由 で コ

ピー ・マ シン機能の付加 を や め,「 よ りコ ス ト効 果 の 高 い,そ し て効 率 的 な プ リ ン

タ 」 に仕 様 を変 更 した 。 こ れに 伴 い,価 格 は9%引 下 げ られ た。 コ ピー機 能 の 削

除 に つ い ては,Wangの 公 式 説 明 の 他,コ ピや 一部 分 の製 造 上 の 問 題 が 生 じ た た

め では ない か との推 測 も行 われ てい る。

　 した が って,厳 密 に言 え ば,IP41Fは イ ンテ リジ ェ ン ト ・ttコ ピヤ ー"で は

無 い と言 って いい だ ろ う。 しか しな が ら,数 種類 の 印 字 ス タ イル を使 え,ワ ー ド・

プ ロセ シン グ とデー タ ・プ ロセ シ ン グの 境 界 に 位置 づ け られ る 出力 装 置 と して,

つ ま りは イ ンテ リ ジ ェ ン ト ・コ ピヤーの 先駆 的 製 品 と して評価 され る。 以 下 はI

BM　 6670を 中心 と し て論 を展 開 す るが,市 場 展 望 等 は イ ンテ リジ ェ ン ト ・コ ピ

ヤ ー/プ リ ン タ と してWangの 製 品 も対 象 とす る。
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　 IBM6670イ ン フ ォメ ー シ ョン ・デ ィ ス トリ ビ ュー タは,12～36ペ ー ジ/分

の プ リ ン タ と して,つ ま り3800レ ーザ ー ・プ リ ンタの 低 速 ・低 価 格 バ ー ジ ョン

と し て使 われ る他 通 常 の 電 子 コ ピヤ ーの 機 能 も有 し てい る。 イ ンテ リジ ェ ン スが

あ る とい う意 味 は,印 刷 ス タイ ル,文 字 間 隔,フ ォー マ ッ ト等 を 自在 に指 定 で き

る とい う こ とで あ る。 また 通信 回線 を通 じIBMの 汎 用 コン ピ ュー タお よびOS/

6と コ ミュニ ケ ー シ ョ ンが 可 能 であ る。6670は,送 受 信 が で き る レー ザ ー ・プ

リ ンタ/コ ピヤー だ と言 換 え て もいい だ ろ う。

　 しか し,6670は その 性 能 を十 二 分 に 引 出 す た め に は1つ の制 約 を持 ってい る。

6670か らデー タを送 出 す るた め に は,デ ー タは まず 磁気 カ ー ドに入 れ られ なけ

れ ば な らな い 。6670に は デ ィスケ ッ トが 内蔵 され て い るが,こ れ は ユ ーザ ー が

ア クセ スす る こ とは で きな い。 従 っ て,デ ー タ の送信,出 力 フ ォ ン トの 選 定,受

信 デ ー タの フ ォー マ ッテ ィン グ とい った イ ンテ リジ ェン ト ・コ ピヤ ー とし ての 機

能 を使 うた めに は,6670と 共 に キ ー ボ ー ド ・ツ ー ・磁 気 カー ドの機 能 を持 った
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装 置 が必 要 とな る。 つ ま り,6670用 以 外 とし て磁 気 カー ド ・タイ プラ イ タかO

S/6を 導 入 し て い るか,又 は導 入 す る必 要 が あ る場 合 を除 け ば,ま だ6670の

導 入 は コ ス ト効 果 的 にみ あ い に くい とい え よ う。

　 IBM6670とWang　 IP41Fと の最 大の 相 違 は,そ の コ ミ ュニケ ー シ ョン機 能

にあ る。Wangの イメ ー ジ ・プ リンタは 同社 の ワ ー ド ・プ ロ セ ッサ あ るい はSBC

(ス モ ール ・ビジ ネ ス ・コ ンピ ュー タ)と 直接 接 続 で き るだ け で あ るの に 対 し,

6670は 電 話 回線 を介 し て シ ステ ム/360,同370,同3,同34,WP/32,0

S/6,303Xシ リご ズ,4300シ リ ー ズ そ して6670と,IBMの 主 要 シ ステ ムの

殆 どと コ ミュニ ケ ー シ ョンで き る。 そ の速 度 は 半 二 重 モ ー ドで600～4,800bps,

コ ミュ ニケ ー シ ョン ・プ ロ トコル とし て はBSCあ るい はSDLCが サ ポ ー トされ

る。

　 も う1つ の 大 き な相 違 点 と し て,印 字速 度 が あ げ られ る。Wa　 ngの 製 品 は1,500

行/分(18ペ ー ジ/分)の 出 力 速 度 で あ るの に 対 し,IBMの それ は,最 初 の オ

リ ジナ ル 出力 に は200～400キ ャ ラク タ/分 か か り,通 信 回 線 を通 じ内部 メモ

リー(容 量 は 制 御情 報 エ リアを 除 き100ペ ー ジ 分)に 蓄 え られ て い る ものの コ

ピー出 力 の場 合 は最 高1,000行/分 あ るい は36ペ ー ジ/分 とな る。した が っ てI

BM　 6670は,Wangの 製 品 と は違 って,　 SBCに 接 続 され る低速 ラ イ ン ・プ リン

タの 代 わ り とは な り得 ない 。 しか し当 のWangIPは,自 社 のOIS/130,140

お よ び2200と しか 互換 性 が な く,SBCの プ リンタ 市場 を狙 え る とこ ろ まで に至

って い な い。 また6670に して も,幅 広 い 互換 性 と機 能 を有 して い る とは い う も

の の,上 記 の よ うな 出力速 度 の 遅 さか ら,適 用 範 囲 が 非常 に 限 られ て く る。

　 IBMの 製 品 に し て も,Wangの 製 品 に し て もま だま だ 改良 の余地 を残 した,いt

ば 試 作 品 的 な もの と言 って いい だ ろ う。IBMが2月 に6670を 発 表 した 時 は,ニ

ュー ヨ ー ク,シ カ ゴ,ロ サ ンゼル スの わ ず か3都 市 で しか販 売 が行 わ れず,7月

に な っ て11都 市 と カナ ダ に,9月 入 って や っ と全 米 各 地 と 欧州5カ 国 に販 売 地

域 が 広 げ られ た(日 本 では まだ発 表 され てい ない)と い うこ とは,製 造 上 の 理 由

も考 え られ るが,市 場 の 反 応 をみ るた めの 戦 略 で あ った とみ て いい の では なか ろ
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表3:Wang　 IP41FとIBM6670の 比 較

Wang　 IP41F IBM　 6670

応　 用　 技　 術 フ ァ イ バ ー ・ オ プ テ ィ カ ル ・ゼ ロ レ ー ザ ー ・ゼ ロ グ ラ フ ィ ニ

グ ラ フ ィ ー

モ　　 　 ー　 　　 　ド オ ン ラ イ ン オ ン ラ イ ン/オ フ ラ イ ン

コ　 ピ　ー 機 能 無 有

フ　オ ー ム 作 成 無 最 大8種 の テ キ ス ト ・フ ォー マ ッ ト

出　 力　 速　 度 最 大1.500行/分 オ リ ジ ナ ル:200～400キ ャ ラ ク

18ペ ー ジ/分 タ/分

同 一 コ ピ ー:36ペ ー ジ/分

行　　　間　　　隔 6又 は8行/イ ンチ 5.45,6、6.6,8.58行/イ ン チ

文　 字　 間　 隔 10,12字/イ ンチお よび適正 配 10,12字/イ ンチお よび適正配

置 置

15字/イ ン チ 13.3字/イ ン チ

タ イ プ ・ス タ イ ル 計6種 計9種

解　　 像　　 度 300×300ド ッ ト/イ ン チ 240×240ド ッ ト/イ ン チ

通　 信　 機　 能 無 有

互　 換　 機　 器 Wang　 OIS/130,140 S/34,　 S/3,S/360,　 S/370,

Wang　 2200 303X,4331,4341,0S/6,

WP/32,6670

買　 取　価　格 32,000ド ル 75,000ド ル

うか 。

　 現 在 の と こ ろ イ ン テ リジ ェ ン ト ・コ ピ ヤ ー は,印 字 品 位 が 高 い,ボ ー ル ・プ リ

ン タ や デ イ ジ ー ・ホ イ ー ル ・プ リ ン タに 比 べ か な り高 速,様 々 な フ ォ ー マ ッ トや

タ イ プ ・ス タ イ ル で 印 刷 で き る 。 連 続 用 紙 で な く シ ー ト状 の 紙 が 使 え る な ど の 利

点 か ら し て,ワ ー ド ・プ ロ セ シ ン グ ・ア プ リ ケ ー シ ョ ンで は 非 常 に 威 力 を発 揮 で
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き るが,汎 用 コン ピュー タの ア プ リケ ー シ ・ン用 と して は まだ ま だ 不 満 足 な 点 が

多 い 。 そ し て 価 格 も高 い 。しか しな が ら,ワ ー ド ・プ ロセ ッサ の テキ ス ト編 集

能 力 に コン ピ ュー タの 高 度 な レ コー ド処 理 能 力 を兼 備 させ た橋 渡 し的 性 格 の製 品

で あ る とい う点 で 高 く評 価 され る。

　 6670は,当 初 の 製 品 仕 様 の 範 囲 を は るか に越 え た存 在 に な る可能 性 を持 って

い る。 例 え ば,レ ー ザ ー ・テ ク ノ ロジ ー が製 品 内部 に一 体 化 され れ ば,(丁 度

6670の コ ピー ・ドラ ム上 に イ メー ジ を描 き出 す た め レー ザ ー が使 わ れ るよ うに)

非 コー ド化 イ ンプ ッ ト(フ ァ ク シ ミ リ)や イ メ ー ジ ・コー デ ィ ン グ(OCRス キャ

ニ ン グ)用 と して も応 用 可能 とな る。 更 に,ネ ッ トワー ク に結 び つ け た 「メイル・

ボ ック ス」 と しての 役 割 を果 す よ うに もな る。IBMが 今 後 どの よ うな後 継 モ デ ル

を出 し て く るか は 予 測 で きな い が,強 化 され るか もしれな い方 向 の 一例 と して は,

OCRス キ ャニ ング,コ ヒ。一,ド キ ュメ ン ト配 布 等 が 実行 で き る多 重 機能 化,総 合

的 な グ ラ フ ィ ッ ク能 力 の 付 加,出 力 品 位 を さ らに向上 させ 写 植 機 と し て も使 え る

よ うに す る,な どが 考 え られ よ う。

　 二 つ の 世 界 を橋 渡 しす る この 新 しい装 置 の登 場 に よ り,DPマ ネ ジャー は オ フ ィ

ス ・ス タ ッフ と意 見 を交 換 し て,こ れ を最 大 限活 用 で きる複 合 的 ア プ リケ ー シ ョ

ンの道 を模 索 す る よ う にな る。 ワー ド ・プ ロセ シ ン グ とデ ー タ ・プ ロセ シ ン グ両

部 門 の マ ネ ジ ャー間 の 新 た な協 力 体 制 が 生 まれ る素 地 と もな り,さ らに これ は 相

互 の 信 頼 を 高 め,よ り高度 な シ ス テム の 開発 へ の 原 動力 と もな る と言 ってい い だ

ろ う。

市場展望

　 ノ ン イ ン パ ク ト方 式,中 程 度 の 出 力 速 度 そ し て コ ピ ヤ ー と し て の 機 能 も持 つ と

い う イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・ コ ピ ヤ ー の 性 格 か ら し て,そ の 市 場 は 自 ず と明 らか とな

る 。 ま ず,IBM3800,H・neywell　 PPS,　 Xeroxl200/9700と い った高 速 ペ ー

ジ ・ プ リ ン タ と は 競 合 し な い と い う こ と で あ る。 ま た,通 常 の オ フ ィ ス ・コ ヒ。

ヤ ー と競 合 す る こ と も な い 。
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図14　 ノ ン イ ン パ ク ト　 プ リ ン タの 分 野 別 利 用 状 況

1985

　 イ ンテ リジ ェン ト ・コ ピヤ ーの 市場 は,基 本 的 に は低 ～中 速 の ノ ン イ ン パ ク ト

プ リン タ を必 要 とす る所 に あ る とい え る。 言 い 換 えれ ば,イ ン テ リジ ェ ン ト ・コ

ピヤ ーは,ノ ン イ ンパ ク ト ・プ リン タ市場 の 中 ～低 辺部 分 を 形 づ く る と言 ってい

い だろ う。 つ ま り,低 速 の ノ ンイ ンパ ク ト ・タ ー ミナ ル ・プ リ ンタ と高 速 ページ・

プ リン タの 間 の空 白 部分 で あ る。 この 意 味 か らす れ ば,"コ ピ ヤー"と す る呼称

は不 適 切 か も しれ な い。(こ の名 称 の起 源 は,普 通紙 コ ピーの主 流 で あ るゼ ロ グ

ラ フ ィー技 術 を使 い,か つ 通 常の コ ピー機 能 も有 し てい る装 置 だ か らで はな か ろ

うか。)ア プ リケ ー シ ョン的 に は,従 来 の 中 低速 プ リン タ市場 の他 に,前 段 で述 べ

たよ うに新 しい分野 を開拓 し てゆ く可能 性 を持 っ てい る。

　 しか し,イ ン テ リジ ェン ト ・コ ピヤー が こ う した 新 しい市場 を創 出 して ゆ くた

めには,そ の 性能 改 善 一 特 に 速 度 の 面 での 一 が 前提 条 件 とな ろ う。

　 イ ンテ リジ ェン ト ・コ ピヤ ー市 場 の 計量 予 測 は,現 時点 では 困難 で あ るの で,

こ こでは ノ ンイ ンパ ク ト ・プ リン タ全 般 の 市 場 予 測 を掲 げ る。
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■

(%)

20

15

10

5

　 0　 　 　　

1978　 　1979　 　　1980　 　1981　 　1982　 　1983　 　1984　 　1985

図16:全 う イ ン プ リ ン タ に 占 め る ノ ンイ ンパ ク ト ・プ リ ン タ

ー43一



〔6〕 テ レ ビ会 議

概 要

　 い わ ゆ る テ レビ会 議 といわ れ る もの は,「3人 以 上の 個 人 が,電 気 的 な テ レ コ

ミュ ニ ケ ー シ ョン ・チ ャネ ル を介 して,1つ の グル ー プの 如 く意 思 を疎 通 しあ え

る状 況 」 と定 義 す る こ とが で き よ う。 この 中 に は,映 像 を介 す る もの,音 声 を中

心 とす る もの,そ し てテ キ ス トの や り と りに よ り行 われ る もの の3種 が 含 まれ る。

つ ま り,厳 密 に言 えば,映 像 を介 す る ものが テ レ ビ会議 と呼 ぶ に ふ さ わ しい もの

であ り,上 記3種 の 統合 概 念 と して は,欧 米 で 使 わ れ てい るテ レコ ン フ ァレ ン ス

(遠 隔会 議)が よ りふ さわし い とい え る。 しか しこ こで は,名 前 の 馴 じみ 易 さ と

い った こ とか ら,あ え て テ レ ビ会 議 とい う用 語 を使 うこ と と した い 。

　 さて,狭 義の テ レ ビ会 議,す な わ ち映 像 を介 す るテ レ コ ン フ ァレン スは,会 議

参 加 者 が静 止 像 あ る いは動 画 を通 じて互 い に 「会 」 うこ とが で き る とい う点 で,

通 常 の 会 議 に 最 も近 く,ビ ジ ネ ス上 の 会合 に も最 も適 して い る とい うこ とがで き

る。 この シ ステ ム に は,音 声 シ ステ ム は勿 論 の こ と,フ ァク シ ミリな ど グラ フや

テ キ ス トを送 受 で きる装 置 も併 用 され よ う。 音 声 を中 心 と した もの は,電 話 で の

会 話 に 似 てい る とい うこ とで,そ の 受 け入 れ に は最 も抵 抗 が少 な い もの で あ る。

音 声 が 中心 に な る と は い え,グ ラ フ ィ ック ・デ ィ ス プ レイや フ ァク シ ミリ等 の送

受装 置 が併 用 され るのが普 通 で あ り,オ ー デ ィオ ・グ ラ フ ィ ック ・テ レ コ ンフ ァ

レ ン スと 呼 ぶ方 が ふ さわ しいか も しれ な い。

　 テ キ ス トの 交 換 形式 を と る もの は,コ ン ピュー タ ・コン フ ァ レ ン ス と言 い換 え

る こ と もで き る。 いわ ゆ るエ レク トロニ ック ・メ ール と 呼ばれ る電 子 メ ッセー ジ ・

シ ステ ム と部 分 的 に 重 複す る もの で あ る。 これ は各 参加 者 が キ ー ボー ドか ら テキ

ス トを入 力 し,そ れ が コ ン ピュー タで 蓄積 ・処 理 され,他 の 参 加 者 の 処 で プ リ ン

ト ・ア ウ トされ る とい う形 式 を とる。 コ ン ピュ ー タに よ る蓄 積 交 換 が行 わ れ るた
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■

め,会 議 は非 同 時 的 に 行 うこ とが で き る。 エ レ ク トロニ ック ・メ ール との相 違 は,

事 前 に準備 され た議 事 内容 を対 象 と し,同 時 あ るい は非 同時 的 に,複 数 の 人 間 が

関 与 す る とい う点 に あ る。

　 BPO(イ ギ リス郵電 公 社)が75年 に行 った調査 によれば,ビ ジ ネ ス上 の 会議 内

容 の 過 半 は 機密 取 扱 を必 要 としな い もの で あ り,直 接 対 面 しなけ れば な らな い会

合 は ほん の僅 か に す ぎな い とい う。 つ ま り,ビ ジ ネ ス会合 の多 くは,様 々 な形 の

コ ミュ ニケ ー シ ョンに よ り代 替 され うる とい うこ と であ る。

　 出 張 に よ る コ ス ト,労 力等 を節 減 す る こ とは,省 資源 が 叫 ばれ てい る昨 今 の 風

潮 に もか な った もの で,テ レ ビ会 議 とい う概 念 は今 や 時代 の最 先 端 を行 く もの だ

とい っ て いい だ ろ う。 しか し,後 段 で論 ず るが,テ レ ビ会 議 導 入 を考 え てい る と

こ ろは,そ れ に よ る コ ス ト節 減 を最 大 の眼 目 と し てい るの で は な く,デ シ ジ ョ ン

メ ー キ ングの 効 率 ア ッ プ等生 産 性 の 向上 が 図れ る こ とを最 も期 待 して い るの で あ

る。

テ レ ビ会議 の現実性 とその特徴

　 観 念 論 的 に は,テ レ ビ会 議 は 現 在 の ビ ジ ネ ス ・ ミー テ ィ ン グの か な り の 部 分 を

代 替 で き る と わ か った が,果 し て それ が 現 実 的 な もの と し て 受 け 入 れ られ う る も

の な の か,ま た 大 別 し た3種 の 方 法 毎 に よ る長 ・短 所 は ど う な の か 等 に つ い て の

検 証 が 行 わ れ な け れ ば な ら な い 。

　 IBM,Comsat　 Generalそ し てAetna　 Life&Casualtyの3社 が 国 内 衛 星

通 信 サ ー ビ ス を 目 的 と し て 設 立 し たSBS(Satellite　 Business　 Systems)社

は,先 に プ レ リ ュ ー ド計 画 と呼 ば れ る 実 験 を 実 施 し,こ の 中 で テ レ ビ会 議 の 実 用

性 が 検 討 さ れ て い る。 映 像 方 式 に よ る テ レ ビ会 議 実 験 に は,R・ckwell　 Inter-

national,Texaco,Montgomery　 Wardそ し てAetna　 Life&CasuaItyの4

社 が ユ ー ザ ー の 立 場 と し て参 画,資 金 や 衛 星 通 信 技 術 サ ・*o　一一 トな ど はNASA(航

空 宇 宙 局)が 提 供 し た 。

　 こ の 中 でAetna社 は,ハ ー トフ ォ ー ド本 社(コ ネ チ カ ッ ト州)と シ カ ゴ の オ フ
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イスを結 び,部 門 別 の ミー テ ィン グ,プ ログ ラ マー教 育 等 を試 み,こ れ の マー ケ

テ ィン グ会 議,管 理 者会 議 及 び教 育 活 動 へ の 応 用 を検 討 した 。 同社 の デ ー タ処理

担 当部 長J.ド ノバ ン氏 に よれ ば,参 加 スタ ッフの約69%が テレビ会 議は効果的

な 方 法だ と認 め た とい う。 ま た テ レ ビ会 議 の 利 点 と して,出 張 す るの に 要 す る時

間 と労力,コ ス トが節 約 で き る こと,必 要 な 人 間 を直 ちに 会議 に加 え るこ とが で

きる こ と,意 志 決 定 まで の 時 間 が短 縮 され る ことな どが あ げ られ た他,多 くの 人

材 に 直 ちに ア クセ スで きる こ とが 特 に 大 き な利 点で あ ると評 価 され た。

　運 用 コ ス トに つ い て ドノ バ ン氏 は,音 声,デ ー タそ して画 像 情 報 を 統合 して扱

う技術 が 開発 されれ ば,か な り低 コ ス トで の利 用 が 可能 に な る だ ろ う と し,80年

代 に な れ ば 通信 コ ス トに 比 して人 件 費お よ び 交通 費 が さ らに 高 くな る可 能 性 があ

るた め.テ レ ビ会 議 の 経 済 性 は さ らに高 ま るだ ろ う と も述 べ てい る。

　 プ レ リ ュー ド計 画 の 主要 目的 の1つ は,ユ ー ザ ーが ビデ オ ・カメ ラ を使 用 し て

実 際(ビ ジネス上において)に テ レ ビ会 議 を行 い得 るか.そ し て テ レ ビ会 議 の 利用

が 高 い評 価 を 受 け 得 る もの であ るか ど うか を見 い出 す こ とに あ った。 この 調 査 の

結 果次 の よ うな こと が明 らか と な った。

　 ① テ レ ビ会 議 は,時 に は 高 い評 価 が 与 え られ,ま た 多 くの 場 合 面談 会 議 に代 替

し う る好 ま しい形 態 であ る。 ② 参 加 者 が 互 い に 面 識が あ り,会 合 の 目的 が 問題 解

決,討 論 あ るい は情 報 交 換 であ る時 に テレ ビ会 議 は最 も良 く機 能 す る。 ③ 定 期 会

合 だ け で な く緊急 会議 に も十 分適 用 で き る。 ④ テ レ ビ会 議 は,全 ゆ る レベ ルの 管

理 者 層 に適応 す る。 ⑤ テ レ ビ会 議導 入 の要 因 は,ビ ジネ ス上 の 討 議 に お け る応 答

性 を向 上 させ る必 要 や,時 間 の節 約 に 対 す る要 請で あ り,経 費 は第 二 義 的 誘因 に

す ぎな い。 ⑥ 試行 ユ ー ザ ー の 中 に は,同 種 の サ ー ビ スを す ぐにで も導 入 した い と

い うム ー ドが醸 しだ され た と こ ろ もあ った 。

　 実験 参 加 者 の うち,少 くと も会 議 の 半 分 は この 形 態 で行 い うると した 者 は,全

体 の54%に 達 した とい う。テ レ ビ会 議 の有 効 性 に対 す る積 極 的肯 定 の1つ の指 標

と して評 価 され よ う。 な お,こ の 実 験 で は,初 対面 の 会 合,セ ール ス,デ リケー

トな交 渉 そ して人 事考 課 な どは 検 討 対 象か ら外 され て い る。
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表4　 モ ー ド別 に み た テ レ ビ会議 の 長 ・短 所

ビ

デ

オ

(
映

像

方

式
)

オ

ー
デ

ィ
オ

(
音

声

中

心

方

式

)

(
蓄

積

交

換
方

式

)

コ

ン
ピ

ュ
ー

タ

長 所

●対人接触 の合合 と非常 に近 い環境 を作 り

　出す 。(特 に カ ラー映像,開 放型音 声 シ

　ステムの場合

●出張 の代替 とな るため,時 間,体 力の無

　用 な消耗 が除かれ る。

●設定 が比効 的容易なため,情 報交換や決

　定が速 くなる。

●テ レビ映像 とい う視覚上気を散 らせ る も

　のがないため,会 議内容 に注意 を集中 で

　きる。

●出張 にかかわ る費用や時 間等 を節約 で き

　る。

●情報交換 や決定 が速 くな る。

●電話 での 会話 に近 い ため,導 入 にあた っ

　ての心理 的障害 は最 も小 さい。

●ビデオ ・システムほ どの資本投下 は必要

　ない。

●既にあ るタ ー ミナル,コ ンピ ュータを応

　用 してで きる。(設 備投 資が少 くてすむ。)

・会議 への非同時的な参加が出来 る。

●他の参加者の 意 見を十分検討 できる時間

　を持 てるため,意 志決定の質 が向上す る。

●回線 コス トは最 も少 な くてすむ。

短 所

●参加者がカメラを意識 しやす い。1(注)

●大 きな設備投 資が必要。

●他の方式 より回線 コス トがか さむ。

■映像がな いため,他 の参加者の反 応 がわ

か らない。

●映像方式に比べ,会 議の準備 を周到 にす

る必要が ある。

・他の参加者 を 「肌 で感 じる 」といった人

間的 な交流は期待 で きない。

・議題 に より,参 加者が その会議 を無視 で

　きる。

・情報過多 に陥 りやすい。

・キーボ ー ドの操作が前提 となる ため,導

入 に対 する抵抗感が最 も大 きい。

(注)SRI　 InternationalのL.　 Fried氏 は,体 験 的 に 言 っ て 確 か に こ う し た こ と は 言 え

●

るが,時 が過 つにつれ,参 加者 はカメラを意識 しな くな って くるよ うだ と語 って いる。

◆

日 本で は,電 電 公 社 が76年 か ら東 京 の帝 国 ホ テル と大 阪 の ロ イ ヤルNCB会 館

を結 ん だ モ ニ タ ー ・テ ス トを行 ってお り,現 在1日1回,平 均2～3時 間利 用 さ

れ て い る。 商 社.団 体 な ど定 例 の会 議 に使 用 す る とこ ろ もあ り,モ ニ タ ーの ア ン

ケ ー ト調 査 で も,そ れ ぞれ の テ レ ビ会 議 室(モ ニ ター ・ル ー ム)に 出 向か な け れ

一47一



ば な らな い点 を 除 けば,非 常 に い い との結 果 がで て い るとい う。

　 電 電 公 社 は,東 京 ・大 阪 両本 社 制 を とる 大企 業 な どに 対 す るア ンケ ー ト調 査 で

もテ レ ビ会 議 へ の 関心 が 高 い こ とが明 らか と され た こ とな どか ら,「 企業 内 テ レ

ビ会 議 」の サ ー ビスを早 け れ ば80年 度 に も開 始 し ,銀 行,商 社,鉄 鋼 な どの大

企業100社 程 度 に 的 を しぼ った積 極 的 な販 売 活 動 を展 開 し よ う と して い る。

　 さて前 に も述 べ たよ うに,テ レ ビ会 議導 入 に あ た って,コ ス ト節減 は第 二 義的

な位 置 づ け に あ る と言 え る が,企 業 の 基盤 が利 潤 の 追求 にあ る以 上,経 済 的側 面

の 検 討 もな され な けれ ば な らな い。

　 第1に あ げ られ るの は,テ レ ビ会 議 は 出 張 経 費 よ り安 くあ が る と い う こ とであ

る。 特 に参 加 者 が非 常 に多 い場 合,そ して ア メ リカの よ うに地理 的に 非 常 に離 れ

て い る場 合 に あ て は ま る。 しか し忘 れ てな らな い こ とは,テ レ ビ会 議導 入の 最 大

誘 因,意 志 決 定 プロ セ スの ス ピ。一 ド ・ア ップ,そ し て時 間 の 節約,旅 行 に ま つ わ

る消 耗の 回 避 な ど も経 済 的効 果 と し て算 定 す べ きだ とい うこ とで あ る。 これ らの

メ リ ッ トを金 額 に換 算 す る こ とは 容易 な こ とで はな い が,ま た こ う した利 益 だ け

を考 慮 に入 れ て も,テ レ ビ会 議 は 十 分存 在 価 値 が あ る とい えよ う。

　経 済 性 に つ い ては,前 記3方 式 に よ りそ れぞ れ異 る。 例 えば 設備 投 資 額 は 映像

方式 が 最 も多 くを必 要 とし,既 存 シ ステ ム を応 用 で き る コン ピュー タ ・コ ン フ ァ

レン スが 最 も少 な くて済 む。 ま た 回線 使 用 料 金 も ビデオ ・シ ステ ムが 最 も高 い。

しか し ビデ オ方 式 は,通 常 の 対 人接 触 の会 合 に最 も近 い環 境 をつ く り出 す とい っ

たメ リ ッ トが あ る。 導 入 考 慮 に際 して は,そ れ ぞれ の 方 式 の長 ・短所 と自社の ニー

ズの 分 析 が重 要 な こ とに な る。

　 ところ で,電 電 公 社が 提 供 しよ う と してい るテ レ ビ会 議 は,3方 式 の うち映 像

を 使 う ビ デ オ 方 式 で あ る が,現 在 の モニ ター 装置 で は高 価 す ぎ る(カ ラ ー ・テ

レ ビ ・カ メ ラ4台,白 黒3台,カ ラー受 像 機4台,カ ラー ・モ ニ ター1台 ,VTR

1台,超 高 速 フ ァクシ ミ リか ら成 り,2億 円 以 上 に な る)と ころか ら,こ の安 価

バ ー ジ ョ ンを3種 用 意 し,導 入 し易 くす る こ とに し てい る。 ま た 回線 使 用 コ ス ト

も,先 に開 発 した画 像伝 送 の 帯 域 圧 縮 技 術 に よ り1/4程 度 に下 げ られ る とい う。
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◆

コ ス ト低 減 に よ る導 入 意 欲 促 進 の 試 み と し て評 価 され る。

市場展望

　 アメリカにお いて も,商 用 パ ッケ ー ジ ・シ ステ ム と しての テ レ ビ会 議 シス テ ム と

い う もの は 出 され てい な い。 しか し,テ レ ビ会 議 の 時代 は 既 に 始 ま っ てい る と い

って いい だ ろ う。 現 段 階 で は ま だ利用 は ご く限 られ て はい る もの の,そ の将 来 性

は非 常 に大 きい。 しか しこの概 念 は,例 え ば ワー ド ・プ ロセ ッサの よ うな既 存 機

器(タ イ プ ラ イ タ)の 延 長上 に あ る もの で は な く,行 動 形 態 そ の ものの 変 革 を伴

う全 く新 しい概 念 で あ る。

　 この今 後 の 発展 に 影 響 を与 え るであ ろ う未 確 定要 素 の 第1は,通 信 回 線 の 問 題

で あ る。SBSやXTENで 代表 され る新 しい 通 信 サ ー ビ スが 実 用 化 されれ ば,コ

ン ピュ ー タ ・ロジ ッ ク程 の激 しさでは な いが,通 信 コ ス トの か な りの低 下 が 期待

され よ う。 ま たFCC(連 邦 通信 委 員 会)が 通 信 分 野 への競争 導 入 をさ らに推 し進

め れ ば,コ ス ト低 下 の 方 向 に さ らに拍 車 が か け られ よ う。 こ うした 通 信 回線 コ ス

トの 低下 は,テ レ ビ会 議 普 及 に対 す る最大 の推 進 要 因 とい っ てい い だ ろ う。VAC

(付 加 価値 通信 業 者)に よ るサ ー ビ スの進 展 もテ レ ビ会 議 普 及 に促 進 要 因 と して

働 く。 この 場 合,特 にGraphnet社 等 に よ る フ ァク シ ミリ ・ネ ッ トワー ク ・サ ー

ビスが注 目 され る。

　 エ ネル ギ ー ・コ ス トの 引 き続 く増 大傾 向,そ して紙 によ る通 信 コ ス トの 増 大 傾

向 もテ レビ会 議 へ の 関心 を高 め てゆ こ う。 さ らに 通 信 機能 付 ワー ド ・プ ロセ ッサ

(CWP)の 利 用 や各 種 ワー ク ス テ ー シ 。 ンの使 用 に 馴 れ て くれば 、つ ま りキーボー

ドを 介 して の コ ミュ ニ ケ ー シ ・ンに対 す る抵 抗 が少 な くな って くれば,テ レ ビ会

議(よ り的確 には コ ン ピ ュ ー タ ・コ ン フ ァレ ンス)へ の距 離 も縮 ま って ゆ く。

　 ユ ーザ ー が テ レ ビ会 議へ の 関心 を高 め るにつ れ,ベ ン ダ ー側 は現 在 の よ うな特

注 システ ム や既 製品 の 転 用 で は な く,よ り効 率 的 に運 用 され る専 用 パ ッケ ー ジ ・

シ ステ ムの 開 発 に 向 い,こ れ は さ らに ユ ー ザ ーの 評 価 を 高 め る ことに な る。 しか

しベ ンダ ーは ユ ー ザ ー の意 識、の 高 ま りをた だ 手 を こ まね い て見 て い るわ け では な
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い。AT&T(American　 Te)ephone&Telegraph)の ヒoクチ ャーホ ン ・ミー テ

ィング ・サ ー ビスな どに 代 表 され る よ うな教 育 啓 蒙 サ ー ビ ス も各 所 で 行 わ れ て お

り,こ れ も促 進 要 因 とい え るだ ろ う。

　 しか しこ う した一 方 で,通 信 政策 にお ける確 固 とした方 向性 が 打 ち出 され て い な

い(1934年 通 信 法 の 改正 法案 が数 多 く上 程 され て は悉 く流 産 していることや,F

CCに よ る第2次 コ ン ピ ュー タ/通 信 調 査 が はか ば か しい進 展 を みせ てい な い こ

とな ど をみ れ ば 明 らかで あ る)こ と,汎 用 コ ン ピュー タ界 のIBMに 当 るよ う な

強 大 な リー ダー シップ を持 つ ベ ン ダーが い な い こ と,そ し て互換 性 を図 るに必 要

な標 準 の 設 計 が行 わ れ て いな い こ とな どの マ イナ ス要 因 もあ る。

　 専 用 の パ ッケ ー ジ ・シ ステ ム も開発 され てい な い よ うな現 在,市 場 の量 的 予 測

を行 うこ とは,極 め て難 し く,ま た その 予 測 も観念 的 ・恣 意 的 な もの とな ら ざ る

を得 な,い。 図 は,マ ー ケ ッ ト調 査 で は定 評 があ るIDC(International　 Data

C・rp.)が こ うし た困 難 さを前 提 と しつ つ も,行 った 予測 を示 した もの であ る。

　 　 (単 位:100万 ドル)
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〔注 〕　 折 れ線 は,参 考値 として示 した ビジ ネス ・ファク シ ミリの

　 　 出荷予測 。

　 　 　 図17:テ レ ビ会 議 の マ ー ケ ッ ト予測
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そ れ に よ れ ば,78年 の 市場 規 模3,000万 ドル か ら,85年 に は2億2,000万 ドル

に な るで あ ろ うとい う。 この 中 で最 大 の 比 率 を 占 め る ものは 通 信 サ ー ビ ス ・コ ス

トで,78年 の 市 場 の う ち実 に90%に 達 し,85年 で も85%と 予 想 し てい る。

　 た だ この 予 測 は,質 的 な傾 向 とみ た方 が よ り適 切 であ ろ う。 今 後 の 市場 動 向 の

変 化 に応 じ,こ の 予測 値 が大 き く変わ る 可能 性 は十 分 に あ る か らで あ る。

●

●
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3.オ フ ィ ス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン の 今 後 の 展 開

推進要 因と阻 害要 因

　 オ フ ィス ・オー トメ ー シ ョンの将 来 へ の 道 は,な だ らか な そ して明 る い もの で

は決 し て ない。 力 づ け とな る要 素 も多い が,そ の反 対 の要 素 も決 し て少 くは な い。

その 上 これ らは 単 純 な 技術 発 展 で は解 決 で きな い もの が多 い。

　 ま ず,オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンの 進展 に と っての プ ラ ス要 因 をみ て み る と,

第1に 技 術発 展 に よ るイ ンテ リジ ェ ン ス,メ モ リそ して通信 にか か る コ ス トが 低

下 しつ つ あ る こ とが あ げ られ る。 これ に よ り安価 で 柔軟 性 に 富 む装置 の 開発 が促

され る。 回路 の高 密 度 化 ・物 理 的 サ イズ の 縮 少 は これ に拍 車 をか け る。 高校 や 大

学 で タ ー ミナ ル や コン ピ ュー タ の利 用 に 慣 れ た 世代 が企 業 の 一 翼 に 加 わ って きつ

つ ある こ と も推 進 要 因の1つ で あ る。 そ し てその 下 の 世 代 では電卓 や ビデオ ・ゲ ー

ム な ど を 通 じ,よ り幼 い 頃 か らエ レ ク トロ ニ ク ス技 術 に慣 れ 親 しん で い る。

　 内 外諸 要因 一 例 えば 人 件 費 の 高 騰,文 書処 理 の 複雑 化 ・非 効 率 化,よ り迅 速

な意 志 決 定 の 必要 性 の増 大 など 一 を反 映 し,こ うした新 しい シス テムの導 入 を考慮

す る企業 がふ え てい る こ と もオ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョンの 進 展 に プ ラ ス とな る

こ とは い うま で もな い。 図1は 産業 別 に アメ リカの 企業 数 と事業 所 数(本 社 ・支

社 等 の 合計)を 示 し,そ の 中 で オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン関連 装 置 の導 入 可 能

性 が あ る と ころ をみ た もの で あ る が,図 か ら も明 らか な よ うに,そ の 潜在 的 な市

場 は決 して小 さな もの で は な い 。(確 か に事 業 所 数 で は 全体 の1/4程 度 であるが,

これ らの事 業 所 に よ る企 業活 動 は,金 額的 に み た場 合,ア メ リ カ経 済 の大 半 を 占

める ことも併せ考え るべ きだ ろ う。)大 き な潜 在市 場 規 模 は,ベ ンダ ー側 の 開 発 意 欲

を さ らに 高 め る こ とに な る。

　 で は阻 害 要 因 と し ては どの よ うな もの が あ るだ ろ うか。 これ に は技 術 的 な問題,

心 理 学 的な 問 題 そ し て組 識論 的 な 問題 が あ る。

一52一

砂



■

●

令

農　　業

鉱・建 設業

製 造 業

運 輸 ・通信 ・

公益

卸 売 業

小 売 業

銀行 ・金融

ビジネスお よ

び非専門 サ
ー ビス

'享門 サービヌ

合　　計

万

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 500万 　 　　　　　　　　　　　　1,000万

　 　 　　 図1:産 業 別 にみ た オ フ ィ ス ・オ ー トメー シ ョンの 潜在 的 市 場

　 技 術 的 な 問題 と しては,① 今 ま で 出 され て きた装 置 が ユ ーザ ー指 向 性 に欠 け て

い る こ と と,② 総 合 した シ ス テム を構 築 で き るよ うな ソフ トウ ェアが な い こ とが

あ げ られ る。心 理 学 的 そ して 社 会学 的 な 問題 と しては,① マ ネ ジメ ン ト層 が ,自
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らタ ー ミナル を操 作 す ると い った こ とは地 位 を低 め る もの だ と思 い が ち な こ と,

② オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ 。ン ・シ ステ ムの 操 作 は,未 熟練労働者の単純作業 にみ

え るの では な い か と思 わ れ てい るこ と,③ オ ー トメ ー シ ョンに よ り職 が奪 わ れ る

の で は な いか との 危 惧 が あ る こ と,そ して④ 組織 的 な混 乱 が起 きる可 能 性 が あ る

こ と,な どが あ げ られ る。

　 「適 切 な ヒ ュー マ ン ・イ ン タ フ ェー スが 図 られ なけ れ ば,世 界 一 優れ た コ ン ピ

ュ ー タと いえ ど,オ フ ィス では ブ ック エ ン ドの代 わ りに もな らな い。」(The　 Yan-

kee　 Group)こ れ は ま さ に至 言 とい ってい い だ ろ う。 初期 の オ フ ィ ス ・オー トメ

ー シ ョン関連 機 器の 多 く ,特 に ワー ド ・プ ロ セ ッサが こ うで あ った。 それ は 種 々

の特 殊 な コ ン トロー ル ・コ ー ・ドを 持 ち,数 百 ペ ー ジの操 作 マ ニ ュアルが つ い た よ

うな代 物 だ った。 そ して導 入 の ため の調 査 分 析 も,実 際 に それ を使 う人 の こ と を

殆 ど考慮 せ ず,ベ ン ダーの 手 に よ って行 わ れ てい た。

　 さ らに,当 時 の ワー ド ・プ ロ セ ッサは コ ス トが 高 か った た め,ベ ン ダー は集 中

化 した ダイ ビ ング(ワ ー ド ・プ ロセ シ ン グ)セ ンタ ーを勧 めた 。組 織 的 な変 更 を,

効 率 が上 が る とい う名 の 下 に求 めた の であ る。 オ フィスにおけ る人 間 関係 とい っ た

視 点 は全 く欠 落 してい た 。

　 こ うした 状 態 で あ った に もか か わ らず,オ フ ィス ・オ ー トメー シ 。ンへ 向 け て の 第1

段 階 一 スタン ドアー ロン型 の電 子装 置 の 導 入 一 は 徐 々に進 行 してきたのであ る。

この 背 景 に は 技 術 発 展 に よる コス トの 低 下(そ して人件 費 の漸 増 傾 向)が あ った 。

72年 に デ ィス プ レイが無 い ワー ド ・プ ロ セ ッサ を入 れ るだ け で も,平 均 的 な秘

書 の年 俸 の1.5倍 ～1.8倍 もかか ったが,79年 に は秘 書 の 給 料 の3割 足 らず で済 む

よ うに な って い る。 ワー ド ・プ ロセ ッサ は高 性能 タ イ プ ライ タ と して導 入 で き る

よ うにな って きた の で あ る。

　 この よ うに,技 術 の 進 歩 は オ フ ィ スの 「機械 化 」の 大 きな推 進 力 とな ってい る。

しか し これ は,経 営 管 理 上 の 効 率 ア ップを意 味 す る こ とに は な らな い こ とに 注 意

すべ きで あ る。 技 術進 歩 は コ スト面で の プレ ッシャーを軟 らげる と と もに ・ 阻害 要

因の1つ で あ るユ ーザ ー指 向 性 の 問 題 の解 決策 と もな りうる。 理解 し易 く使 い易
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い機 器 の 開 発 は不 可 能 な こ とで は な い の で あ る。 た だ その 際 必 要 な こ とは,オ フ

ィスはEbpセ ン ターで は な い とい う基 本認 識 で あ る。

　統 合 化 さ れた情 報 管理 シ ステ ム を構 築 し,経 営 管 理 の合 理 化 ・効 率化 を行お う

とす るた め には,個 々の 機 器 を有 機 的 に結 びつけ た シ ステ ム を つ くっ てゆ か な け

れ ばな らな いが,そ うな る と純 技 術 的 な発 展 で は解 決 で きな い 人 間 的 な そ し て組

織 的 な 問 題 が前 面 に 立 ち塞 が る こ とに な る。

オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン と 人 間 そ し て 組 織

●

　技 術 が 人 間 に適 合 され な け れば な らな いの だ ろ うか。 それ と も人 間 が技 術 に適

応 して ゆ か な けれ ば な らな い の だ ろ うか。 この 間 に 対 して は,少 くと もオ フィス ・

オ ー トメ ー シ ョ ン進 展 の 初期 に あ っ ては,技 術 が ユ ーザ ー に適 合 し て ゆか な け れ

ば な らな い,と い うの が 回答 とな ろ う。 長 年 の 間培 われ た オ フ ィ スは,一 夜 に し

て一 変 す るよ うな大 変 化 は受 け入 れ な い。 技 術 は ま ず,人 間 組 織 で あ るオ フ ィス

に受 け 入 れ られ る よ うに な らな けれ ば な らな いの で あ る。

　 新 しい ハ ー ドウ ェアの 導 入 に よ るオ フ ィスの機 械 化 一 メ カナ イゼ ー シ ョン ー

は,能 率 の 向 上,即 ち よ り少 い リソー スで現 在 の パ フ ォー マ ン ス を得 よ うとす る

もの で あ るが,こ れ は 逆 の 見 方 をすれ ば,心 理 学 者 は ここに従 業 員 の 疎 外 増 大 を

予 測 す るだ ろ う。 また,こ れ に よ り コ ス ト節 減 が達 成 され た と して も,そ れ は有

効 性 が 改善 され た こ とを意 味 しは しな い こ と も考 慮 すべ きで あ る。

　 有効 性 を向 上 させ るに は,現 在 達 成 され て い る仕 事 が よ り機 械 化,オ ー トメ 化

の 低 い状 態 で もな し得 るか ど うかを判 断 しな け れ ばな らな いが,そ の た めに は その

組 織 の 目標 と環境 に 対 す る診 断 が必 要 とな る。つ ま り,ま ず 組 織 の 目標 を分 析 し,

続 い て オ ー トメー シ ョ ンに よ りサ ポ ー トされ るべ き基本 的仕 事 を 選 択 し,し か る

後 に・オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョ ンへ と進 む の で あ る。 この よ うな アプ ロー チ は,

オ フ ィス労 働 者 の 仕 事 に 人 間 的 調 和 を与 え る とい う副 産物 を もた らす。 一方 問 題

点 と し ては,創 案 期 間 が長 く,組 織 の 分 析 に トップ ・マネ ジ メ ン トを参 加 させ な

け れ ば な らな い とい う こ とが あげ られ る。 組 織 の分 析 ・評 価 は,組 織 構 成,意 志



決 定,業 務 構 成,コ ミュニ ケ ー シ ョン機 構,リ ー ダ ー シ ップ,集 団力 学(グ ル ー

プ ・ダイ ナ ミ ック ス),人 的 資源 開 発 とい った 諸側 面 か ら行 わ れ なけ れ ば な らな

い。何 らか の 新 オ フ ィス機 器導 入 に よる経 費節 減 の半 分 以 上 は,体 系 的 な組 織 診

断 に よ り達 成 され る とい う見解 もあ る位 なの であ る。

　 参加 的,有 機 的,開 放 的 な組 織 は,そ の 構 成 メ ンバ ー に,よ り効果的な モチベ ー

シ ョ ン(動 機 づ け)を 与 え る と と もに,そ の組 織 の 目標達 成 に も威 力 を発 揮す

る。(し か し こ うした 行 動 科 学 の 蓄積 を活 用 した生 産 性 向 上計 画 を実 施 してい る

組 織は,数 少 い の が 実情 で あ る。)特に,意 思 決定 に お け る参 加 を よ り強 調 し,職

務 上 の 専 門知 識 を背 景 と した 影 響力 を良 く認 識 した組 織 設計 は,よ り効 果 的 な も

の とい えよ う。 具 体 的 に言 えば,新 しい オ フ ィス ・テ クノ ロ ジー導 入 に おけ る変

化 に対 す る抵 抗 を減 じる最 も有効 な手 段 は,そ の シ ステ ム の選定 や導 入 に そ の エ

ン ド ・ユ ーザ ー,つ ま り実 際に それ を使 う者 を参 加 させ る とい うこ とで あ る。

　 新 し い装 置 や シ ステ ム を導 入 す る際,体 系 的に 職 務 の再 編 成 を行 えば,オ フ ィ

スの管 理 者 や 専 門 職 員 の 作 業 能 率 は著 し く向 上 す る こ とに な る。 例 え ば,業 務 報

告 の よ うな 日 常 的,定 例 的 な管 理 実務 は,オ フ ィ ス ・スタ ッフに委 ね る こ と も

可能 に な るはず だ 。 さ らに 自由裁 量 に委 せ られ る業 務 と,日 常業 務(ル ー チ ン ・

ワー ク)を うま く ミック ス させ れ ば,事 務労 働 者 の 疎 外 や 配置 転換 の 問 題 を 避 け

る ことが で きる と と もに,管 理 者 や専 門 スタ ッフ は,よ り肝 心 な仕 事 に 集 中 で き

る よ うに な る。

　 組 織 内 の コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの 分 析 は,そ の 改 善 に よ り,経 営 に おけ る能 率 性

の 向上 と モ ラール の 向上 と い う二 つ の側 面 を 追求 す るた めに 行 わ れ るが,こ の 際

イ ン フ ォー マ ル な コ ミュニ ケ ー シ ョンに対 しよ り一 層 の 注 意 が払 わ れ な けれ ば な

らな い。 例 えば,電 子 的 な メ ッセ ー ジ ・シ ステ ムが イ ン フォーマルな コ ミュニケー

シ 。 ンに 使 わ れ る こ と に よ って,そ の 装置 へ の 親近 感 が高 め られ れ ば,そ れ は

フ ォーマ ル な コ ミュニ ケ ー シ 。ンの 改 善 に も役 立 つ。 従 来 か らその困 難 性が 指 摘

され てい る下 か ら上へ の コ ミュニケ ー シ ョンに 対 し,電 子 的 メ ッセー ジ ・シ ステ

ムは有 効 な解 決 の 道 を拓 く もの で あ るた め,こ れ は重 要 な こ と とい え よ う。

一56一



ひ

　 管 理 層 の サ ポ ー ト ・シ ステム を検 討 す る場 合 は,そ の リー ダー シ ップにお ける社

会 的 ・制 度 的 役割 を,技 術 的 ・管 理 的役 割 と同様 に重 視 しな け れ ば な らな い。 こ

れ は組 織 構 成 員 の組 織 に対 す る関 与 を維 持 す るた め であ る。

　 経 営 体 が 作 業組 織,職 制 組 織,財 務 組 織 な ど種 々 の交錯 す る組 織 系 統 で 織 りな

され た 人 間 集 団で あ る 以上,そ の分 析 に は集 団 力学 的な ア プ ロ ーチ も必 要 と な る。

電 子 的 な メ ッセー ジ ・シ ステ ム,特 に テ レ ビ会 議 の よ うな全 く新 しい形態 の グルー

プ 形 成 が 行 わ れ る シ ス テ ムの導 入 に際 し ては,特 に必要 な こ と と言 わ ね ば な ら

ない。

　 最 後 に 人 的 資 源の 開発 とい うこ とで あ るが,こ れ は 制度 的 な面 と心 理 学 的 な 面

が あ る。 つ ま り,新 しい シ ステ ム の導 入 にお い ては,よ りよ い職業 ・労 働 環境

一例 え ば教 育 や 昇進 へ の 機 会
,高 い賃 金,行 き届 い た監督,職 業 上 の 安 全 性,恣

意 的 な 懲 戒 か らの 保 護等 一 と,心 理 的 満 足 感 を高 め るよ うな方 向 に もっ てゆ か

な け れ ば な らな い とい うこ とで あ る。

　 で は こ う した変 革 は具 体 的 に どの よ うな過 程 で進 め られ るの か。 そ の 第 一 段 階

と し て必要 な こ とは,変 化 の必 要 性 を求 め る実 感 の形成 とい うこ とで あ る。 つ ま

り,経 営管 理 者 や 専 門 ス タ ッフに よ って,変 化 に対 す る必 要 性 が直 接 的 に感 じ と

られ な け れ ば な らな い の で あ る。 変 化 の プ ロセ ス それ 自体 は第 二段 階 とな る。

変化の 推進者

　 第 二段 階 で あ る変 化 の プ ロセ スは,そ の 最 終 的 に志 向 す る内容 か ら し て,ゆ っ

く りと した もの で な けれ ば な らず,ア プ ロー チ の仕 方 も間接 的 な もの が求 め られ

る。 例 え ば,社 内 に デモ ン ス トレー シ ョン ・プ ロジ ェ ク トを設 け,特 定 の オ フ ィ

ス状 況 にお け る技 術 応 用 の 可 能 性 を探 り,そ の 評 価 を通 じ て組 織 内 の 啓 蒙 を図 る,

とい った 方 策 も考 え られ よ う。

　 新 しい オ フ ィ ス組 織 の 設 計 は,注 意深 く行 われ な けれ ばな らな い。 有 効 な方 法

と し て考 え られ るの は,部 門 横割 り的 な タス ク ・フ ォー スの 編 成 で,こ れ を介 して

新 しい オ フ ィ ス ・テ ク ノ ロジ ーの 影 響 を受 け る組 織部 門 の様 々 な仕 事 のや り方 を
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調 整 す る こ とに な る。 ζの タ ス ク ・フ ォー スに は,ハ ー ドウ ェ ア,ソ フ トウ ェ ア,

テ レ コ ミュニ ケー シ ョンそ して方 法論 的 分 析 とい った専 門 知 識 が 結 集 され る こ と

に なる が,既 に述 べ た組 織 論 的 な そ し て経 営 学 的 な 基本 的 認 識 に立 脚 しな けれ ば

な らな い こ とは言 うま で もな い。

　 この タ ス ク ・フ ォー スは誰 に よ って率 い られ るの か。EDPシ ステ ム,コ ミュニ

ケ ー シ ョン,そ して 事務 管 理 の3分 野 に精 通 して い な けれ ば な らな い とい う要 件

か らし て,こ れ ら分 野 の マ ネ ジ ャー が まず 頭 に 浮 か ぼ う。 事 務 管理 マ ネ ジ ャーの

平 均 的 な 経 歴 をみ る と,高 度 なEDPシ ステム や ソ フ トウ ェアそ して コ ミュ ニケ ー

シ ョン ・イ ン タ フ ェー ス とい った こ とに対 す る専 門 知 識 を 有 して い る と は思 えな

い。 事 務 業 務 内容 の掌 握,人 事 管理 能 力 な どの 面 は,既 に 述べ た よ うに,非 常 に

重要 な こ とで はあ る。 し か しな が ら,企 業 内情 報 ネ ッ トワー クの 開発 ・実施 とい

う面 で の能 力 は殆 ど期 待 で きま い。

　 コ ミュニ ケ ー シ 。ン ・マネ ジ ャー も,そ の 平均 的 な経 歴 か ら して,高 度 なEDP

シ ステ ムや デ ー タ通信 シ ステ ム に精 通 し て い る とは言 い難 い。 ま た,一 般 管理 面

で は事 務 管 理 マ ネ ジ ャーに 及 ば な い こ とは 明 らか で あ ろ う。

　 そ うな る と残 る はEDPマ ネ ジ ャー と い うこ とに な る。確 か に技 術 面 で の専 門 知

識 で は一 番 の 適任 で あ り,ま た 近 年 の 企業 組 織全 体 におけ る位置づ けの高 ま りな ど

も併 せ 考 え る と三 者 の中 で は最 も適 し てい る とい っ てい いだ ろ う。 オフ ィス ・オー

トメ ー シ ョ ンや 企 業 内 情 報 ネ ッ トワー クの 構築 は,EDPマ ネ ジ ャー に と っ て,

その コ ン ピ ュー タ ・ル ー ム の延 長 上 に 位 置 づけ られ るか らだ 。 しか し この 長 所 は

同 時 に 大 き な欠 点 と もな りうる。(IBM・DPDがEDPマ ネ ジ ャー を通 して売 込

ん だ3730オ フ ィ ス ・コ ミ ュニケ ー シ ョン ・シ ステ ム がエ ン ド ・ユ ー ザ ーか らは

か な りの 不評 をか って い る こ とを思 い出 す べ きで あ ろ う。)オ フ ィス とい う組 織 を

見忘 れ 易 い の で あ る。 オ フ ィスに い る秘 書,事 務 職 員,専 門職,そ し て経 営 管 理

者 達 は,プ ロ グ ラ マー に な りた い ど ころ か アル ゴ リズム的 思 考 さえ も嫌 がる だ ろ

うこ とは 目に み え てい る。

　 した が って,EDPマ ネ ジャー に よ り率 い られ る この タ ス ク ・フ ォー ス では,各
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部 門 の マ ネ ジ ャー(そ し て エ ン ド ・ユ ー ザ ー)の 声 が十 二 分 に反 映 され な けれ ば

な らな い。EDPマ ネジャ ーは その コー ディネ イ トを行 うとい っ てもいい だ ろ う。

　 しか し現在 の 最 大 の 課 題 は,こ の 問 題 で は ない 。 こ う した タ ス ク ・フ ォー ス と,

既 存 組 織 に お け る 人 的 資 源 の 使 い 方 と の 懸 橋 を い かに して架 け るか とい う こ

なの で あ る。

◆
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1.　 INFO'79(国 際 情 報 省 理 展 示 会/会 議)

　 INFO'79(第6回 国 際 情報 管 理 展 示 会/会 議)は,秋 も深 ま った10月15日

か ら18日 に か け て,ニ ュー ヨー ク市 マ ンハ ッ タ ンの ニ ュー ヨ ー ク ・コ ロシ アム で ・

開 か れ た 。 セ ッシ ョ ンは80,講 演 者は 約250名 を数 え,展 示 会 に は170社 が 出

品 した 。春 のNCC(全 米 コン ピ ュ ー タ会 議)と は 一 味 違 った ユ ニ ー ク さ を売 り

物 とす るINFOで は あ るが,今 回 はわ ず か4ヵ 月前 に同 じ場 所 でNCCが 開 催 さ

れ た せ い か,展 示 場 の 方 はや や 活 気 に か け て い た き らいが あ った よ うだ。

　 NCCと の 競 合,そ して 一般 的 な 景 気 の か げ りのた め,毎 回出品企業 の 一 部 一

例 えばHoneywell,IBM・DPD(デ ー タ ・プ ロセ シ ング部 門,同 じIBMで も

GSD－ ゼ ネ ラル ・シ ス テ ム 部 門=お よ びOPD=オ フ ィ ス ・プ ロ ダ ク ト部 門 一

は従 来 通 り出品 し て い る),Xerox,Burroughs,Parkin　 Elmerな ど 一 が脱 落

す る こ と とな った。 昨 年 展 示 スペ ー ス を 一挙 に5倍 に して 注 目を集 め たNCRは,

今年 は マ イ ク ロ グ ラ フ ィ ッ クス部 門 の み の参 加 とな り,展 示 スペ ース も縮 小 され

て いた 。Univac,Hewlett-Packard　 Nixdorf　 Computer.　 Wang　 Laborato-

riesな どの 企 業 は,出 品 し た もの の 新 製 品 の 発 表 は 行 わ な か った。

　 展 示 会 の 入 場 者 も予 想 され た よ うな伸 び を示 さず,最 終 的 な登 録 入 場人 員 は 昨

年 実績 の1万7,000人 をわ ず か なが ら下 回 った 模様 だ 。NCCと は 異 な った 観 点

に立 つ展 示 物 で 埋 め られ て い る とは い う もの の,や は りNCCの 影 響 は免 れな か

った よ うで,こ の 点 は 展 示 の マ ネ ジ メ ン トを行 って い るClaPP&Poliak社 で も

思 惑外 れ で あ った よ うだ 。

　 とは い え,シ ョー に見 る べ き もの が少 な か った とい うわ け では な い。 ミニ コン

やSBC(ス モ ー ル ・ビ ジ ネス ・コ ン ピ ュ ータ;日 本 でい うオ フ ィス ・コ ン ピュ

ー タ) ,ワ ー ド ・プ ロセ ッサ,ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジな ど では 様 々な 注 目 さ

れ る新 製品 が発 表 され て いた し,ア メ リカで は 新製 品 とは 言 えない が,日 本 で は

未発 表 のIBM6670イ ンフ ォメ ーシ ョン ・デ ィス ト リ ビュータな ど も人 目 を集 め
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表1　 1NFO'79の 基 調 講 演 と ス タ ー ト ・ア ッ プ ・セ ッ シ ョ ン

講　 　演

情 報 処 理 技 術

ワ ー ド ・プ ロセ シ ン グの 進 展

財 務 シ ス テ ム

情 報 管 理

EDP管 理

オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン

ワー ド ・・プ ロセ シ ング

ス モ ール ヒ ン 不ス ・シ ス テ ム

製 造 シ ステ ム

マーケ テ ィング ・システム

保 険 シ ス テ ム

銀 行 シ ス テ ム

病 院 シ ス テ ム

法律 事務所の オートメニション

80年 代 の 情 報 シ ス テ ム へ の シ ナ リ オ

Arnold　 E.　 Keller

　 Associate　 Publisher　 and　 Editorial

　 Director,Infosvstems

Edward　 A.　 Schefer

　 Vice　 President,　 Informat　 i　on　 Services

　 General　 Foods　 Corp.

メイ ンフレーム と して の複 合 ミニコ ン ・システム

1980年 の ワー ド・プロセシ ング ・システム

80年 代の財務管理におけ る情報 システムの影 響

情 報 シ ス テ ム設 計 の た めの基 本 認 識

DPの た めの プ ロ ジ ェク ト管 理技 術

オフィスにおける情報管理のた めの シス テム設計

ワー ド・プロセ シング入 門

ビジ ネ ス ・デ ー タ処 理 入 門

製 造 部 門 にお け るスモ ー'レ・コン ピュー タ

製 造 情 報 シ ス テ ム導 入 に おけ る選 択

販 売 情 報 シ ス テ ムの 設 計 お よび アプ リケ ーシ ョ
ン動 向

保 険 会 社 の 情 報 シ ス テ ム構 築 の た めの 戦 略

80年 代における銀 行 の 情 報 管 理 の た めの 戦 略

報 告書 様 式統 一の 意 義

法 律 事 務 所 に お け る情 報 管理
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て い た 。

80年 代の情報処理像を求めて

　 展 示 会 が ど ち らか とい う とINFO'79の 「暗 」の 部分 だ ったの に 比 べ,会 議 は

「明 」で あ った とい え よ う。 会 期 前 の 事前 登 録 者 数 は前 回 を300名 上 回 る800

名 に達 し,Clapp&Poliak社 に よれ ば,4日 間 を通 じての 会 議 登 録 者 は4,000

名 に達 した とい う。2,600名 だ ったINFO'78に 比 べ れば 実 に50%の 増 加 で あ

り,1日 で95ド ル,4日 間 通 しでは265ド ル とい う登録 料(会 議 入 場 料)を 考

え る と,こ れ は 注 目す べ き数 字 とい え よ う。

　 80を 数 えた セ ッシ ョンは,① 情 報 管理,② 情 報 処 理技 術 の 発 展,③ オ フ ィス ・

オ ー トメ ーシ ョン,④ ス モ ール ・ビジ ネス ・シス テ ム,そ し て⑤ 産 業 別 セ ッシ ョ

ンの5つ に分 け られ,ニ ュー ヨ ー ク ・コ ロ シ ア ムの3階,4階 を使 って 行 わ れ た。

個 別 セ ヅシ ョンに 先 立 って,14の ス タ ー ト ・ア ップ ・セ ッシ ョ ンが 設 け られ,各

セ ッシ ョンで具 体 的 に どの よ うな 内 容が 論 じ られ るかが 説 明 され た。 っ ま り,各

参 加 者 は まず この プ レゼ ンテ ー シ ョン ・セ ッシ ョンを聴 い て か ら,自 分 の 出 た い

セ ッシ ョンを選 べ ば よい とい うこ とだ 。 これ は,前 年 タ イ トル が あ い まい な セ ッ

シ ョンが 少 な か らず あ り,参 加 者 を とまど わ せ た とい う苦 い経 験 を生 か しての こ

INFO'79展 示 会 風景
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INFO'79会 議 風 景

とだ ろ う。

　 セ ッシ ョ ンで は,や は り情 報 管 理,分 散 処 理,そ して オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ

ョン関 連 の もの が 多 くの 聴 衆 を集 め てい た 。 特 に分 散処 理 関連 の セ ッシ ョンは,

情 報管 理 や プ ラ ンニ ン グの 具 体 的 ツ ール とな る技 術 に関 す る テ ー マで あ るた め,

会場 に は 熱気 が あ ふれ てい た。

　 「1980年 の情 報 シス テ ムへ の シ ナ リオ 」と題 され た基 調 講 演 では,80年 代に

おけ る情 報 シ ス テム市 場 の 競 争 状 況,こ れ に よ るユ ーザ ーへ の 影 響 そ して ユ ーザ

ーが 認 識 しな け れ ば な らない こ とな どが 語 られ た
。 そ れに よれ ば,ベ ンダ ー間 の

競争 は 今 まで に な く激 しい もの とな り,そ れ も通 信 サ ー ビス界 を も巻 き込 ん だ 複

合的 な もの とな る とい う。 競 争 の 激 化 は,ベ ンダ ーの プ ロフ ィ ヅ ト ・マ ー ジンの

低 下 や企 業 間の 再 編 を生 む こ とに な る。

　 こ う した結 果,ユ ーザ ーは様 々な 問 題 に 直 面す る こ とにな る。 利 益 が 圧 縮 され

るた め,ベ ン ダー が サ ー ビス拡 充 に振 り向 け る資 金 も自ず と限 られ て くる。 また,

自社 の ニ ー ズに あ った シ ス テ ムが 市場 に 出 され た として も,そ の ベ ン ダ ーの 企業

と しての 存 続 性 を考 慮 しな い で 導 入 に 踏 切 る こ とは,結 果 として 大 き な負 担 増 に

つな が りかね な い。 しか し,だ か らとい って 大手 ベ ン ダー にの み 依 存 して いた の
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表2:INFO'79セ ッ シ ョン ・プ ロ グ ラ ム

午
★Scenario　 fbr``1980"Infbrmation　 Systems　 　 　 　 　 　 　 　 　 [1】[2][3][4][5】

★Impact　 of　Infbrmation　 Systems　 on　Financial　 Management　 in　the　1980's　 [1】

前 ★Multiple　 Minicomputers　 as　Mainf士ames　 　 　　　　　　　　　　　　　　 [2]

★Report　 on　1980　Word　 Processing　 Systems　 　 　　　　　　　　　　　　 {31
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★Policy　 fbr　Infbrmation　 Systems　 Planning　 　 　　　　　　　　　　　　　 [1]

10/15 ★Pr(りect　 Management　 Techniques　 and　 Standards　 fbr　DP　 　 　 　 　 　 　 　 　[1]

午
`★St

rategic　 and　 Long　 Range　 Planning　 Systems　 fbr　 Financial　 Management.　 [1]

★Interactive　 Graphics-'A　 New　 ApProach　 to　 Data　 Analysis　 fbr　 Management　 Plan一

ning　and　Decision　 Making　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [2]

後 ★　The　 Changing　 Concept　 of　Distributed　 Data　 Processing　 　 　　 　　　 　　 　 [2】

★Mass　 Storage　 Systems-PerR)rmance　 and　 Economic　 Trends　 　 　 　 　 　 [2】

★System　 Planning　 for　In永)rmation　 Management　 in　the　Office　 　 　 　 　 　 　 {3]

★Applications　 and　 System　 Considerations　 fbr　 Integrated　 Word　 and　 Data　 Process一

ing　in　a　Minicomputer　 Environment　 　　　　　　　　　　　　　　　　 [3]

★Infbrmation　 Systems　 Planning　 fbr　 the``1980'℃orporate　 Environment　 [ll

★Structured　 Methods　 to　 Improve　 Quarity　 and　 Productivity　 in　System　 Develop・

ment　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 [1]
★Capacity　 Planning-An　 Essential　 Part　 of　Managing　 the　 Computer　 Resource

午 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田[2]
★Budgeting　 and　Operational　 Planning　 Systems　 　 　　　　　　　　　　　　 【1】

★Computer　 and　 Communications　 Security丘)r　 Data　 Processing　 　 　 　 　 [2]

前
★　Inlage　Processing　 in　the　1980's　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [2]

★Input　 Systems　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【2]

★　Data　Base　Processors　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【2]

★Technologies　 for　Infbrmation　 Management　 in　the　Office　 　 　 　 　 　 　 　 [3]

★Using　 the　Word　 Processor　 as　an　Input/Output　 Terminal　 to　a　Computer　 【3]

★Getting　 Started　in　Word　 Processing　 　 　 　　　　　　　　 　　　　　　 [3]

★　Getting　 Started　 in　Business　 Data　 Processing　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　 [4]

★Production　 Planning　 and　 Control　 Systems　 on　Smal　 Business　 Computers[4]
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★Managing　 the　Prolifbration　 of　Minicomputers　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [1]

★　Improving　 Productivity　 in　Software　 Development　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [1]

午

★InR)rmation　 Systems　 fbr　the　 Planning　 and　 Control　 of　Capital　 Expenditure

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[1】
★Optical　 Character　 Recognition-AMature　 Technology　 That　 Can　 Increase　 Data

Entry　Productivity　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[2]13】

★Data　 Communications　 Alternatives丘)r　 the　 l　980's　 and　 Their　 Implications[2]

後 ★ANew　 Methodology　 fbr　Planning　 Data　 Base　Supported　 Infbrmation　 Systems

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[2]
★Organizing　 for　Office　Automation　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [3]

★Data　 Processing　 in　the　Word　 Processing　 Environment　 　 　 　 　 　 　 　 　 [3]

★Implementing　 a　Wo士d　 Processing/Administrative　 Support　 System　 　 　 　 [3】

★Procurement　 and　 Implementation　 ofaSmall　 Business　 System　 　 　 　 　 　【4]
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10/16 ★Accounting　 and　 Cost　 Control　 Systems氏)r　 Small　 Business　 Computers　 　 [4]

★Basic　 Alternatives　 fbr　Manufacturing　 Infbrmation　 Systems　 　 　 　 　 　 　 [5]

★Decision　 Support　 Systems　 and　 Their　 Applications　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 川

★Audit　 and　 Control　 Techniques　 fbr　Expanding　 Infbrmation　 Systems　 　 　 [1]

★Selected　 Topics　 in　Financial　 Information　 Systems　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 田

★Trends　 in　the　Design　 and　 Application　 ofMarketing　 Infbrmation　 Systems川

★Photocomposition　 and　 Electronic　 Printing-Alternatives　 and　 Integrated　 System

午 　　Design　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[2][3]
★Status　 Report　 on　Communications　 Networks　 　　　　　　　　　　　　 {2]

★　New　 Approaches　 to　Data　 Base　 Long　 Range　 Planning　 　 　 　　 　 　　 　 　　 [2]

前
★　The　 Of丘ce　 ofthe　 Future　 Today.Part　 l　of2　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 [3]

★Improving　 Productivity　 in　Word　 Processing　 After　 You've　 Started　 　 　 　 [3]

★Clinic　 fbr　Executives　 Concerned　 About　 Their　 SmaU　 Business　 Systems　 　 [4]
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★Strategic　 Planning　 fbr　Infbrmation　 Management　 in　Banking　 in　the　1980's[5]

★Strategic　 Planning　 R)r　Infbrmation　 Systems　 in　Insurance　 Companies　 　 [5]

★SHUR:National　 Implications　 of　UniR)rm　 Reporting　 　 　 　 　 　 　 　 　 　[51
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★Improving　 Productivity　 in　Implementing　 In丘)rmation　 Systems　 　 　 　 　 田

★Long　 Range　 Systems　 Planning　 in　the　Finance　 Organization　 　 　 　 　 　 　 [1]

★Information　 Needs　 of　Marketing　 Management　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [1]

★Systems　 to　Improve　 Data　 Output　 and　 Dissemination　 　 　 　 　 　 　 　 　 　[2]

午
★　Trends　 and　 Future　 Opportunities　 for　Distributed　 Data　 Bases　 　 　　　 　　 [2]

★　The　 Office　 of　the　Future　 Today .　Part　20f　 2　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 [3]

後

★Alternative　 Implementations　 fbr　Word　 Processing　 in　a　Multi・Office　 Environment

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[3]

★Office　 Automation　 fbr　Small　 Business　 Organizations　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [3][4]

★Using　 Transaction　 Reporting　 from　 the　Shop　 Floor　 to　Improve　 Plant　 Perfbrmance

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [5]

★Impact　 of　Emerging　 Communications　 Systems　 on　 Bank　 Processing　 Strategies

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [5]

.★An　 Integrated　 Insurance　 Company　 Network　 fbr　the　l980's　 　 　 　 　 　 　 [5]

★Problems　 and　 Approaches　 in　Automating　 Medical　 Records　 Management　 [5]

★Techniques　 in　Data　Base　Administration　 　　　　　　　　　　　　　　 [2]

★Progress　 in　Electronic　 Mail.　Part　l　of2　 　　　　　　　　　　　　　　　　 [3]

午 ★Office　 Automation　 in　the　Insurance　 Industry　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [3H5]

★Office　 Automation　 in　Banking　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　[3][5]

★Infbrmation　 Management　 for　the　Law　 Omce.Part　 l　of2　 　 　 　 　 　 　 　[3]【4]

前 ★Fundamentals　 of　 the　 Manuf5cturing　 System　 for　 the　 Information　 Systems

Bxecutive.Part　 l　of2　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[5]

10/18 ★　Implications　 and　 Applications　 of　Computer・Based　 Systems　 for　 the　 Hospital

Pharmacy　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [5]
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★Progress　 in　Electronic　 MaiL　 Parts　 20f2　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [3]

午 ★Information　 Management　 R)r　the　Law　 Of丘ce.Part　 20f　 2　 　 　 　 　 　 　 　 [3][4]

★Fundamentals　 of　 the　 Manu伍cturing　 System　 fbr　 the　 Information　 Systems

後 Executive.　 Part　20f2　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[5]

★　Real-Time　 Transaction　 Processing　 to　Reduce　 Paper　 Handling　 　 　 　 　 　 [5]
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〔注 〕

〔1〕'

〔2〕

〔3〕

〔4〕

〔5〕

★Implications　 and　 Applications　 of　 Computer-Based　 Systems　 for　 the　 Hospital

　 Laboratory　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[5】

「情 報 管 理 」関 連 セ ッ シ ョ ン

「情 報 処 理 技 術 」関 連 セ ッ シ ョ ン

「 オ フ ィ ス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン 」 関 連 セ ッ シ ョ ン

「 ス モ ー ル ・ ビ ジ ネ ス ・シ ス テ ム 」関 連 セ ッ シ ョ ン

産 業 別 セ ッ シ ョ ン

で は,往 々 に して高 価 に つ き,不 必 要な もの まで パ ッケ ー ジで押 しつ け られ か ね

な い し,ま た 個 々の ニ ー ズに あ った きめの 細 か い製 品 ・サ ー ビス が期 待 で きな い

こ と もあ る。

　 1980年 代 は ユ ーザ ーの 時 代 で あ る と よ く言 われ るが,こ れ は ユ ー ザ ーが懐 手

で 情 報 シス テ ムの 利 益 を享 受 で き る よ うに な る とい う意味 では な い。 逆 に,ユ ー

ザ ーは よ り困 難 な決 定 を迫 られ る よ うに な るの で あ る。 オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ

ョンの 進展 な ど,情 報 シ ス テ ムは 全 社 的 な広 が りを持 って ゆ くが,こ れ は情 報 シ

ス テ ムへの 投 資 が薄 く広 く拡 張 され る とい うこ とで あ り,判 断 の 当 否 は 企業 の 存

続 に もつ な が る切 実 な 問題 とな る。

　 この 前提 と して,各 企 業 ・組 織 内部 に お け る技 術 者 とマ ネ ジ ャ ー との 緊密 な 協

力 体 制 とい う もの が必 要 とされ る。 そ して トップ ・マ ネ ジメ ン トは,無 用 な もの,

過 剰 な シ ス テム の導 入 を避 け るた めに も,ま た将 来 の ビ ジ ネス ・リス ク を回避 す

るた め に も,明 確 な将 来展 望 の ツー ル を持 た なけ れ ば な らない 。
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2.カ ン タ ム ・ サ イ エ ン ス 社

調 査 先:

所 在 地:

調 査 期 日:

面 接 者:

Quantum　 Science　 Corp.

1114　 Avenne　 of　 Americas　 New　 York,　 N.Y.10036

1979年10月17日

Dr.Mirek　 J.Stevenson

　 　 Chairman　 of　 the　 Board

Mr.Dan　 Laverv

Mr.William　 W.　 Cain

　 　 President,Quantum　 Consultants,Inc.

1.概 要 およ び所 感

　 世 界 的 に著 名 な 調 査 会 社 で,特 に コ ン ピュ ー タ ・サ ー ビス,通 信,オ フィス ・

オ ー トメ ー シ ョン等 の 分 野 を得 意 と して お り,評 価 も特 に高 い 。

　 同社 の 業務 は,次 の5っ の セ グ メ ン トに分 け られ て い る。

　 ・コ ン ピ ュー タ関 連 機 器

　 ・コ ン ピュ ー タ ・サ ー ビス

　 ・コ ミ ュニケ ー シ ョンズ

　 ・オ フ ィス ・テ ク ノ ロ ジー

　 ・テ ク ノ ロ ジー ・プ ロ グ ラム

　 この よ うに 業 務 を セ グ メ ン ト化 す る こ とに よ って,よ り高 度 な技 術 指 向性 を明

確 に し,現 状 を評 価 す る際 や現 状 の知 識 を更新 す る際 に役 立 っ こ と をね らい とし

て い る 。

　 従来 の オ フィス分 野 に お け る技 術 革 新(ま ・ コ ン ピ ュー タの 分 野 とは 全 くか けは

な れ た 存 在 で あ る と考 え られ て い た 。 す な わ ら,従 来 の オ フ ィ ス は コ ピ ー,電 話,

タ イ プ ラ イ タ の 分 野 で あ っ た が,今 後 は コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー クの サ ー ビ ス
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を通 じて さ らに広 汎 な コ ン ピ ュー タ分 野 の技 術 との 交 流が 深 まる こ とに な る。 こ

れは 注 目す べ き点 で あ る。

　 こ うした認 識 に 基 づ き,Quantum社 は オ フ ィス ・オー トメ ーシ ョ ンに関 す る調

査 を幅 広 く行 って いる が,こ の 章 で は,同 社 で 受 け た レク チ ャー を基 に まず テ キ

ス ト編 集装 置 の 市 場 全 般 に っ い て説 明 し,次 い で最 近 の進 展 が 目覚 ま しい シ ェ ア

ド ・プ ロセ ッサ ・シス テ ム,及 び コ ン ヒ。ユ 一 夕 ・サ ー ビス市 場 の 概 観 を述 べ る。

2.詳 論

(1)テ キ ス ト編 集 関 係 装 置 の 市 場

　 　 テキ ス ト編 集 に 関 連 す る装 置 と して,現 在 エ レ ク トリ ック ・タ イ プ ラ イ タ,

　 エ レ ク トロニ ック ・タ イ プ ライ タ,ワ ー ド ・プ ロセ ッサ,デ クテー シ ョン装置

　 (口 述 装置),メ デ ィ ア ・プ リン タが 普 及 してい る。 エ レク トリッ ク ・タイ プ

　 ライ タ とエ レク トロ ニ ック ・タ イ プ ライ タの違 い は,前 者 が メモ リの な い もの

　 で電 動 タイ プ ライ タ と呼 ば れ てい る もの で,後 者 は メモ リが あ る もの で電 子 タ

　 イ プ ライ タ と呼 ばれ て い る もの で あ る。

　 　 この 市 場 規 模 は 現在14億2,000万 ドル(1977年)で あ るが,1983年 にはそ

ワー ド ・プ ロセ ッサ

　 　 　 34.3%

電動

　 タイプライタ

電 動

タイプ

ライタ

5.9

%

プ

タ
イ

イ

⇔

ラ

%

電

　

16

1977年 　14億2,000万 ドル　 　 　 　 　 　 　 　1983年 　39億8・000万 ドル

　 　 　 　 　 図1:各 種 テ キ ス ト編 集 装 置市 場 占有 率
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の2.8倍 であ る39億8,000万 ドル に増 大 して い くで あ ろ う。(図1参 照)

　 個 々の 装 置 につ いて 市場 の 展 望 を して み る と,電 動 タ イ プ ライ タの 占有 率 は,

現 在38.7%と 高 い 数 字 を占 め てい るが,今 後 そ の 出荷 は急 速 に減 少 し,1983

年 に は5.9%位 に な る もの と分 析 され る。 一方,電 子 タイプライタは,7.2%か ら

16%へ の伸 び を示 し,電 動 タ イ プ ラ イ タか ら電 子 タイ プ ライ タへ の 移 行 が見

られ る。

　 ワ ー ド ・プ ロセ ッサ は34.3%か ら1983年 には54.9%へ と大 幅 な伸 び が 考

え られ る。 この うら,主 流 とな るの は デ ィス プ レイ型 の ワー ド ・プロセ ッサであ

る。

　 現 在,盛 んな ワー ド ・プロセ ッサ 導入 の意 図 は,大 き く次の3点 に 集 約 され る。

第1に,事 務 経 費 お よ び タ イ プ/印 刷 コス トの 低 減 を図 る とい うこ と,第2に

事務 作 業 の能 率 の能 率 を高 め る とい う こと,そ し て第3に は作 業の 質 を向上 さ

せ る とい うこ とで あ る。 これ らの意 図 に沿 って,市 場 が 増 大 して い くこ とは確

実 であ る。

　 デ ク テ ー シ ョ ン装 置(口 述 装 置)は,テ キ ス ト処理 に は欠 くこ との で きな

い 部分 とな り,1983年 まで に3億5,400万 ドルの 市 場 とな る。

　 メ デ ィ ア ・プ リ ン タは,す べ ての 装置 の中 で特 に著 しい 成長 を続 けて お り,

1983年 まで に は市 場 占有 率 が14.4%に 増 加 す るだ ろ う。 現 在 ま での 製品 の 中

では,イ ンク ジ ェ ッ ト方 式 のIBM6640ド キ ュ メ ン ト ・プ リン タが注 目すべ き

成 功 を納 め てい る。 この 市 場 は,1978年 まで に は5億7,000万 ドル の市 場 に

成 長 す る だろ うと み られ る。 今 後 の 動 向 と して は 低価 格 で 供 給 で きるか ど うか

に 興 味 が あ る。

　 メ デ ィア ・プ リン タの 使 用 形 態 に は 大 き く分 け て2つ あ る。1つ は テキ ス ト

用 で,テ キス トを プ リン トす る と きに用 い られ る。 も う1つ は デー タ用 で,デ ー

タ ・ネ ッ ト ワー ク か ら デ ー タ を プ リン トす る と きに 用 い られ る。 また,メ デ

ィ ア ・プ リ ンタは2～3年 後 に は 競 争 が激 し くな る分 野 で もあ り,東 芝,小 西

六,Xerox,　 Eastman　 Kodak,そ の 他 コ ピー ・メーカ ーの進 出 も予想 され てい る。
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　 最 近 は,ノ ン イ ンパ ク ト ・プ リ ンタへ の方 向 性が 注 目 され て い る。IBM

6670は,コ ミュ ニケ ー シ ョ ン能 力 を持 つ し,Xerox9700は,印 刷 の 質 が す ぐ

れ て い る。6670に 代 表 され る よ うない わゆ る イ ンテ リジ ェ ン ト ・コ ピ'ヤーは

出力 品 位 や 価格 が種 々様 々な しか もよ り高 速 な もの が出 て くるで あ ろ う し,一

方,光 ファ イバ ー を使 った よ り低廉 な(し か し印字 品 位 は レ ーザ ー よ り劣 る)

もの も発 表 され る とみ られ,ユ ーザーは広 範 に 渡 って 選択 す る こ とが で き る よ う

に な ろ う。

■

■

●

(2)　 ワ ー ド ・プ ロセ シ ン グ ・シ ス テ ム の 動 向

　 ① ベ ー シ ッ ク ・ス タ ン ド ・ア ロ ー ン ・シ ス テ ム

　 　 　 機 器 構 成 は,デ ィ ス プ レ イ,キ ー ボ ー ド,イ ン パ ク ト ・プ リ ン タ,2台 の

　 　 フ ロ ッ ピ ー ・デ ィ ス ク を 基 本 と し て い る 。 例 と し て はXerox　 850,　 IBM/

　 　 OS　 6,　Redactron皿 な ど が あ る。 この 構 成 で フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス クが2つ 用 意

　 　 され て い る 理 由 は,1っ の フ ロ ッ ピ ー は 様 式 と か パ ラ グ ラ フ等 長 期 的 に 何 回

　 　 も使 用 す る情 報 の 格 納 で あ り,も う1つ は可 変 情 報 の 格 納 に 用 い られ る。 こ

　 　 う す る こ とに よ っ て シ ス テ ム が 使 い や す くな る 。

　 　 　 シ ス テ ム 構 成 は 図2の 通 りで あ る 。

デ ィスプ レイ

キ ー ボー ド

図2:ス タ ン ド ・ア ロ ー ン ・シ ス テ ムの 構 成
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② ク ラス タ ー ・シス テム

　 　 デ ィス プ レ イ装置 が2盲 あ り,フ ロ ッピ ー ・デ ィス クが4台 で,プ リ ン タ

　 が1台 の機 器 構 成 を採 る。 例 と し ては,WANG　 20,25やNB　 1　3000,　 DEC

　 WS　 102が あ る。 この 構 成 を採 る こ とに よ って2台 の デ ィ ス プ レ イが 同時 に

　 稼動 す るこ とが 可 能 で あ る。

　 　 シス テ ム構 成 は 図3の 通 りで あ る。

口

口

CPUと4台 の フ ロ ッ ピー ・デ ィスク

図3:ク ラ ス タ ー ・シ ス テ ム の 構 成

③ シ エ ア ド ・プ ロ セ ッ サ ・シ ス テ ム

　 　 ス タ ン ド ア ロ ー ン型 の ミニ コ ンで す べ て の ワ ー ク ス テ ー シ ョンを コ ン トロー

　 ル し て い る 。 ワ ー ク ス テ ー シ ョン は,キ ー ボ ー ド ・デ ィス プ レイ型 で,イ ン

　 テ リ ジ ェ ン ス は な く,テ キ ス トの 入 出 力 に 使 用 さ れ る。 プ リ ン タ は,印 字 品

　 位 の 高 いQumeの デ イ ジ ー ・ウ ィ ー ル 型 な ど が 用 い られ て い る。 例 と し て は

　 XeroxのVisual　 Type　 M,Wang　 WPS30が あ る。

　 　 ミニ コ ンで す べ て の ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン,プ リン タ を コ ン トロ ー ル し て い

　 る よ う な シ ス テ ム構 成 で あ る と,ミ ニ コ ンの 故 障 に よ っ て プ リ ン タ さ え も作

　 動 し な く な る こ と が 問 題 点 と な っ て い る。 ま た,個 々の ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン
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は ミニ コ ン経 由な の で,待 行 列 を作 る こ とに な るた め,入 出 力 の 際 の ア クセ

ス時 間 が 問題 とな る。

　 XeroxのVisual　 type皿1の シス テ ム構 成 は 図4の 通 りで あ る 。

司 一

高速
プリンタ

4.8～12.8K

　 メ モ リ

　 　 　 　 　 　 　 デンスク・ストレージ

　 　 　 　 　 　 　 2.5MB:リ ム ーバ ブル　 　 　 WS:ワ ークステーション

　 　 　 　 　 　 　 2.5MB:ノ ン リムーバブル　　　 P　 :プ リンタ

　 　 　 　 　 　図4:Visual　 type皿 の シ ス テ ム 構 成

図5ic　 WangのWPS30の シ ス テ ム 構 成 を 示 す 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　フロッピー・
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ディスク

図5:WPS30の シ ス テム構成
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　 これ は 端 末 装 置 に8080マ イ ク ロ プロセ ッサ を備 え,処 理 の分 散 化 を可 能

としてい る。 したが って個 々の ワー クステー シ ・ン で 故 障 が発 生 して もシ ス テ ム

全体 に は影 響が 生 じな い 。 ワ ー クス テ ー シ ョ ンの 出 力 の た めに は デ イ ジ ー ・

プ リ ンタ を用 い て い る。

　 もらう ん ワ ー クス テ ー シ ョンが 故 障 した場 合は 情 報 が 失 な わ れ て しま うが,

その 際 ライ ン プ リ ン タに 出力 し てい た情 報 を アー カ イ ブ ・デ ィ ス クに ダ ン プ

し対 処 す る。 ま た,ダ ン プ してい る 間 に故 障 して 情 報 を失 って しま う可 能 性

も当然 あ る が,そ れ へ の 対処 は な い 。

　 この よ うな 分 散処 理 が 可能 な シ ス テ ム構 成 を採 る こ とに よ って テキ ス ト ・

プ リン タの 共 有,シ ス テ ムの共 有 が可 能 に な り,故 障に 際 して もそ れ な りに

対 処 す る こ とが で き る。

　 シ ェ ア ド ・プ ロセ ッサ ・シ ス テ ムの発 展 形 と して今 後 提 供 され るで あ ろ う

シ ス テ ムの 紹 介 を次 に 示 す 。 これ は 広 範 な 機 能 を コ ン トロー ラに よ って共 有

す る もの で,シ ス テ ム ・コン トロー ラは64の ポ ー トを有 してい る。 また,デ ー

タ ・プ ロ セ シ ン グ と結 合 して各 種 の 処 理 サ ー ビス を受 け る こ とが で きる よ

うな シ ス テ ムに な って い る。 さ らに デ ー タ ・プ ロセ シ ン グは,外 部 の ネ ッ ト

ワー ク と結 合 され て お り,個 々の ワー クス テ ーシ ョン を経 由 して ネ ッ トワ ー

クへ の ア クセ ス も可 能 であ る。

　 この よ うな 形態 は,ホ ス ト ・コン ピュ ー タ とは連 結 で きな い ス タ ン ド ・ア

ロ ー ン型 の シ ス テ ム とは 著 し く異 な って お り,地 理 的 に も広 範 囲 な サ ー ビス

機 能 を有 す る こ とに な る。 シ ス テ ムの構 成 は図6の よ うに な ろ う。
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図6:シ ェ ア ド ・ コ ン ト ロ ー ラ ・ シ ス テ ム

●

④ シ ェ ァ ド ・デ ー タ ベ ー ス ・シ ス テ ム

　 　 こ の シ ス テ ム は,バ ゲ ッ ト交 換 ネ ッ トワ ー ク へ の ア ク セ ス を,分 散 化 し た

　 デ ー タ ・プ ロ セ シ ン グ ・シ ス テ ム と して ロ ー カ ル な コ ン ト ロ ー ラ を 通 し て 可

　 能 に し て い る もの で あ る。
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ディスクr
＼

　 　 　 ＼ ＼　 　 　 　
＼ 　＼

　 　 　 　 　 ＼
　 　 　 　 　 　 ＼

CPU,

デ ィス ク

ノ
コ ン トロ ー ラ

　　　　 c男 三.　

//
//

//

CPU,

ディス ク

の

図7:シ ェ ァ ド ・ デ ー タ ベ ー ス ・ シ ス テ ム

⑤ イ ンチ プ レー テ ッ ド・イ ン フ ォメ ー シ ョン ・シ ステ ム(イ ン チ グ レー テ ッ

　 ド ・ワ ークス テ ーシ ョン)

　 　 図8に 示 した よ うな シス テ ム で,こ の よ うな統 合 化 した シス テ ムに おい て

　 は役 割 に 応 じた ワー クス テ ーシ ョン を使 用 して,必 要 な情 報 を適 宜 端 末装 置

　 か ら検 索 す る こ とが 可能 で あ る 。

■
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宇

秘　　用
WS

経営　用
　WS

五 言
WS

ロ ーカル ・

ステーシ ョン

ファクシ ミリ・

スキ ャナ ー

テキスト編集
　 WS

オフィス・マ裕

ヤー　 WS

「 一 一
一一 　 「

　 　 1

電 子 構 内
交 換 機

'

情報検索
　WS

インチプ レーテ ッド ●

インフォーメ ーション・

シス テム

L______

電子郵便

_______」

デ ー タ　・フ ァイ ル

クラリカル

WS

クラリカル

WS

ネ ットワ ー ク

(注)WS:ワ ー クス テ ー シ ョ ン

図8　 イン チ プ レ ー テ ッ ド ・イ ン フ ォメ ー シ ョン ・シス テ ム

(3)コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス市 場 の 概 観

　 　 コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス分 野 は,情 報 処 理 の 分 野 と ソ フ トウ ェ ア 分 野 の2っ

　 に 分 け られ る。 処 理 サ ー ビ スの 形 態 に は,ネ ッ ト ワ ー ク を 介 す る もの(NIS)

　 と バ ッ チ 処 理 が あ る 。 ま た,ソ フ トウ ェ ア に よ る サ ー ビス形 態 に は,カ ス タ ム ・

　 プ ロ グ ラ ミ ン グ と ソ フ ト ウ ェ ア ・パ ッ ケ ー ジが あ る。

　 　 ソ フ トウ ェ ア の 市 場 は 年 率18%で 成 長 し て お り,中 で も ア プ リケ ー シ ョ ン ・

　 パ ッ ケ ー ジは 年'*　 20%の 伸 び を示 し て い る。 ま た 現 在,NISの 伸 び は 年 率

　 17%を 示 し て い る 。 バ ッチ 処 理 は,NIS(Network　 Information　 Service)

　 へ の 転 換 が 進 む た め,1980年 に 頭 打 ち と な り,そ れ 以 降 は 下 が る と み られ て

　 い る 。

　 　 コ ン ピ ュ ー タ ・サー ビス の ユ ー ザ ーは250人 以 上 の 大 手 企 業 が 主 力 で,中 小 企

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一77一



業 の 伸 び が これ か らか な り見 込 まれ て い る。

　 主 要 ベ ン ダ ーの サ ー ビス形 態 は 次の よ うに な って い る。

　 　 　　 　　 　　 　　表1:主 要 ベ ン ダ ーのサ ー ビス形 態

ベ ン ダ ー 主 た るサ 」 ビス

IBM SSS

ADP CS

CDC/SBC CS

MCAUTO CS

EDS CS S

GE・1・SCO CS

SDC SSS

TRW SSS

BRADFORD　 NATIONAL CS

CS:処 理 サ ー ビス

SSS:ソ フ トウェア・サポー ト

■

　大 手 ベ ン ダ ーは,ソ フ トウ ェア,バ ック ア ップ処 理,ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビ

ス な どを統 合 した複 合的 なサ ー ビス(ISS:Integrated　 System　 Service)

の 方 向 を志 向 して お り,今 後 は こ う した サ ー ビスの 大 きな 成 長 が 見込 まれ て い

る。

　 大手NISベ ンダ ーの中 には ハ ー ドウ ェ ア,ソ フ トウ ェア さ らに 自社NIS

サ ー ビス を統 合 した サ ー ビス を提 供 し始 めた ところ もあ り,今 後 の 発 展 が 期 待

され ている。 これ はユーザ ーが抱 えて い る問 題 に 適 応 した ハ ー ドウ ェ アの 提 供 が

必要 とな って きた た めで,最 もむず か しい 商 売 で もあ る。 ハ ー ドウ ェ アの保 守 ・

メンテナンスのた めの資金繰 り.ユ ーザーの訓練,運 用等の問題 が あるが,保 守 費用 を

下 げ る た め遠 隔診 断 を と り入れ る な どの 努 力 も行 われ て い る。

　 最 近の こ うしたサ ー ビス の 例 を示 す 。

　 　 UNITY　 SERIES　 :　 KEYDATA

　 　 3200　 　SERIES　 :　 NATIONAL　 CSS

　 　 VIM　 　　 皿　　　 :　 REYNOLD　 S&REYNOID　 S
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　 　 ON-SITE　 　　　　　 :ADP

　 この うち代表 的 な シス テム 構 成 と してREYNOLDS&REYNOLDSのVIM　 m

を示 す。

BASIC　 T/S

　 　 4000

64K

メ イ ン ・メモ リ

30Mバ イ ト ・

　 デ ィ ス ク

・180CPS

　 プ リンタ

4端 末

■

　 R&R社 は す で に650シ ス テム を販 売 し,年 間1,800万 ドルの 売 上 げ実 績 を

持 ってい る。

　 VIM皿 の 平均 価 格 は6万5,000万 ドル か ら8万5,000ド ル,レ ン タルは

1,500ド ル/月 程 度 で あ る。 販売 のた めに は300人 の セ ール ス マ ン と300人 の

フ ィール ド ・エ ン ジニア が投 入 され て い る。 この シス テ ムが 成 功 して い るカ ギ

は,自 動 車 デ ィ ー ラ ーお よび 部 品の 卸 売 業者 とい う特 定 業種 の み を販 売 対 象 と

し てい る こ とに あ る。

　 将 来 の コ ンピ ュー タ ・サ ー ビスの 方 向性 を示 す ワ ー クス テ ー シ ョンは ・ ま ず

職 種 指 向 型 に 作 成 され て い る と い うこ と,す なわ ち オ フ ィス の 管 理 者用 ・ 建築

家 用,人 事 部用,会 社 役 員用 な ど様 々な用 途 に対 処 した もの で あ る とい うこ と

が 考 え られ る。

　 ま た,デ ータは 会 計用,報 告書 編 集用,音 声 入力 用,デ ー タ処 理,テ キ ス ト

処 理 用 とい ろ い ろ な種 類 に対 応 した もの が 作 成 され る。

　 今後,エ ン ド ・ユ ー ザ ーが 希望 す る シ ス テム構 成 は次 の よ うな もの で あ る と

考 え られ る。
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口 述 装 置

電 話

オ ー デ ィ オ 記 憶 装 置

キ ー ボ ー ド

プ ロ セ ッ サ お よ び

　 　 イ ン タ フ ェ ー ス

プ リ ン タ

通 信 回 線
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3.ワ ン グ ・ ラ ボ ラ ト リ ー ズ 社

調 査 先:

所 在 地:

調 査 期 日:

面 接 者:

Wang　 Laboratories・Inc.

One　 Industrial　 Avenue　 Lowell,Massachusetts　 O8551

1979年10月18日

Mr.Dwight　 A.　 Holmberg

　 　 International　 Advertising　 and　 Sales　 Promotion

Mr.　 Ronald　 P.Schewetv

　 Marketing　 Specialist

Mr.Arthur　 Chen(陳 車召 聲)

　 　 Manager,International　 Marketing　 Support

Ms.Emilv　 Mei

Ms.Diane　 Sheehan

●

1.　 概換 お よ び所 感

　同社 は オ フ ィス ・コ ンピ ュ ータ と ワー ド ・プ ロセ ッサで 名 高 いが,中 で もシ ェ

ァ ド ・ロ ジ ッ ク ・ワー ド ・プ ロセ シ ン グ ・シス テム では特 異 の 製品 を発 表 して お

り,最 大の 市 場 シ ェ ア を有 して い る。 ま た,78年12月 に は,世 界 に先 駆 け て イ

ン テ リジ ェ ン ト ・コ ピヤ ー を発 表 して い る。

　 1979年6月 末 に お け る年 間 売 上 げ は,3億2,200万 ドル,利 益 は2,860万 ド

ルで あ る。79年 の フ ォーチ ュ ン誌 に よる工 鉱 業 企業 番 付 で は732位 に ラ ン ク さ

れ て い る(78年 度 の 売 上 げ)。 従 業 員数 は78年6月 の4,600人 か ら,1年 後 は

7,725人 へ と急 増 して い る。

　 同 社 の歴 史 的 な経 過 は3っ の 段 階 に分 け られ る。

　①1951年 ～1964年

　 1948年,上 海 か ら ワ ン グ(Wang)博 士 が渡 米 し,ハ ーバ ー ド大 学 で 勉学 に 励

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一81一



み,そ の 後 磁 気 記 憶 装 置 関 係 の 特 許 を と り,そ れ をIBMが 買 い 上 げ た 。

その 収 益 で 当初 は スペ シ ャル ・シス テ ム ズ ・カ ンパ ニ ー と して 営 業 を開 始 し た。

　 この 時 期 に は ア メ リ カ海軍 の た め に,雲 の 高 さ を測 定 す る機 械 や タイ プ セ ッテ

ィ ン グの 自動 調 整 をす る ラ イナ ー ・セ ッ トの開 発 を した。 当時 の 収 益 は 年 間0～

160万 ドル で あ った。

　②1964年 ～1972年

　 同社 が 最 も急 成長 を遂 げ た 時 期 で あ り,カ ル キ ュ レ一 夕 や高 性能 の プ ログ ラマ

ブル ・カル キ ュ レー タ を取 り扱 っ てい た 。

　 この 時 期 に おけ る収 益 は年 間160万 ドル か ら3,200万 ドル で あ っ た。

　③1972年 ～現 在

　 デ ータ ・プ ロセ シ ン グ と ワ ー ド ・プ ロセ ッサ の 事 業 を開 始 し今 日に至 っ て い る

が,特 に ワ ー ド ・プ ロセ ッサ は7年 間の 経 験 が あ り,こ の 業 界 の 良 い時 期 悪 い時

期 をと もに経 験 して い る 唯一 の会 社 で あ る。 販 売 戦 略 の基 本 方 針 と して は・ あ く

ま で もエ ン ド・ユ ー ザ ーに 直 接 販売 す る方 式 を採 用 して お り,新 しい顧 客層 の開

拓,従 来 か らの 顧 客 に 対 す る アフ ター ・サ ー ビス を重視 して お り,今 日に おい て

もこの こ と が 同社 に お け る経 営 哲 学 に な って い る。

2.詳 論

(1)市 場 の 方 向性

　 　 コン ピ ュー タ業界 が 成 長 す る分 野 とし て 次の4っ の セ グ メ ン トを考 えて い る。

　 す な わ ち,① プ ロ ブ レム ・プ ロセ シ ン グ,② ス モ ール ・ビ ジ ネス ・シ ス テ ム,

　 ③ 分 散 型 デ ー タ ・プ ロセ シ ン グ・④ ワ ー ド ・プ ロセ シ ン グで あ る。

　 　 プ ロ ブ レム ・プ ロセ シ ン グは,科 学 者 や趣 味 で使 用 す る人 を対 象 と した分 野

　 で,こ の 製 品 は年 率15%の 成長 率 と高 い よ うに 思 わ れ るが,他 の セ グ メ ン トに

　 比 較 す る とそ の 割 合 は少 な く,い ずれ 段 階 的に 減 少 す る市 場 と考 え てい る。

　 Hewlett-Packard・DEC,Radio　 Shackが この 分 野 の競 争 会社 で あ る。
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　 　 　 図2:Wang　 1株 当 り純 益 推 移

　 ス モ ール ・ビ ジ ネス ・シ ス テ ムの分 野で は,WangはIBMに 次いで第2位 の

座 にあ る 。製 品 の 価 格 範 囲 は1万 ドル か ら7万5,000ド ルで あ る。

　基 本 的 に は プ ロ ブ レム ・プロセ シ ン グで使 用 した ソ フ トウ ェ アは,若 干 手 直

しを した 後 スモ ール ・ビジ ネス ・シ ス テ ムに 適用 で きる。23億 ドルの 市 場 の う

ち,Wang社 の市 場 シ ェ アは9%で あ る。　 I　BMとBurroughsが 主 な競 争会 社

で,3社 と もエ ン ド ・ユ ーザ ー指 向 で あ る。

　 分散 型 デ ー タ ・プ ロセ シ ングは,将 来 性 が 高 い 分 野 で,同 社 は79年6月 に仮

想 記憶 方 式 の シ ス テム　 Wang　 VS100を 発 表 した 。 この シス テ ムは,128の

ワー クス テ ー シ ョ ンと プ リ ンタ等 の 周 辺 機 器128合 計256の 装 置 が 接 続 で き,

従 来のVSモ デ ル と同 じ く32ビ ッ、トの アー キ テ ク チ ャ ー を採用 して い る。7万

ドルか ら27万 ドルの 製 品 価格 で,好 調 な受 注 状 況 をみせ てい る とい う。 従 来,

Wang社 に とって 分 散 処理 の 分 野 は い わ ば アキ レス腱 だ った が,最 近 は 大 幅 に

業績 を伸 ば して い る。 これは 装 置の 半 分 に テ レコ ミュニ ケ ー シ ョンの機 能 が つ

い て い るた め で あ る。 主 な競 争 会社 に は,DEC,Datapgintな どが あ り,
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Wangは 市 場 の3.5%(4,000万 ドル)を 占 め て い る。

　 ワー ド ・プ ロ セ シ ングに お いて,同 社 は,業 界 の リー ダー的 役割 で あ り,市

場 占有 率11.8%と シェア も トップで あ る。市 場 全 体 の年 間 成 長 率 は23%で あ る。

Wangは78年 に この市場 で1億3,200万 ドル を売 上 げたが,79年 は2億2,500万

ドル と見 込 ん で い る。

　 以 上 の4つ の分 野 全 て に参 入 して い るが,今 後 の方 向 と しては79年6月 に発

表 したVS100を 通 して統 合 情 報 シス テ ム(IIS)の 製 品 を 開発 して い く姿 勢 を

みせ て い る。

情　報　処　理

総 合情報 シス テ ム

　 (IIS)

ワ ー ド ・プ ロ セ シ ン グ

分　散　処　理

▼

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図3:統 合 情報 シ ステ ム

② 　 製 品動 向

　 　 Wang社 は オ フ ィス コ ン,ミ ニ コ ン及 び ワー ド・プ ロセ ッサ 市 場 で独 自の 情

　 報機 器 を持 っ て お り,大 手の メ イ ン ク レ ー マ ーの 間隙 を突 い て急 成 長 した 企業

　 で あ るが,こ のWang社 が80年 代 に お ける 戦 略 として打 ち出 した の がIIS(イ

　 ンテ プ レーテ ッ ド ・インフ ォメ ー シ ョ ン ・シス テ ム)と 呼 ばれ る もの で あ る。 こ

　 れ は,ワ ー ド ・プ ロセ シ ン グ とデ ー タ ・プ ロ セシ ングの 融 合 を図 る とい う もの

　 で,わ が 国 で も,オ フ コンに ワ ー ド ・プ ロセ シ ン グ機能 を付加 す るな ど同 様 の

　 試 みが 始 ま って い るが,先 行 して い るWang社 の行 き方 に学 ぶ べ き点 が あ る と

　 思 わ れ る。

　 　 「1980年 代の オ フ ィス ・シ ス テ ム市 場 は,ワ ー ド ・プロセシ ング とデー タ ・

　 プ ロ セ シ ン グ に テ レ コ ミュニケ ー シ ョ ンの3機 能 を装 備 した 多 機 能 型 シ ス テ

　 ムの 要 望 が強 ま る こと に な るだ ろ う。」 この 観 点 か ら,79年 には 同 社 は,こ の

　 IISの 実現 に 向 け て新 製 品 を発 表 して きた 。 その 主要 な もの は,ワ ー ド ・プ
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表1 Wang　 Lab.社 小 史

(6月30日)Wang　 Laboratories,Inc.と し て 登 記

LINASECの 開 発

LOC　 I(初 の 電子 式 カ ル キ ュ レ ー タ)発 表

PhilipHankins　 Inc.(コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス会 社)買 収

Medical　 Systems　 and　 DataCorp.買 収

700シ リ ー ズ　 SBC発 表

Digital　 Information　 Storage　 Corp.買 収

1200ワ ー ド ・プ ロセ シ ン グ ・シ ス テ ム発 表

シ リ ー ズ2200発 表

700シ リ ーズに100,400,500,600の 各 モ デ ル 追 加

WCS20,30出 荷 開 始

WPS10,20,30発 表

Wang'10　 -A発 表

WCS15,25,40,2200VS出 荷 開 始

WPS5,25発 表

OIS130,140発 表

Graphic　 System　 Inc.吸 収

Editor7お よ び 写 植 シ ス テ ム 発 表

イ メ ー ジ ・プ リ ン タIP41F発 表

WCS60,80出 荷 開 始

収 入3億 ドル ・レ ベ ル を 突 破

NCCで 一 連 の 発 表

　 OIS125,145;OIS/BASICオ プシ ョン;フ ォーム ・マネジメン ト・パッケ

　 ージ;OIS/3270通 信 オ プシ ョン;WPオ プ シ ョン付VS100;2246C

　 ワークステーシ ョン;デ ータ ・マ ネジメン ト・システムVS-ADMS;デ ー

　 タベース ・マネジメン ト・シス テムVS-DBMS;FORTRANコ ンパイラ

　 ;PL/1コ ンパイラ;エ レク トロニック ・メール ・システムMailway;WI　 SE
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ロセ ッサ 側 か らのOIS(オ フ ィス ・イ ン フ ォメ ー シ ョン ・シス テム)と オ フコ

ン側 か らのVSコ ンパ イ ン ド ・シス テム で あ り,こ の両 シ ス テム の結 合用 とし

て イ ンテ リジ ェ ン ト ・ネ ッ トワ ーク ・プ ロ セ ッサ のWISE(Wang　 Inter　 Sys-

tem　 Exchange)を 発 表 して きた。

　 こ の 狙 い は,極 め て は っ き り し て い る 。 ワ ー ド ・ プ ロ セ シ ン グ と デ ー

タ処理 の結 合 で あ る。 これ を ワー ド ・プ ロセ ッサ 側 とオ フ コ ン側 の 両 面 か ら展

開 し よ う として い るの で あ る(図4参 照)。 っ ま り,OISと は ワ ー ド ・プ ロ

セ ッサ に デ ー タ処 理 機 能 を付加 した拡 張 版 で あ り,VSコ ンパ イ ン ド ・シ ス テ

ムは オ フ コ ンへ の ワ ー ド ・プ ロセ シ ン グ機 能 の 付加 であ る。

　 Wangは ワー ド ・プ ロ セ ッサ の製 品 と して,WPSモ デ ル5か ら30ま で を揃

えて い る。 これ をOISへ の拡 張 の た め,デ ー タ処 理分 野 の ソ ー トや 四則 演 算,

デ ー タ通 信 機 能 を標 準 機能 と し,磁 気 デ ィス ク容 量 を800MBに 強 化 した。 さ

らに,BASIC言 語 に よる プ ロ グ ラ ミン グ機 能 を付 加 した。この よ うな 機 能 を

付加 した こ と に よ って タ イ プ した 文書 か らデー タ を抽 出 して統 計な どが とれ る

よ うに な ったの で あ る。 この よ うに 英 文 の 文 書 処理 が主 体 だ が デ ー タ処 理 に も

一 歩踏 み 出 した の が ,OISで あ る。

　 一 方VSコ ンパ イ ン ド ・シス テ ムは,78年 に発 表 した 新 シ リーズのVSフ ァ

ミ リー を使 用 して い る。従 来 の2200フ ァ ミリ ーは,パ ー ソナル ・ニ ー ズ向 け

だ ったの に 対 してVSフ ァ ミ リーは仮 想 記 憶 方 式 の 汎用 小 型 コ ン ピュ ー タで あ

る。 このVSフ ァ ミ リーの ソ フ トウ ェ アの 中 に ワ ー ド ・プ ロセ シ ン グ機 能 を付

加 したの で あ る。 これ は,ワ ー ド ・プ ロセ ッサ 系 の ノウ ハ ウ を ソ フ トウ ェ アの

形 でVSフ ァ ミ り一に組 み込 ん だ わけ で,こ れ に よ りデー タ ・プロセ シン グか ら

ワ ー ド ・プ ロセ シ ングへ 歩 み 寄 りを図 った わ けで あ る。

　 この よ うに 文 書 処 理 と デ ー タ処 理 の別 々の 分 野 か らス ター トし て育 て上 げ た

機 種 の 機能 を生 か しな が ら,80年 代 市場 に 向 け て の オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョ

ン用 機 器 へ の 発 展 を図 っ てい るの で あ る。

　 以 上 の こ と を図 にす る と次 の よ うに な る。
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VSコ ンパ イ ン

ドシ ス テム

{

VS　 100(128の ワーク

　 　 　 　 ステーション可能)

　 2200VS

◆

●

文書処理分野 データ処理分野

図4:Wang社 のIISへ の ア プ ロ ー チ

　 ま たWang社 は,　 OIS用 に 電算 写 植機(フ ォ ト・タ イ プセ ッ タ)を 接続 した

シス テム を考 え 出 して お り・ 新 しい 成長 製 品 に仕 立 て あげ よ うと して い る
。 一

方 のVSコ ン パ イ ン ド ・シス テム は,OISの 機能 すべ て をカ バ ー し,高 度 な

使 用 形 態 のIISを 発 表 す る可 能 性 を有 し てい る。

　 将 来の 方 向 として,Wang社 の こ う した 方 向 性 は 多 くの 注 目 すべ き点 を持 っ

て い る 。

(3)　 VS　 100

　 　 VS　 100はIBM4300の 対 抗 機 とな るWang社 の 最新 鋭 機 で あ る が,同 社

　 に よれ ば,VS　 100はIBM370/158よ りス ル ープ ッ トが 優れ,4341と の

　 比 較 で は1.5倍 の パ ワ ー を持 ち,か っ4341よ り安 価 で あ る とい う。

　 VS　 100は,主 記 憶 が256KBか ら2MBで256KB単 位 に拡 張 で き,こ の

ブ ロ ック単位 に9,000ド ル の 費用 が か かる 。 これはIBM4300の 主記憶 の 増 設

に要 す る費用 の2倍 以 上 で あ る。 デ ィスク容量 は最大4 ,600Mバ イ トであ る。

128の 端 末 と周 辺 装 置 を接 続 す る こ とが で き る。 デ ー タベ ース用 ソ フ トウ ェ ア



●

と してVS-ADMSが 提 供 され て い る。 これ は ロ ジ カル ・デ ー タの 従 属性,自

動 ロギ ング と復 旧 処 理,複 数 ユ ーザ ーの デー タの 更 新,多 数 ア クセ ス ・パ ス,

デ ー タ及 び ア プ リケ ー シ ョン ・シ ス テ ムの集 中 制 御 を備 え て い る
。

　 WangはVS　 100と 従 来 か らのVSモ デル用 の ワ ー ド ・プ ロセ シ ン グ ・ パ ッ

ケ ー ジ も発 表 して い る 。 また48KのWP/DPの ワー ク ステ ー シ ョン2246C

モ デ ル も発表 して いる。あ らゆるWP処 理 は,　 VSで 行 わ れ て い るDP処 理 に 影

響 を与 え る こと な く,こ の ワー クス テ ーシ ョン(イ ンテ リジ ェ ン ト ・ター ミナ

ル)で 実行 され る。 つ ま り,WPとDPは ,コ ン トロー ラの上 で は 並列 的 に 行 わ

れ るの で あ るが,個 々の ワークステーシ ョン上 で は 行 われない とい う こ とで ある。

　 この よ うな統 合 情 報 シス テム(IIS)で あ るWPとDPの 間 の フ ァイ ル の互

換 性 は まだ 弱 く,透 過 性 も完 全 で は な い。 例 えば,IISの 下 で のVSはDP用

の フ ァ イル をWP用 の フ ァ イル に変 換 す る こ とは 可能 だ しそ の 逆 も可 能 で あ る

そ してWPの 機 能 を使 用 して,　 DPの 内容 を編 集 した りす る こ と もで きる。しか

し この変 換 は完 全 に行 わ れ る と言 うわ けで は ない 。DPとWPの 間の 変 換 時に

問 題 が生 じるわ け は,こ の 変 換 が1っ の モ ー ド(例 えばDP)が 他 のモー ド(W

P)にtt移 植"さ れ る とい う方 法 を と って い るか らであ る。 す な わ ちVSの ア

ーキ テ クチ ャ ーは ,DP処 理 を最 適 化 す るた め に 設計 され て お り,一 方OISは

主 にWPを 狙 ってい る。将来にお いては,完 全 な透 過 性 を持 ったttバ ーチ ャル"ア ー

キ テ ク チ ャーが 開 発 され るであ ろ う。 そ して そ こではDPとWPは 本 質 的 に 同

じ もの とな る。WangのDP/WP統 合 化 への 試 み は まだ始 ま った ば か りなの で

あ る。

◆
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4.　 マ イ ク ロ ネ ッ ト 社

　 調 査 先:Micronet,Inc.

　 所 在 地:　 2551VirginiaAve.

　 　 　 　 　 　 　 N.W.,Washington,D.C.20037

　 調 査 月 日:　 1979年10月19日

　 面 接 者:　 Mr.　 Larry　 Stockett

　 　 　 　 　 　 　 　 　 President

　 　 　 　 　 　 　 Ms.　 Peinela　 Wade

1.会 社 概 要

　 Mic　 ro　net社 は,32才 の 青年 社長 ラ リー ・ス トケ ッ ト氏 が設 立 した新 しい 会

社 で,ウ オー タ ーゲ ー ト ・ビル に 隣接 して い る。

　 この会 社 は 別名 ペ ーパ ー レス ・オ フ ィス と呼 ば れ る程,マ イ ク ロ フ ィル ム ・シ

ス テ ム を始 め オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンに関 す る数 々の 新 しい アプ ロー チ を試

み てい る。

　 同社 の 業務 の 主 な 内容 は,新 しい 情 報技 術,情 報 資源 管理 に関 す る研 究,政 府

及 び企 業 に対 す る情 報 処 理 コ ンサ ル テ ィ ン グ,オ フ ィス ・オ ー トメ ーシ ョ ンに 関

す る各種 セ ミナ ー,市 場 調 査,市 場 開 拓,顧 客 サ ー ビス,ソ フ トウ ェ アの 開 発 等

で あ る。

　 また,17社 に及 ぶ スポ ンサ ーか ら提供 され た機 器 をペ ーパ ー レ ス ・オ フ ィス ・

デ モ ンス トレ ーシ ョン ・セ ンタ ーに 設 置 し,見 学 者に対 す る実 質 的 な サ ー ビス も

行 っ てい る。

　 各 スポ ンサ ーが提 供 し て い る機 器 の 総 額 は,時 価600万 ドル に も昇 る と言 われ

てい るが,同 社 が 予測 して い る年 間5,000人 の 見 学者 に よ る大 きな 潜 在市 場 の開

拓 を考 え る と,ス ポ ンサ ー も将 来 的 に は 充 分 ペ イす る と言 え る。 事 実,1979年

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一90一
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5月 公 開 後10月 まで の 半年 間 に,3,000人 の見学 者 が同 セ ン タ ー を訪 れ て い る。

　 この こ とか ら も,オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンに 対 す る各 ユ ーザ ーの関 心 が 極

めて 高 い こ と を物 語 っ て い る。

　 社 長,ラ リー ・ス トケ ッ ト氏 も次の 様 に 提 唱 してい る。

　 「現 在,企 業 に お け る業 務 の生 産 性 は,製 造 部 門 に比 べ,事 務 部 門は 極 め て低

い状 態 に放 置 され て い る。 我 々は,こ の 事務 部 門 の生 産 性 を向上 させ るた めに 多

くの 研 究 を行 い,い くつ かの モ デ リン グ を行 った。 そ の シ ス テ ムは,オ フ ィス で

働 くす べ ての 人 達 の 利 便 性 を追 究 した もの であ り,マ イ クロフィルム ・イメージ ・

デ ー タ,音 声 デ ー タ処 理 を総 合 した イ ンチプレー テ ッ ド・システ ムで あ る。 勿 論

ペ ー パ ー レ ス と言 って も,業 務 の 性 格 に よ って は,ペ ーパ ーの使 用 が よ りベ タ ー

の 場 合 もあ る。 重要 な の は,業 務 の 性格 に 応 じて効 果 的 に使 い分 け る こ とで あ る。」

2.世 界 で 最 初 の ペ ー パ ー レ ス ・オ フ ィ ス

　 1979年5月2日,Micronet社 は,ワ シ ン トン市,ウ ォ一 夕 ゲ ー トに,次 の

目的 で 世界 で最 初 の ペ ーパ ー レス ・オ フ ィス を開 設 した。

① オ フ ィス に お け るペ ーパ ー ・フ ロ ーを最 少 限 に し,情 報 処理 の 効 率 を向 上 さ

　 せ るた め,政 界 や産 業 界 で 応用 され てい る現 実の オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン

　 技 術の 発 展 性 と高 度 な 応用 を啓 発 す る。

② 経 営 者 や デ シ ジ ョン ・メ ー カ ーが オ フ ィスの生 産 性 を向上 させ るた め に 必 要

　 な,適 切 な情 報 や知 識 を得 る こ との で きる,ラ ー ニ ング ・セ ンター を持 つ。

③ 　新 しい オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョ ン技 術 の 認 識,応 用 及 び その 効 果 を測 定 し,

　 情 報 処 理 シス テ ム の 改 善 を行 う。

④ マ イ ク ロ グ ラ フ ィ ッ クスの 潜 在 ユ ーザ ー及 び ペ ー パ ー レス ・オ フ ィス技 術 に

　 関 心 を持 つ 企 業 に対 し,コ ンサ ル テ ィ ン グ ・サ ー ビス を提 供 す る。

⑤ 各 々の 企 業で オ フ ィス ・オー トメー シ・ンに有 効 な デモンス トレー シ 。ン ・セン

　 ター を運 営 す る こ とは,費 用 対 効 果 の 面 で 効 率 が 悪 い。 また,ペ ーパ ー レス ・

　 オ フ ィスや将 来 の オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンに 関 す る議 論 は 行 われ て い て も,
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　 タ イ ム ・ス ケ ジ ュー ル を持 ってい る 企 業は 少 な い。 ペ ーパ ー レス ・オ フ ィスの

　 設 立 は,こ の 問 題 を解 決 す る。

⑥Micronet社 が 実 際 に行 って い る業 務 を・ デ モ ンス トレー シ ョ ン'セ ン タ ー

　 で 行 うこ とに よ り,政 府 や 企 業 の トップ ・マネジャーに対 し,オ フ ィス ・オ ー ト

　 メ ー シ ョンに対 す る関 心 と宣 伝 効 果 を高 め る こ とが で き る。

以 上 が ペ ーパ ー レス ・オ フ ィス設 立 の 目的 であ るが,こ の 目的業 務 を行 うた め,

多機 能 を持 つ近 代 的 オ フ ィス,デ モ ンス ト レー シ ョ ン ・セ ンター及 び ラー ニング ・

セ ン タ ー の3部 門 か ら構 成 され てい る。

〔1〕　 デ モ ン ス トレー シ ョン ・セ ン ター

　 　 デ モ ン ス トレー シ ョン ・セ ンタ ーに は スポ ンサ ー17社 に よ り,次 の様 な機

器 が 出 品 され,見 学 者 に 対 す る サ ー ビス を行 って い る。

(1)デ ク テ ー シ ョン装 置(口 述 装置)

　 　 　プ ッシ ュホ ン,ダ イ ヤ ル電 話等 か らの 呼 び 出 しが 可 能 で,電 話 に よる 口述

　 　内容 を録 音 し,そ の 内容 を必 要 な 部 門 へ 自動 的 に転 送 す る。 同 時 に4ケ 所 ま

　 で の処 理 が可 能 で あ る。

(2}　 カ ラー ・グ ラフ ィ ック ・デ ィス プ レ イ

　 　 　ス タ ン ド ・ア ロ ーン型 の オ フ ライ ン装置 で あ り,数 値,図 形,地 図 等 の 表

　 示 に利 用 で きる。

(3)　 OCR用 ワー ド ・プ ロ セ ッサ

　 　 　ワ ー ド・プ ロセ ッサ を,さ らに効 果 的 に利 用 す るた め,OCRと ジ ョイ ン

　 　 トして い る。

　 　 オ フ ィス に設 置 し て あ る,す べ ての タイ プ ライ タの 活 字 をOCR用 に し,

　 　ワー ド ・プロセ ッサの イン プ ッ ト ・タ ー ミナル と して い る。 ワー ド・プ ロセ ツ

　 サ に は,デ ィス プ レイ装 置 が 接 続 され て お り,ダ イ ビ ン グ した文 章 の 修 正,

　 編 集 処理 を行 う。 す な わ ち,ワ ー ド ・プ ロセ ッサ を タ イ プ ライ タ代 りに 使用

　 す るの で は な く,本 来 備 えて い る機 能 を充 分 に 活用 して い る の で経 済 的 に も
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　 有利 で あ る。

(4)　 PDPデ ー タ ・プ ロセ ッサ

　 　 256Kの 記憶 容量 を持 つ 周 辺 装置 制御 用 ミニ コ ン ピ ュー タで あ り,次 の 制

　 御機 能 を持 ってい る。

①

②

③

④

⑤

24台 の 端末 機

2台 の磁 気 テ ー プ装 置

2台 の 磁 気 デ ィス ク装 置

2台 の ライ ン ・プ リ ン タ

2台 の フ ロ ッ ピー ・デ ィス ク装 置

　 以 上 の制 御機能 に 加 え,こ れ らの 装 置 の 有効 稼 動 に必 要 な各 種 アプ リケ ーシ

　 ョン ・プ ログ ラム ・パ ッケ ー ジ も完 備 され て い る。

(5)　 マ イ ク ロ フィ ル ム ・シ ス テム

　 　 統 合 化 され た マ イ クロ ン ステ ムで あ り,次 の 機 器 群 が あ る。

　 ① マ イ ク ロ ・レ コ ーダ ー

　 　 　 磁 気 テ ー プ上 に 記 録 され てい る内容 を,マ イ ク ロ フ ィ ッシ ュに出 力 す る。

　 　 或 い は,PDPか ら直 接 オ ン ラ イ ンで 出 力 す る。

　② 　マ イ ク ロカ メ ラ

　 　 　 各種 印刷 物 か らマ イ クロ フィ ッシ ュ を作 成 す る。

　③ マ イ ク ロ ・リー ダ/プ リ ンタ

　 　 　毎 時600枚 の 高速 で,標 準105㎜ の マ イ クロ フ ィ ッシ ュか ら,ハ ー ド ・

　 　 コ ピ ーを得 る こ とが で き る。 同 一種 類 ハ ー ド ・コ ピーの 部 数 指 定 も可 能 で

　 　 あ る 。

　④ マ イ ク ロ ・デ ュ プ リケ 一 夕 ー

　 　 　毎 時200枚 の 速 度 で,オ リジナ ル ・マ イ ク ロ フィ ッシ ュか ら,シ ル バ ー,

　 　 ジ ア ゾ,ベ シキ ュ ー ラーの 各種 フ ィル ムへ の コ ピーが で き る。

　⑤ 　 マ ス ・モ ジ ュ ール記 憶 検 索 装 置

　 　 　標 準105mmマ イクロフ ィッシュの大容 量 記憶 装置 で,連 動 す る検 索 装 置 に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一93一



イ ンチ プレ ー テ ッ ド ・マ イク ロ ・シス テ ム

マイク ロ

フィッシュ'

コ ピ ヤ ー

・キ ー ・テ レホン

・マ イク ロ・.リーダ ー

・CRTデ ィスプ レイ

・デジタルVT

・キー ・テレホン

・マイクロ ・リーダ ー

・CRTデ ィスプレイ

・ポ ータブ ル ・

マイクロ ・リーダ ー

・ポ ータブル ・

マイクロ ・プリンタ

・ポ ータブル ・

CRTデ ィスプレイ

・マイクロ ・リーダー

・マイクロ ・プリンタ

・COM&CRT

デ ィ スプ レ イ

(PDP　 11/34に接 続 可 能)

マイクロフ ィッシュ ・

リ ー ダ ー ・

プ リ ン タ

マイクロフ ィッ シュ用

　 　 カ 　 　メ　 フ

　 (印 刷 物 よ り)

・キ ー ・テ レホン

・マイクロ ・

　 　 　リーダ ー

・キ ー ・テレホ ン

・マイクロ ・

　 　 　 リーダー

・キ ー ・テレホ ン

・マ イクロ ・

　 　 リ ーダ ー

マ ス ク モ ジ ュー ル

マイクロフィッシュ

　 記 憶 装 置

マ イ ク ロ フ ィ ッ

シ ュ検 索 装 置

マ イ ク ロ フ ィ ッ

ソ ユ ・コ ピ ヤ ー

磁気 テープ

装 置

PDP

11/34

プロセッサ

OCR用

ワー ド・

プロセッサ

ワー ド ・プ ロセ ッサ

カラー・グラフィック

デ ィス プ レ イ

図1:デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン ・セ ン タ ー の 機 器 群
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　 よ り,高 速 で の 検 索 が 可 能 で あ る 。 マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュの 記 憶 容 量

　 は,2万 ～10万 枚 で あ る。

⑥ 　マイ ク ロ ・メール ・デ ィス プ レイ装 置

　 　 手 紙,メ モ,議 事録,カ ス トマ ー電 話 帳 等 を一本 化 し,16枚 の カ ー ト リ

　 ッ ジに 収 録 して あ り,必 要 に応 じて検 索 し,ブ ラウ ン管 上 に 表 示 す る こと

　 が で きる 。

⑦ ポ ー タ ブ ル ・マ イ ク ロ装置

　 　 小 型,か っ 軽 量 な ポ ー タ ブ ル装 置 と して 次 の もの が 開発 され て い る。

　 　 1)ポ ー タ ブ ル ・マ イ ク ロ ・リー ダ ー

　 　 ii)ポ ー タ ブル ・マ イ ク ロ ・プ リン タ

　 　 iiDポ ータ ブル ・マ イ ク ロ ・デ ィス プ レイ

これ らの装 置 は オ フィ ス間の 利 用 に供 せ られ るだ けで は な く,各 企 業の セ ー

ル ス マ ンが カス トマ ー に赴 き,そ の場 で カ タ ロ グや必 要 資 料 の プ レゼ ン テ ー

シ ョンに利用 す る等 ユ ニ ー クな機 器 で あ る。

●

〔2〕Micronet社 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム

　 　 Micronet社 の コ ミ=ニ ケ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム は,図2の 通 りで あ る 。

　 そ の 機 器 構 成 を 見 て もわ か る様 に,セ ン トラル ・オ フ ィス ・プ ロセ ッサ,構 内

交 換 機 を中 心 に,音 声 デ ー タ,イ メ ー ジ ・デ ー タ ・ 静 止 画等 新 しい メ デ ィ ア ・コ

　 ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンの 開 発 に 力 を 入 れ て い る。

　 　す な わ ち,

(1}ス ロ ー ・ス キ ャ ン ・テ レ ビ に よ る 静 止 画(写 真,濃 淡 ドッ ト画)イ メ ー ジ ・

　 　 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン

(2)磁 気 テ ー プ ・ベ ー ス に よ る 口 述 装 置 を利 用 し た 無 人 デ ク テ ー シ ョ ン及 び 編

　 　 集 装 置

　 (3)オ ー デ ィオ ・テ ー プ.ビ デオ ・テー プ,マ イ ク ロ ホ ンに よ る 音 声,イ メ ー ジ 入

　 　力 シ ス テ ム
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(4)磁 気 デ ィ ス ク ・ベ ー ス に よ る音 声 フ ァ イ ル か らの ラ ン ダ ム ・ア ク セ ス1/0

　 シ ス テ ム

㈲ 　 パ タ ー ンに よ り,音 声 を認 識 し,コ ン ピ ュー タに連 動 す る電 話 機 か ら応答

　 を行 う,留 守番 電 話,さ らに必 要 に 応 じて,記 憶 装 置 内 に あ る メ ッセ ー ジを

　 ア ウ トプ ッ トす る シ ス テ ム

な どがMicronet社 の コ ミュニケー ション ・システ ムで あ るが,現 在 の オ フ ィス

事務 処 理 は,マ イ クロ フィッシ ュが主 体 で あ り,音 声 や イ メ ー ジが充 分 に駆使 さ

れ るの は ・ なお 多 くの 時間 を要 す る感 が あ った。

◆
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タ

構内交換機

(PBX)

＼
、
　 、

デクテーション

(川 述 装置)

電 話

デクテーション　 　 　 　 　 　 (出 力用)

・タ ンク

ピテオ・コンファレンス

オーディオ ・テープ　 　 　 　 　 　 (入 力用)

オーデ㌦オVTR

ランダム ・ア クセス

音 声 フ ァ イ ル

ハー ドワイヤー ・

デ ー タ ・ライン

その他の

周辺装置

一
デ ー タの流 れ

音 声 の流 れ

イメ ー ジの 流 れ

図2　 Micronet社 の コ ミ ュ ニ ゲ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム
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〔3〕ラーニ ン グ ・セ ン タ ーの 趣 旨

　 　ペ ーパ ー レス ・オ フ ィ スの も う一 つ の活 動 で あ る ラーニ ン グ ・セ ンタ ーで は

次 の 様 な 研 修 を行 って い る。

(1)　 ラー ニ ン グ ・セ ン ターの 趣 旨

　 　 　 「経 験 は 学 ぶ こ とで あ る 」をモ ッ トーに オ フ ィス ・オ ー トメ.一シ ョンの 達

　 　成 に関 す る直接 実務 的 な知 識 や技 術 を理 解 す る た め の学 習 方 式 を開 発 す る。

　 　 　前 に も述 べ た様 に,過 去10年 間製 造 業関連 労 働者 につ い て は85%以 上の

　 　生 産 性 を向上 させ る こ とが で きた が ・ 情報 処理 関連 労 働 者 の生 産 性 は ・実 質

　 　的 に 殆 ん ど変 化 して い な い。 この 意 味 で情 報 処理 関連 労 働 者 は もと よ り,管

　 　理 ・監 督 者,一 般 事 務 労 働 者 の生 産 性 を向 上 させ る こ とは,極 めて 可能 性 が

　 　高 く,ま た,今 が絶 好 の チ ャ ンス で あ る。 電 子 メ ール,ワ ー ド ・プ ロセ シ ン

　 　グ,オ ン ライ ン ・デ ー タベ ース ・ア クセ ス,テ レ コ ミュニ ケ ーシ ョ ン,マ イ

　 　 ク ロフ ィ ルム に よる 情報 記 憶 及 び 検索 等 の利 用 に関 す るオ フ ィス ・オ ー トメ

　 　ー シ ョ ン技 術 は,今 後 の 情報 管 理 上 の 諸 問題 を解 決す るた め に,ま す ます 必

　 　要 にな って くる。

　 　 　 この ラー ニ ング ・セ ン タ ーで は,こ れ らの 総 合 的 オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ

　 　 ョン技 術 を関 係 者 が 直接 学 習,修 得 す る こ とが で きる こ とで 大 きな役 割 りを

　 　果 す こ とにな る。

(2)　 ラー ニ ング ・セ ン タ ーの 講 師 陣

　 　 　研修 会 の 講 師 に は,業 界 の 権 威 者,学 識経 験 者 及 び先 進 ユ ー ザ ーの 実務 経

　 　験 者 等 が 選 ば れ て い るが,主 な 講 師 は 次 の 通 りで あ る。

　 　 　① ラ リー.A.ス トケ ッ ト

　 　 　 　　 　 　 Micronet社 社 長

　 　 　② ロバ ー ト.M.ラ ン ドウ

　 　 　 　　 　 　 Science　 Information　 Association会 長

　 　 　③ フ レ ッ ド ・ア ンポ ー ト

　 　 　 　　 　 　 A.T.Ke　 arney社 情 報管 理 コンサ ル テ ィン グ担 当 重役
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　 　④ ロイ ・キ ャ ンベ ル

　 　 　 　 　 　 Dun&Bradstreet社 計 画 開 発 担 当 副社 長

　 　⑤ ス タ ン レ ー ・ウェ ラ ン ド

　 　 　 　 　 　 Exxon　 Enterprises社 情 報 シ ス テ ム部 首 席顧 門

　 　⑥ 　ロバ ー ト ・ウ イ リアム ズ

　 　 　 　 　 　 Cohasset　 Associates社 社 長

　 　⑦ ア ノ ール ド ・ク ナイ テル

　 　 　 　 　 　 E.1.duPont　 de　Nemours&Co.

　 これ らの 講師 に よ り次 の 日程 で研 修 会 が 行 われ る。

(3)研 修 日程 と概 要

　 ① 　 1日 目

　 　 　 1日 目は,現 状 に お け る オ フ ィ ス ・オ ー トメ ーシ ョ ン全 般 に 渡 る総 括 的

　 　 な入 門 コー ス で あ り,主 な 内容 は 次 の通 りで あ る。　 　 "

　 　 　 i)各 種 機 器 の 特 徴 とそ の 適 応 性

　 　 　 iD機 器 構 成 と イ ン タ フ ェー ス

　 　 　 liDオ ペ レ ーテ ィン グ ・シ ステ ム

　 　 　 iv)オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョ ンの た めの ヒュー マ ン ・フ ァ ク タ ー

　 　 　 V)生 産 性 向上 に結 びつ く オ フ ィス ・オー トメー シ ョンへ の アプ ロ ーチ

　 　 　 vi)関 連 ソ フ トウ ェア

　 　 　 vii)オ フィ ス ・オー トメ ー シ ョンに 適 した組 織 の 改革

　 　な どで あ るが,さ らに 内 容 を充 実 し,ト ップ ・マ ネジ ャ ー と し ての将 来展

　 　望,情 報 政 策,投 資計 画,人 事 管 理 等 も含 め る こ とが 提 案 され て い る。

　② 　 2日 目

　 　 　 企業 戦 略 を中 心 と した 管 理 者の た めの 研修 で あ り,次 の 様 な 出席 者 を対

　 　 象 と して立 案 され て い る。

　 　 　 D　 出席 対 象 者

　 　 　 　 ・オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョン企 画 チ ー ム
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禽

　 　 　 　 ・デ ー タ ・プ ロセ ス 部 門管 理 者

　 　 　 　 ・イ ン フ ォー メ ー シ ョン ・シ ス テム 部 門 管理者

　 　 　 　 ・情 報 記 録,整 備 部 門 管理 者

　 　 　 　 ・生 産 部 門管 理 者

　 　 　 ii　)趣 　 　 旨

　 　 　 　 ・オ フ ィス ・オ ー トメ ーシ ョン及 び情 報 管 理に 関 す る実 践 的 な 手 が か

　 　 　 　 　 りを与 え る。

　 　 　 　 ・オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンに必 要 な技 術の 詳 細,管 理 及 び組 織 の

　 　 　 　 　変 革 に関 す る問題 の 解 決 に焦 点 を 合せ て研修 す る。

　 　 　 　 ・開 発技 術 の テ ス トと適用 方 法 の 定 義 。

　 　 　 この 研 修 に よ り,オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョンの達 成 を 目 ざ して ・ それ

　 　 　 ぞれ の 分 野 か ら選 ば れ た シ ステ ム設 計 者,開 発 者 及 び 実 施 者 は,こ の 研

　 　 　修 を充 分 理 解 し実行 に 移 す こ とが で き る と確 信 し てい る。

　 　 　 llD主 な 内容

　 　 　 　 ・自動 化 オ フ ィスの 計 画 と実用 化の た めの方 策 に 関 す る コ ンサ ル テ ィ

　 　 　 　 　 ン グ。

　 　 　 　 ・ペ ーパ ー レス ・オ フ ィス設 置機 器 に よるデ モ ンス トレー シ ョ ン とそ

　 　 　 　 　 れ に 対 す る討 議 。

　 　 　 　 ・デ シ ジ ョン ・サ ポ ー ト ・シ ス テ ム及 び情 報資 源管理 に関 す るMIS

　 　 　 　 　技 術 の 研 究 。

　 　 　 　 ・シ ス テ ム ・デ ザ イ ン及 び機 器 選 定 に 関 す る研 究 。

　 　 　 　 ・オ フ ィス ・オ ー トメ ーシ ョンに 関 す る財 務及 び経 済 性 の 考 察 。

　 　 　 　 ・オ フ ィ ス ・オー トメ ー シ ョンに関 す る ヒュー マン ・フ ァクターの考 察 。

　 　 　 　 ●機 器 導 入計 画 とそ の 方 法 の検 討 。

　 　 　 　 ●テ レ コ ミュニケ ーシ ョ ン(ロ ー カ ル ・ネッ ト,プ ロ トコル)の 検 討。

(4)上 級 研 修 会

　 　 上級 研修 会 は,現 在 の オ フ ィス ・オー トメ ーシ ョンに 関 す る最 も進ん だ 研
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修 会 で次 の 人 達 を対 象 に行 う1日 コ ー ス で あ る。

① 　 出席 対 象 者

　　 D　 オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョン企 画 チ ー ム

　　 iD　 シス テ ム設 計 者

　　 iii)情 報 管理 者

　　 iv)シ ス テム 企画 者

　　 V)ソ フ トウ ェ ア設 計 者

② 　 趣 　 　旨

　　 　 オ フィス ・オー トメーシ ョン を理 解 す る上 での 過 去 か ら現 在 まで の発 展 過

　　程 の 見 直 し。 過去 の ノ ウハ ウを踏 ま え,現 在 の情 報 処理 をい か に効 率 的 に

　　変 えて行 くか の種 々の 問題 に つ い て研 究 討 議 す る。 特 に 新 しい 変革 に伴 う

　　 キ ー と して,多 種 多様 な技 術,メ デ ィ ア,各 種 機 器の 利用 体 制 等 に っ い て

　　検 討 し結 論 を生 み 出 す。

③ 　主 な研 修 内容

　　 D　 オ フ ィス ・オ ー トメ ーシ ョンに お け る新 しい メ デ ィア に つ いて 。

　　 iD　 オ フ ィス機能 の検 討 と組 織 の再 編 成。

　　 i"　)オ フィス機 能 の プ ロセ ス とそ の技 術。

　　 jv)　 ワー ド ・プ ロセ シ ン グ とデ ー タ ・プ ロセ シ ン グの 統 合。

　　 V)大 容量 記 憶 装置 を利用 した マ イ ク ロ検 索 シス テ ム。

　　 vi)テ レ コ ミ ュニ ケ ーシ ョン と デ ー タ ・コ ミュニ ケ ー シ ョン。

　　 viD　 デ ータベ ース ・マ ネ ジメ ン ト ・シス テ ム。

　　測)ア ル フ ァニ ュー メ リッ ク情 報 と グ ラ フ ィ ッ ク情報 の 統 合。

　　 ix)事 例研 究 。

　　 ×)将 来の 統 合化 オ フ ィ ス。

以上 が ラ ー ニ ング ・セ ンタ ーに お け る研 修活 動 で あ る。
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3.第2の ペ ー パ ー レ ス ・オ フ ィ ス の 設 立

　 ア メ リカ生 産 性 セ ンタ ーは,1979年 中 に5万 ドル を投 じ,新 しい ビル に 移 転

す る計 画 を持 って い る。(移 動 状 況 は 未 確 認 。)この 移 転 に伴 い,Micronet社 は,

セ ンタ ー内 に 自動 化 オ フ ィス を設置 す る計 画 を持 ってい る。 この計 画 で は,現 在

の セ ンタ ー 内で 利用 してい る設 備 に,Mi・ronet社 独 特 の ビ ジ ネス 管理 用 ソ フ ト

ウ ェア を提 供 す る こ とに な っ てい る。

　 また,Micronet社 は ヒ ュ ー ス トンに 第2の ペ ー パ ー レ ス ・オ フィス を開

設 す る。 この オ フ ィス か ら,生 産 性 セ ン タ ーの 活 動 に必要 な技 術 援助 を行 う予 定

で あ る。

　 現 在,生 産 性 セ ン タ ーで は,経 営改 善 に関 す る調 査,研 究,生 産 性 を 向上 させ

るた めの オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン ・テ クニ ッ クに関 す る要 綱 を体 系 的 に作 成

して い る最中 で あ る。

　 Micronet社 は,こ の 共 同研 究 の た め,生 産 性 セ ンタ ー と少 くと も今 後5年 間

の 提 携 を結 ぶ こ とに な って い る。 第1弾 とし て1980年4月 中 旬 に 「生 産 性 の 研

究 」と言 うテ ーマ で 重 要 な会 議 を開 催 す る計 画 を 立 ててい る。 その 頃 に なれ ば,

第2の ペ ーパ ー レス ・オ フィス も実質 的 な活 動 を開 始 し,生 産 性 セ ンタ ーを積 極

的 に 援 助 す る こ とに な る。

4.Micronet社 の ス ポ ン サ ー

　 最 後 に参 考 まで にMicr・net社 の ス ポ ンサ ー を掲 げ てお く。

　 現 在,Micronet社 の ス ポ ンサ ーは表1の17社 で あ るが,製 品及 びサ ー ビス

につ い て の 問 い 合 せ 等 は,ペ ーパ ー レス ・オ フ ィス,或 いは,各 ス ポ ンサ ー に直

接 連 絡 す る こ とに な って い る。
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表1:Micronet社 の ス ポ ンサ ー

A.B.Dick　 Company　 Records　 Syst●ms　 Operation

5700West　 Touhy　 Avenue

Chicago,　 IL　60648

提 供 晶:マ イ ク ロ フ ィ ッシ ュ ・カ メ ラ ・プ ロセ ッサ ー

National　 CSS

187Danbury　 Road

WilkOn,　 CN　 O6897

提 供 品:タ イ ム シ ェ ア リ ング お よび シ ス テ ム.・サ ー ビス

Aecess　 Corporation

4815Para　 Drive

Cincinnati,　 OH　 45237

提 供 品:大 容 量 マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ収 納 装 置

Auerbach　 Publishers,　 lnc,

6560North　 Park　 Drive

Pennsauker,　 NJ　 O8109

提 供 品:コ ン ピ ュ ー タ技 術 デ ー タ

Bruning　 DMsion,　 AM　 lntemational

l500　 Wi|son　 Bou|evard

Arlington,　 VA　 22209

提 供 品:マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ検 索 お よ び複 写 装 置

D8tagraphiX,lnc.　 A　General　 Dynamics　 Subsidiary

7315Wisconsin　 Avenue

Bethesda,　 MD　 20014

提 供 品 .:COMリ ー ダ ー お よび リー ダー/プ リ ン タ ー

Dictaphone　 Corporation

832001d　 Courthouse　 Road

Suite　 l20

Vienna,　 VA　 22180

提 供 品:デ ク テ ー シ ョン機 器

NBI

l711　 19th　 Street

Suite　 l200

Rosslyn,　 VA　 22209

提 供 品:ワ ー ド ・プ ロ セ ッ シ ング ・シ ス テ ム

NUS　 Corporetion

4Research　 Place

Rockville,　 MD　 20850

提 供 品:マ ネ ジ メ ン ト ・コ ンサ ル テ ィ ング ・サ ー ビス

Plessey　 Peripheral　 Systems

i9542　 Clubhouse　 Road

Gaithersburgt　 MD　 20760　 　　　　　　　　　　　　 .

提 供 品:ミ ニ コ ン ・シ ステ ム,ソ フ トウ エ ア 等

Quip　 SystemミDivision　 Exxon　 Corporation

1270Avenue　 of　the　Americas

New　 York,　 NY　 lOO20

提 供 品:フ ァ ク シ ミ リ装 置

.Realist,　 lnc.

N93W　 l　6288　 Megal　 Drive

Menamonee　 Falls,　W|53051

提 供 品:マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ ・デ ィ ス プ レイ ・ター ミナ ル

●

ECRM,　 Ine.　 An　 AM　 lntethational　 Sbusidiary

440North　 Washington　 Street

Falls　 Church,　 VA　 22046

提 供 品:OCR

Hamilton　 Sorter　 Company,　 enc.

3158Production　 Drive

Fairfield,　 OH　 450|4

提 供 品:モ ジ ュ ラ ー ・ワ ー クス テ ー シ ョ ン

Microsystems　 Engineering　 Corporation

l75　West　 Jackson　 Boulevard

Suite　 A-1542

Chicago,　 IL　60604

提 供 品:ソ フ トウ エ ア

Word　 Processing　 Associates

lO22　 WiLson　 Boulevard

Suite　 2004

Arlington,　 VA　 22209

提 供 品:ペ ー パ ー ・フ ィー ダ 一 等

Zytron　 Cerporation

2200Sand　 Hill'Road

Menlo　 Park,　 CA　 94025AM

提 供 品:COMサ ー ビス

(注)各 スポンサー は年 間 リー ス料1ド ル で,

　　　　.各機器,サ ー ビスを提 供 してい る。
●

▼
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5.バ ロ ー ス 社

調 査 先

所 在 地

調査期日

面 接 者

Burroughs　 Corporation

Burroughs　 Place　 Detroit,MI48232

1979年10月22日

Mr.William　 B.Anderson

　 　 Manager,　 Hall　 of　 Products

Mr.Hiromu　 Osada

　 　 Manager　 ,B-1800　 Promotion　 Pacific/Canadian

　 　 Division　 International　 Group

1.　 概 要 およ び 所 感

　 超 小 型 の 事務 用 コ ン ピ ュー タか ら,科 学技 術 演算 用 の ス ーパ ー ・コン ピ ュ ー タ

まで 業 界屈 指 の 幅広 い 製 品群 を揃 え る コ ン ピ ュー タ本体 メ ー カ ーで あ る。 か つ て

は 本体 メ ー カ ー各 社 の 中 で も最 も弱 小 で不 安 定 な メ ー カ ーだ った が,今 で はIB

Mに 次 ぐ利 益 を 上げ るところにまで至 っ てい る。 ここ10年 以 上にわ た って,売 上 げ ・

純 益 は 年 々 着 実 な 伸 び を続 け て い る。Chrysler社 の 凋 落 に象 徴 され る よ うに,

ア メ リカ 自動 車産 業 の メ ッカ,デ トロ イ トも停 滞 ム ー ドに 陥 って い るが,同 じデ

トロイ トに あ ってBurrOughsの 業 績 は ひ と きわ光 彩 をは な って い る。

　 IBM亜 流 の コン ピ ュー タ ・ア ー キ テ クチ ャー を よ しとせ ず,独 自の ア ーキ テ

クチ ャ ー開発 を続 け る 同 社は また,業 界 の技 術 的 リー ダー との 自負 も持 って い る。

IBMよ り も早 く自動 メ モ リ割 当(仮 想 記憶)方 式 を商品 化 した こ とや,す で に

60年 代 後 半 に 分散 処 理 用 の ター ミナ ル販売 を手 が けた こ とな ど は有 名 な 話 だ 。

　 オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョン分 野 で は,79年 初 めに オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョ

ン部 門 を設 立 し,積 極 的 な取 組 み姿 勢 をみせ て い る。 詳論 では,オ フ ィス ・オ ー

トメ ー シ ョン分 野に お け るBurrOughsの 戦 略 を中 心 にみて ゆ く こ ととす る 。
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2.詳 　 　 　論

(1)企 業 概 要

　 　 1886年1月 に 記 録式 加 算 機 の発 明 者 バ ロ ー ズ(William　 S.　Burroughs)

　 に よ ってAmerican　 Arithmometer　 Co.と して発 足 し,1905年 にBurroughs

　 Adding　 Machine　 Co.と 改称,1953年 に現 在 の名 称 とな った。コン ピ ュー タ

　 分 野 へ の 進 出 は1950年 で,57年 に は は や く も トランジス タを使 った コン ビュー

　 タを発表 して い る。

　 　 Eシ リー ズ電 子 式 会 計 機 と,パ ー トン方 式(開 発 者 ボ ブ ・パー トンの 名 を と

　 って こ う呼 ばれ る)と い われ る特 徴 的 な アー キテ クチ ャーを持 つB5000シ リー

　 ズ ・コ ン ピ ュ ー タに よ り,Burroughs発 展 の基 が築 か れ た とい え る。Eシ リー

　 ズ会 計機 は大 きな利 益 を もた らし,ま た パ ー トン方 式 コ ン ピュ ー タに よ り,技

　 術 的 先進 性 の 評 判 を獲 得 した 。

　 　 パ ー トン方 式 の 特 徴 は,ア ル ゴ リズ ム を どの よ うに良 く表現 す るか とい うソ

　 フ トウ ェ ア ・オ リエ ンテ ッ ドな 発想 か ら出 て きた と こ ろに あ る とい え よ う。50

　年 代後 半 に すで に 高級 言 語 を前提 と した コ ン ピ ュー タが 設 計 され て い たの で あ

　 る。 ハ ー ドウ ェア的 に は,む しろ わ か りに くさを売 り物 と して い る よ うな 点 も

　 あ るが,ソ フ トウ ェア ・コ ンセ プ トの ユ ニ ー ク さ,使 い 易 さは ユ ー ザ ー か ら高

　 く評 価 され て い る。 パ ー トン方 式 は ま た,非 ノ イ マ ン型 コ ン ピ ュー タの は し り

　 と も評価 され て お り,ソ フ トウ ェ ア危 機 が 現 実 的 問 題 と して表 面 化 しつ つ あ る

　現 在 、あ らた め て その 存 在 が 見 直 され て い る。

　 　 Burr・ughsの 発展 の 道程 を語 る には,前 会 長 マ ク ドナル ド(Ray　 W.　Macdo　 ・-

　 nald)の 名 は 忘 れ る こ とが で きな い。 利 益 の 向上 を優先 し,か つ持 続 可 能 に し

　 て余 裕 あ る成 長 を 目指 す とい う経 営 哲 学 で,マ ク ドナ ル ドは次 々 と輝 か しい 実

績 をお さめ,コ ン ピ ュー タの フ ル ライ ン化 を推 し進 め る と と もに,銀 行,保 険,

　そ の 他金 融 機 関 そ して 政府,大 学 とい った 特定 分 野に 的 をしぼ って カス トマー ・

　ベ ー ス の 拡 大 を 図 っ て き た 。あ らゆ る コス トを削減 し,か っ年 間15%と い う

　着 実 な成 長 を図 る とい うマ ク ドナル ドの 努 力 は,IBMに 次 ぐ利 益 率 の 高 さ と
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な って現 われ た が,そ の 反 作 用 も少な くなか った。 セール スマ ンの コ ミッシ ョン

を カ ッ トす る とい った コ ス ト削減 法 は,セ ール ス マ ンの 質 や モ ラ ールの 低 下 と

な って現 われ た 。工 場 の ス トラ イキ も決 して少な くな く,ま た未 だ に ア プ リケ ー

シ ョ ン ・サポ ー トの 面 に は弱 い と も言 われ てい る。

　 現在Burroughsは,ポ ール ・ミラ ビ ト(Paul　 S.Mirabito)会 長 に よ り率 い

られ でい るが,80年 末 には 停年 退任 とな り,代 って マ イケ ル ・ブル メ ンソ ー ル

(W.Michael　 B　lumentha1)前 財務 長官 の 新 会 長 就任 が 決 ってい る。ブル メ ン

ソ ール氏 は コン ピュ ータ に は全 くの 素人 だ が,同 じ よ うな高 度 技 術 開 発 企 業 の

経 営 に は 実績 が あ り,加 えて 政 官 界 へ の顔 の 広 さ,国 際 感 覚 と経験 は 「80年 代

の経 営 計 画 を実 行 して い く上 で経 営 陣の 大幅 な強 化 だ 」 と ミラ ビ ト会 長 は 評 価

して い る。

　 76年 にBurroughsの 副社 長 が宿 敵NCRの 社 長 に迎 え られ た とい う衝 撃的

な人 事以 来,Burroughsを め ぐる2度 目の 大 リクル ー ト劇 で あ った。 この大物

人 事に よ り,Burroughsは マ ク ドナ ル ド前 会 長 の 築 い た 礎 を継承 し,80年 代

の発 展 を図 る経 営 体 制 が つ く られ る こ とに な る。3年 間 とい う短 い ミラ ビ ト体

制 は,言 って みれ ば この新 体制 づ く りの た めの 中 継 期 間 で あ った 。前 会長 退任

前後 に あ った 後 継経 営 陣 へ の 不安 は,今 大 きな 希 望 と と もに 解 消 し よ う と して

い る。

　 最 近10年 間 の財 務 状 況 は 図1・2の 通 りで あ る。79年 決 算 でBurroughsは

28憶3,098万 ドルの売 上 げ と3億554万 ドル,1株 当 り7.45ド ル の 純 益 を 計

上,前 年 実 績 に比 べ15,1%の 増 収 ・206%の 増 益 とな った。ミラ ビ ト会 長 に よ

れ ば,レ ン タル お よびサ ー ビス に よる収 入 は12%の 伸 び を示 し,機 器の 売 切 り

に よ る収 入 は 前 年 実 績 に 比べ17%増 えた ・とい う。 最終 四 半期 は ・製造 が 受 注 に

追 い つ か なか った こ とやR&D支 出 を前 年 同期 よりも32%も 増 や した こと もあ

り,12.1%増 収 の8億8,166万 ドル と19%増 益 の1億3,248万 ドルに終 ったと

い うこ とで あ る。79年 を終 った 段 階 で の受 注 残 は,1年 前 に比 べ12%増 えて

い る。
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　 　 表1は,ア メ リカの 主 要 本 体 メ ーカ ーの78年 と79年 の 実績 をま とめた もの

　 であ る。

　 　 次 に カ ス トマ ー ・ベ ー ス の 状 況 をみ る と,79年 末 現 在,ア メ リカ国 内 に は4,637

　 台 のBurrOUghs製 コ ン ピ ュ ー タ が 設 置 さ れ て い る 。こ れ を 売 価 換 算 価 格 で み る

　 と ・32億4,300万 ドル とな り,汎 用 コ ン ピ ュー タ 市 場 で の シ ェ ア は約6.2%で あ る。

　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　(単位:100万 ドル)(単位
;100万 ドル)
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図1:BurrOughsの 売 上 げ ・純 益 推 移
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図2:Burroughs　 1株 当 り純 益 推 移

表1:主 要 主 体 メ ーカ ーの最 新 決 算 状況
(全 社連結決算)

1978 1979

売 上 げ

(100万 ドル)

純 　　 益

(100万 杓の

1株 当

り純益

(ドル)

売　上　げ 純　　　益 1株 当

り純益

(Dレ)

実　　 績

(100万 ド功聯 実　　 績

(100万 ドル)聯
Burroughs 2,460 253 6.21 2,831 +15.1% 306 +206% 7.45

CDC 2,738 89 5.17 3,250 +18.6% 124 +38.9% 7.20

Honeywe　 l　l 3,548 201 9.41 4,209 +187% 260 +293% 11.89

IBM 21,080 3,110 5.32 22,860 +　 8.5% 3ρ10
一3
.2% 5.16

NCR 2,611 194 7.22 3,003 +15.0% 235 +21.1% 878

Sperry　 Rand 4,065 214 6.12 4β86 +12.8% 259 +210% 7.24

〔注〕Sperry　 Randは 歴 年決算の数値(日 本 ユニパックに よる);NCRの78年 純 益 は営 業利益
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　 こ れ はIBM,HIS(Xeroxの ユ ー ザ ー ・ベ ー ス を 含 む),Univacに 次 ぐ4

番 目の 座 で あ る。 海 外 で の 設 置 ベ ース は2,851台,20億4,700万 ドル で これ も

ア メ リ カ系 メ ー カ ー と し て は4番 目 に ラ ン ク さ れ る。(い ず れ もIDC-

International　 Data　 Corp.一 の 調 査 デ ー タ に よ る。)

　 産 業 別 で は 伝 統 的 な 分 野 で あ る 銀 行 へ の 設 置 が 最 も多 く,Burroughsの ア メ

リ カ 国 内 設 置 ベ ー ス の 約21%に 達 し,製 造 業 全 体 へ の 設 置 よ り多 い 。次 は サ ー

ビ ス ・ ビ ュ ー ロ ーへ の 設 置 で あ る。

　 Burroughsが 特 に 強 い と言 え る分 野 は,銀 行,医 療 ・保 健 そ し て 卸 売 業 の 各

分 野 と な っ て い る。

(2)　 コ ン ピ ュ ータ本 体 分 野 の 動 向

Burroughsの 先 進的 技 術の 源流 は,前 に も述 べ た よ うに,1961年 に発 表 され

たB5000に あ る。　B5000は ス タ ック構造 とデ ィス ク リプ タ方 式 とい う技 術 を

採 用 し,そ の後 の バ ロ ース ・マ シ ンの 原型 と な った。 ス タ ック を用 い る こ とに

よ り,演 算 の 中 間結 果 を入 れ る ワ ー ク ・エ リアが 最 小限 で 済 み,情 報 の 最 小表

現 も実 現 され る ほ か,ア ル ゴ リズム の実 行 と制 御 構造 の 矛 盾 が解 消 され る など

の利 点 を生 じ る。 ま た,デ ィス ク リプ タ方 式 は,記 憶 エ リアに関 す る記 述 と制

御 に関 す る機 能 を プ ログ ラム ・コー ドの 内 か ら分 離で きる とい うメ リ ッ トを持

ってい る。

　 Burroughsは 早 くか ら高 級 言 語 の 重 要 性 を認 識 し,そ れ を前 提 とした シ ス テ

ムの 開発 を行 って きて い るの で あ る。 そ して ソフ トウ ェ ア ・レベ ルで の互 換 性

を守 りな が らグ ロース ・パ ス を提 供 して ゆ こ うと してい る。

　 1965～71の"500"フ ァ ミリ ー も,71～76の"700"フ ァ ミリー も,75年

12月 に発 表 され た現 役 機"800"フ ァ ミ リー も,そ して79年2月 に最 初 の2

機種 が発 表 され,現 在 そ の 整 備 が進 め られ てい る"900"フ ァ ミリー も,先 行 機

種 に 対 す る完 全 上 方 互 換 性 を持 って い る。 この 結 果,内 部 マ シ ン ・アー キ テ ク

チ ャ ー,イ ン ス トラ クシ ョン ・セ ッ ト,デ ー タ ・ス トラ クチ ャ ーな どは,例 え
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ばHISの シ リ ー ズ60な ど と比 べ,は る か に 多 様 性 に 富 ん で い る 。HISの ユ ー

ザ ー ・ベ ー ス はGEの そ れ を 吸 収 す る こ とで 増 大 し,一 方 のBurr・ughsは

自 己 の 内 部 拡 大 だ け で 成 長 し て き た こ と を み れ ば,こ れ は 注 目 さ れ る 点 だ 。

　 イ リ ノ イ大 が 国 防 省 の 研 究 用 と し て 設 計 した 巨 大 な マ ル チ ・コ ン ピ ュ ー タ ・

シ ス テ ム,ILLIACNの 製 作 を担 当 し て 以 来 確 立 され た ス ーパ ー,コ ン ピュー

タ で の 伝 統 は,BSP,AFPと な っ て 受 け つ が れ て い る。77年 早 々 に 発 表 さ

れ たBSP(Burroughs　 Scientific　 Processor)は,1秒 間 に 浮 動 小 数 演 算

を ス カ ラ ー ・モ ー ドで150万(1.5Mf　 l　ops),ベ ク トル ・モ ー ドで5,000万 回

(50Mflops)行 う と い う ス ー パ ー ・コ ン ピ ュ ー タ で,　 I　BM　 3838,　 Univacの

Array　 Processor,そ し てCDCのSTAR-100を も 上 回 る 速 度 を 誇 っ て い

る 。 これ に 引 き 続 い て 発 表 され たAFP(Attached　 Fortran　 Processor)は,

BSPよ りは 遅 く,ベ ク トル 処 理 能 力 もな い が,一 般 の 商 用 超 大 型 機 に 対 し上 方

互 換 性 を 持 つ 初 め て の ス ー パ ー ・ コ ン ピ ュ ー タ と し て 注 目 さ れ て い る(CDC

のCyber176はSTAR100と 互 換 性 を も っ て い な い)。

(3)オ フ ィ ス ・オ ー トメ 事 業 の 展 開

　 Burroughsは75年 に3,000万 ドル 相 当 の 株 式 交 換 で有 力 フ ァク シ ミリ ・メ ー

カーGraphic　 Sciencesを 手 中 に し,続 い て ワ ー ド ・プ ロ セ ッサ ・メー カ ー

Redactronを も 吸 収 し,オ フ ィ ス機 器 市 場 に 乗 り 出 し た 。 そ の 後79年2月 に

な っ て 両 社 を 中 核 と して オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン 部 門 を設 立 ・ オ フ ィ ス ・

オ ー トメ ー シ ョ ン 事 業 へ の 本 格 的 な 取 組 姿 勢 をみ せ た。 同 時 にOCRス キ ャ ナ ー ・

メ ー カ ーContext社(本 社 一 マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 州 バ ー リ ン トン)を170万 ド

ル 相 当 の 現 金 お よ び 株 式 で 買 収,新 事 業 部 門 の 傘 下 に組 入 れ た 。

　 Graphic　 Sciencesは フ ァ ク シ ミ リで はXeroxに 次 ぐ ア メ リ カ 第2位 の サ プ

ラ イ ヤ ー で,低 速 機 か ら高 速 機 ま で 幅 広 い 製 品 を揃 えて い る 。Burroughsの 傘

下 に 入 っ て か ら,そ の マ ー ケ テ ィ ン グ や 新 製 品 開 発 は 一 層 積 極 的 な もの と な っ

て い る 。
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　 ま たRedactronは,ワ ー ド ・プ ロ セ ッサ の 先 発 企 業 の1つ で あ り,ワ ー ド ・

プ ロ セ ッサ に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン機 能 を追 加 し た パ イ オ ニ ア で もあ る 。 ノ ン デ

ィ ス プ レ イ ・タ イ プ(プ リ ン タ ・ベ ー ス ・ワ ー ド ・プ ロ セ ッ サ)で は,IBM

に 次 ぐ地 位 を 保 っ て い る 。CRTを 備 え たRedactor　 llシ リー ズ で は,デ イ ジー ・

プ リ ン タ ー を 採 用 し 印 字 速 度 の 向 上 を 図 る と と もに,文 字 を 通 常 の 倍 の 大 き

さ に 拡 大 し て 表 示 す る と い うユ ニ ー ク な機 能 も備 え られ て い る 。79年10月

に は,Redactor　 llと 互 換 性 を 持 ら,　 C　ontextのOCRス キ ャ ナ ー も接 続 で き

るRedactor皿 を 発 表 し て い る。

　 こ の 他Burroughsは,レ ー ザ ー ・プ リ ン タ の 製 造 技 術 も有 し て い る 。 こ れ は

Xerox　 9700の ラ イセ ン ス 生 産 で,　 B270-35と し て 自社 の ユ ー ザ ー に 供 給 し

て い る。 レ ー ザ ー ・プ リ ン タ は そ れ ま でIBM3800,Siemens　 ND2(お よ び

そ のOEM供 給 諸 モ デ ル),HoneywellPPS,Xerox9700が 製 品 化 され て い

た が,Burroughsと して は この 分 野 で 巻 き返 し を 図 るた めXeroxの 子 会 社Rank

Xerox社 と 提 携 し た もの で あ る 。

　 オ フ ィ ス ・コ ン ピ ュ ー タ か ら科 学 技 術 計 算 用 の ス ー パ ー ・コ ン ピ ュ ー タ ま で

と い う幅 広 い コ ン ピ ュ ー タ製 品 群,半 導 体 コ ン ポ ー ネ ン ト,各 種 タ ー ミナ ル お

よ び レ ー ザ ー ・プ リ ン タ を 含 む 周 辺 機 器,ワ ー ド ・プ ロ セ ッサ,フ ァ ク シ ミ リ,

OCRそ し て 分 散 処 理 ネ ッ トワ ー ク ・ ア ー キ テ クチ ャ ー と い っ た 製 品 ・サ ー ビ

ス を 揃 え るBurroughsは,将 来 の 大 市 場 と 目 され る オ フ ィ ス・・オ ー トメ ー シ ョ

ン分 野 に 最 も近 づ い て い る メ ー カ ーの1っ と い っ て い い だ ろ う。

　 こ の 分 野 で は,IBMと い う 巨 人 の 他 に,社 運 を賭 け た 意 気 込 み を み せ る

XerOxが あ り,ま た 巨 大 な 資 本 力 を 背 景 と す るExx・nの 不 気 味 な 影 もあ る。ま

た 背 後 か らはWang・DEC,AM　 Inte　 rn　at　i　onal　 ,　Ray　 the　on等 々 と い った 企 業

が 虎 視 眈 々 と狙 い を定 め て い る 。 さ らに,通 信 業 界 の 巨 人AT&T(American

Telephone&Telegraph)の 動 き もあ る。　 Burroughsが こ う し た 競 争 環 境 の

中 で 生 き 残 り,オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン市 場 で の 確 固 た る地 歩 を 築 き上 げ

て ゆ く た め の 鍵 は,自 己 の コ ン ピ ュ ー タ,特 に オ フ ィ ス ・コ ン ピ ュ ー タ の カ ス
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バロース ・マシンの開発の系■
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図3:バ ロ ー ス ・マ シ ンの 系 譜

㊧

トマ ー ・ベ ース を どれ だ け 巻 き込 め るか に あ る と い って い い だ ろ う。

　汎 用 コン ピ ュー タ分 野 で は カ ス トマ ーのbイ ヤ リテ ィが 非常 に 高 い(っ ま り

カス トマ ーが他 の メ ーカ ーの もとに 移 って ゆ く割 合 が低い)と いわ れ て お り・

これ はBurroughsに と って 心 強 い こ とで あろ う。 しか し,前 段 におい て述 べ たよ

うなBurrOUghsの 弱 点(と いわ れ てい る と ころ)の 克 服 は 至 上 課 題 と して 残 さ

れ てい る。 オ フ ィス ・オ ー トメ ーシ ョンに巻 き込 ま れ る人 々は,コ ンピュー タ ・

ル ー ム に い る よ うな 専 門 家,技 術 者 で は な く,ご く普 通 の 事務 職 員 が 大 半 で

あ る以 上,「 玄 人 ごの み 」(BurrOughsの コ ン ピュ ー タは しば しば こ う評 され

る)の 装 置 で は成 功 は お ぼ っ か な い か らで あ る。

　 い ず れ にせ よ,Burr・ughsの 今 後 の 発展 は,大 物 次 期 会 長 の 手 腕 にかか って

い る とい って い いだ ろ う。 次 期 会 長 が 副会 長 職 に あ るこの1年 の 動 きが ・将 来

を 占 う上 で 注 目され る とこ ろ で あ る。
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6.パ シ フ ィ ッ ク ・ガ ス ・ア ン ド ・エ レ ク ト リ ッ ク社

調 査 先

所 在 地

調査月日

面 接 者

Pacific　 Gas&Electric　 Company

77Beale　 Street

San　 Francisco,　 Calif,94106

1979年10月24日

Mr.Greg　 Rueger(Director,Engineering　 Computer　 Ap-

plicatiOns)

Mr.Gregory　 M.　 Thornbury(Planning　 Analyst,Land　 De-

partment)

Ms.　 Pameld　 Joyce　 Easterwood(Planning　 Systems　 Coor-

dinator,　 Land　 Department)

Mr.　 Jack　 C.　 Simpson(Supervising　 Analyst,Information.

Systems　 Maintenance)

Mr.　 Shiraz　 R.Kaderali(Di.rector　 of　 Urban　 and　 Region-

al　 Planning,Land　 Department)

●

●

1.会 社 概 要

　 Pacific　 Gas&Electric(PG&E)社 は,　 カ ル フ ォル ニ ア 州 一 帯 に ガ ス,

電 力 を 供 給 す る会 社 で あ る。 コ ン ピ ュー タ を 利 用 し 効 率 的 に 社 内 業 務 を 処 理 し て

い るEDP関 係 で も名 門 ユ ー ザ ー の 一 つ で あ る 。

　 ま た,同 時 に 将 来 の オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン に 対 し て も,先 進 ユ ー ザ ー と

し て研 究 を 進 め て い る。

　 コ ン ピ ュ ー タ部 門 の 組 織 も,常 に業 務 の 効 率 性 を 考 え,い く 度 と な く変 え て い

る'。 現 在 の 組 織 は,ア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ラ ン ニ ン グ部 門 と ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・

ビ ジ ネ ス 部 門 に 別 れ て い る。
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■

　 ア プ リケ ー シ ョ ン ・プラ ンニ ン グ部門 の 概 要

　 現 在 ア プ リケ ー シ ョン ・プ ラ ンニ ング部 門 に は,60人 の コンピュータ技 術者 と

数 学 者,土 木 技 術 者等 を 揃 え次 の 様 な業 務 を行 っ て い る。

　 　 ① 社 内業 務 の エ ン ジニ ア リ ン グ ・サ ポー ト

　 　 ② 　 構造 計算

　 　 ③ 　 生 産 コ ス トの 分 析

　 　 ④ ガ ス ・パ イ ピン グ計算

　 　 ⑤ 　 送 電 管 理

　 　 ⑥ 　 発電 拡 張 計 画

　 　 ⑦ 　 予 測(ピ ー ク ・ロー ド対 策)

　 　 ⑧ 給 電 コ ン トロー ル ・シ ステ ム

　 　 ⑨ ロー ド ・マ ネ ジメ ン ト(負 荷 管 理)

　 　 ⑩ 　 自動 検 針 シ ステ ム

　 これ らの業 務 を行 うた め現 在3つ の 大 きな プ ロ ジ ェク トが あ る。

(1)　 エ レ ク ト リッ ク ・デ ィ スパ ッチ ン グ ・シ ステ ム

　 　 コン ピ ュー タに よ り毎 日の発 電 量 を コ ン トロ ー ルす る シ ス テム で あ り,主 な

　 機 能 は 次 の 通 りで あ る。

　 ①60サ イクル を維 持 す るた めの コン トロー ル を す る。

　 ② 　 各 発 電 所 間 を ネ ッ トワー クで結 び,自 動 的 に 過不 足 を調 整 す る。 この 場 合

　 　 47%を 占め る水 力 発 電 量 を常 に一 定 量 と し,調 整 は火 力 発 電 で行 う。

　 ③ 　 常 に コ ス ト ・ミニ マ ムに な る様 に 発電 量 を コ ン トロール す る。 この た め,

　 　 各 発電 ユ ニ ッ トの 燃 料 の 質,量,特 性,価 格 等 を分析 す る。 また 負 荷 の か か

　 　 っ てい る場 所 を発 見 し,そ こに 重点 的 に電 力 を供給 す る。

　 　 この た め,現 在 年4回 の状 況 分 析 を行 って い る。 この シ ステ ム は,次 の コ ン

　 ビ。ゴ ータ を利 用 して 行 って いる。

　 　 Xerox　 530,2セ ッ トに よ る デ ュ ア ル ・システムで あ るが,1セ ッ トを コ

　 ン トロール 用 に使 用 し,他 の1セ ッ トは バ ッ ク ・ア ップ用 で あ る。 通 常バ ック・
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ア ッ プ用 の1セ ッ トは,翌 週 計 画,分 析 計 算 等 の バ ッ ク グ ラ ウ ン ド ・ジ ョ ブを

行 っ て い る。

　 サ ブ ス テ ー シ ョ ン の う ち230KV　 50個 所 は デ ー タ の 収 集 の み で あ る が,500

KV　 10個 所 に つ い て は,若 干 の コ ン ト ロ ー ル 機 能 を持 っ て い る。

将 来

DEC

PDP

(::鵠;㌦

Xerox

　 530

Xerox

　 530

大

型

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

導

入

「

1

ゼ ネ フル ・

オ フ ィス

_」

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 地　 　方　 　　 　　 　　地　 　方

　 　 　 図1:エ レ ク トリ ッ ク ・デ ィスパ ッチ ン グ ・シ ステ ム の構 成

ま た,将 来 大 型 コ ンピ ュー タ を導 入 した場 合 は,次 の こ とを 計 画 して い る。

・負荷 分 析 を毎 日行 う。

・非常 時分 析 を行 い,発 電 所 の 状 態(古 さ,機 能 低 下)を チ ェ ックす る。

・送電 線 の 一 部 が オ ーバ ー ・ロー ドに な った場 合,シ ュ ミレ ー シ ョン を行 い,

　 即 座 に 対処 す る。

¶

② 　負荷 管 理 シ ステ ム

　 　 ロ ー ド ・マ ネ ジメ ン ト ・シ ステ ム と呼 ばれ,例 えば,各 家 庭 で利 用 され てい

　 るエ ア ・コ ンデ ィシ ョン装 置 を 自動 制 御 す る シ ステ ム で あ る。

　 　 各家 庭で 使 わ れ るエ ア ・コ ン デ ィシ ョン用 の 電 力 消 費 量 は,大 口 ユ ーザ ーに
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比 べ れ ば 比 較 的 少 な い が,夏 場 の ピー ク時 に は電 力 不 足 とな り重大 な 問 題 と

な る。 この解 決 の た め,室 内 が一 定 温度 にな っ た場 合,強 制 的 に エ ア ・コ ン デ

ィシ ョン ・ス イ ッチ をON/OFFに す る 自動 化 シ ステムで あ る。

　 この シ ステ ム実 行 の 可能 性 を検 討 す るた め,次 の よ うな計 画 を持 って い る。

① 　 1980年 よ り,20万 世 帯 を抽 出 し,実 験 を行 う。

② 　 コ ン ピュ ー タが トー ンを発 生 し,各 家 庭 の レ シーバ ー が,そ れ を キ ャ ッ

　 チ し,エ ア ・コ ンデ ィシ ョンの 自動 制 御 を行 う。

③ 　 スマ ー ト方式

　 　 上限,下 限 を 決 めた サ ー モ ス タ ッ トの 自動 コ ン トロール が 可能 な,ロ ー カ

　 ル ・イ ンテ リジ ェ ン ト制 御 装 置 を利 用 す る。 この 場 合,無 線方 式 を採 用 した

　 方 が 伝 送 部分 が 不 要 に な り,実 行 も比 較的 簡 単 とな る。

④ 伝 送 方 式 の 検 討

　 　 伝 送 に つ い て は,次 の 各方 式 を 並行 的 に検 討 して い る。

　 i)無 線 方式

　 ii)送 電 線方 式

　 iii)電 話 回 線方 式

　 iv)衛 星 通信 方 式(Boeing社 と共 同 研究 を行 う)

　 コ ス ト的 に は無 線 方 式 が一 番 効 率 が よ いが,他 シ ス テムへ の 応 用 性 が な い 。

この 点 送 電 線 方 式 を採 用 す れ ば,2ウ ェ イ とな るの で,自 動 検 針に も利 用 で き

るメ リ ッ トが あ る。

守 (3)自 動 検 針(テ レ メー タ リン グ)シ ステ ム

　 　 この シ ステ ムは コン ビ。ユ一 夕 を利 用 し,自 動 的 に消 費電 力 量 の メ ータ ー を読

　 み 取 るシ ステム で あ る。

　 実 行 上 の 問題 に,時 間 帯 に よ る 料 金 の 変 動 が あ る 。 ア メ リ カに お け る公 益

事 業 委 員 会(Publie　 Utility　 C・mmission)は,1時 間 当 りの 料 金 を ピー ク

時 は 高 く,オ フ ピー ク時 は 安 くす る様 に 要 求 し てい る。 この 時 間 帯 に よ る調 整 の
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た め には,専 用 の マ イ ク ロ プ ロセ ッサ が必 要 とな る。

　 現 在,月 間消 費電 力 量500KW以 上 の大 手ユ ーザ ーに対 し,マ イ ク ロプ ロ セ ッ

サ を取 り付 け て効 果 を測 定 して い る。 ま た,同 時 に500件 の需 要 家 を対 象 と して,

自動 メー ター 読 み取 りの 実 験 を行 って い る。

　 自動 検 針 システ ムの実 用 化 は,キ ャ ッシ ュ ・フロ ーの 効 率 化 を図 る意 味 で も,.

消 費量 の 多 い大 手 ユ ー ザ ーか ら開始 す るが,並 行 的 に 一般 住宅 用 も考 え て い る。

一 般 家 庭 用 に は ,検 針員 が ポー タブル式 の メーター読 み 取 り装置 を利 用 す る方 法 を

考 え てい る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

,

ア プ リケ ー シ ョン ・ビジ ネ ス部 門 の概 要

　 アプ リケ ー ション ・ビジネス 部 門 の 業 務 は コ ンピ ュ ー タ利 用 が 中心 とな るの で,

常 に 効率 性 を考 え変 更 す るが,現 在 は 図2の 様 な組 織 とな っ て い る。

コ ン ヒ。ユ 一 夕 ・

オ ペ レ ー シ ョ ン

コ ン ピ ュ ー タ ・

テ ク ノ ロ ジ ー

エ ン ジ ニ ア リ ン グ ・

コ ン ヒ。ユ 一 夕 ・

ア プ リケ ー シ ョ ン

カス トマ ー'

インフ ォーメーション

・省 資 源 建 物 管 理

・メ ー タ精 度 チ ェ ッ ク

コ ンス トラク シ ョン ・

リソ ース ・マ ネ ジメ ン ト

　 ・ジョブ管理資料の作成　　　 ・エンジニアリング　　　　　 ・新人採用
　 　・r算関係資料の作成　　　　　・給与計算　　　　　　　　　　・要員教育
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・運転機関管理

図2:ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・ビ ジ ネ ス部 門 の 組 織
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(1)　 イ ンフ ォメ ー シ ョ ン ・シ ステ ム ズ

　 　 新 シ ステ ム開 発,既 存業 務 の メ ンテ ナ ン スが主 であ るが,業 務 目的 に よ りさ

　 らに,4部 門 に 分割 され てい る。

ワ

(2)　 コン ピ ュー タ ・オ ペ レー シ ョン

　 　 374人 の オ ペ レー タ(キ ーパ ンチ ャー を含 む)を 有 し,1週6日 間3シ フ ト

　制 に よ りオ ペ レー シ ョン を行 い1日 は メ ン テ ナ ン スに 当 て て い る。

　 　 第1シ フ ト:午 前8時 ～ 午 後4時

　 　 第2シ フ ト:午 後4時 ～ 午 前0時

　 　 第3シ フ ト:午 前0時 ～ 午 前8時

　 　 　 (1人 当 り週40時 間 に調 整)

(3)　 コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム ズ ・テ ク ノ ロ ジ ー

　 　 40人 の シ ス テ ム ・プ ロ グ ラ マ に よ り,ソ フ ト ウ ェ ア の 開 発,テ ク ニ カ ル ・

　 サ ポ ー ト,及 び デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン トを 行 っ て い る。

(4)　 エ ン ジ ニ ア リ ン グ ・ア プ リ ケ ー シ ョ ン

　 　 各 ア プ リケ ー シ 。 ン の シ ス テ ム 設 計,及 び プ ロ グ ラ ミ ン グ を行 う。

亀

(5)現 在 の コ ン ピ ュー タ シ ステ ム

　 ①IBM-3033

　 ② 〃-370/168

　 ③ltel　 AS6

　 ④ 　 タ ー ミナ ル

2.デ ー タ ベ ー ス に つ い て

2セ ッ ト

1セ ッ ト

1セ ッ ト

55セ ッ ト

現 在,2種 類 の デ ー タベ ー スが 稼 動 し て い る 。 一 つ は,カ ス トマー ・デー タベ ー
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ス で あ り,他 の 一 つ は,従 業 員(エ ン プ ロ ィ ィ ー)デ ー タ ベ ー ス で あ る
。

(1)　 カ ス トマ ー ・デ ー タベ ー ス

　　 370万 需 要 家 を対 象 と した デ ー タベ ー ス であ り,1日 平均 約50万 件 の トラ

　 ンザ ク シ ・ンを処 理 す る。 主 な 内容 は,メ ータ ー 読 み取 りデ ータ'の登録 と,カ

　 ス トマ ーの 照 会業 務 で あ る。

　　 カ ス トマ ーの 照 会 だけ で1日 約25万 件 あ る が,応 答 時 間 は3秒 以 内 で あ る。

② 　 従 業 員 デー タベ ー ス,

　 　 2万6,000人 の従 業 員 を対 象 と した デ ー タベ ー スで あ り,

　 スキル が 登 録 され て い る。

従業員個人個人の

フ ァ イ ル,テ ー ブ ル

● カ ス ト マ ー ・ デ ー タ ベ ー ス

● エ ン プ ロ イ イ ー ・ デ ー タ ベ ー ス

テ ー フ ル ・

マ 不 ソ ヤ ー
,

ア プ リケ ー シ ョン ・

　 プ ログ ラム

硝
/㌶

フ

ス ペ シ ャル ・

リ ポ ー ト ・

ジ ェ ネ レ ー タ

ド

タ
ツ
」

　

デ

リパ

＼

デ ー タ ・

マ 不 ソ ヤ ー

リ ポ ー ト ・

　 リ ク エ ス ト

　 　 　 　 　ドキュメント・

　 　 　 　 クォリティ・
　 　 　 　 コントロール

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　データ ・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　イ ンプ ッ ト

図3:デ ー タベ ー ス ・シ ス テ ム
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9

　 同社 が デ ー タベ ー スを構 築 した 時 点 では,メ ー カーのDBMSに 対 す る支援 ソフ ト

ウ ェ ア体 制 も強 化 され て い な か った の で,デ ー タベ ー ス用 シ ステ ム ・プ ロ グ ラ ム

は全 て 自社 で開 発 した 。

3.環 境 情 報 シ ス テム

　 新 しく変 電 所,発 電 所 を建 設 す る場 合 や,送 電 線 工 事等 を行 う場 合 等,事 前 に

地 域 住 民 の 了承 を得 る必 要 が あ る。

　 この た め,カ ル フ ォル ニ ア ・エ ネル ギー委 員 会 及 び公益 事 業 委 員 会 の2つ の委

員 会 に環境 情 報 に 関 す る種 々の 資料 を提 出 しな けれ ば な らな い。

　 この 資料 作 りに環 境 情 報 シ ス テム が必 要 に な る。 その概 要 は次 の 通 りであ る。

　 (1)　 自社 で精 密 な航 空 写 真 を撮 影す る。

　 (21地 域 の 特 性 に よ り,最 小10エ ー カ ー,最 大200エ ー カー の メ ッシ ュ地 図

　 　 を作 成 す る。

　 (3)メ ッシ ュ地 図上 に,既 存 の 配管,配 線等 の 位 置 をプ ロ ッ トす る。

　 (4)プ ロ ッタに よ る,3次 元 地 勢 図 を作 成 す る。

　 これ らの 地 勢 図,メ ッシ ュ地 図等 を基 礎 に,慎 重 な計 画 を練 る。例 えば 次 の 様

な 諸 点 につ い て検 討 す る。

　 (1)地 勢 に よ る実 行 の 利 便 性

　 {2|自 然 環境 の 保 護,美 観 の 保持

　 (3)植 生状 況 の 把 握 とそ の 影 響度

　 (4)動 物,鳥 類 の 棲 息 圏 とそ の影 響度

　 〔5)魚 介 類 の 棲 息 圏 と,河 川,海 水 に 与 え る影 響 度

　 な ど,人 間 の 社 会,経 済 活 動の有効性 のみではな く,総 合 的 な 自然 環 境 を考 慮 し

た 開発 を行 って い る。
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7.　 SRI研 究 所

調 査 先

所 在 地

調査月日

面 接 者

SRI　 Internationa1

333　 Pavenswood　 Avenue

Menlo　 Park.CA　 94025

1979年10月25日

Mr.　 OliverW.Whitby,S.D.　 Staff　 Scientist,Compu-

Staff　 Scientist,ComputerSystemsand　 Tec　 hnolo　 gy　 Divi　 sion

Ms,　 Iris　 Schencke

Consultant

Mr.LovisFri　 ed

Manager,　 System　 Design

Advanced　 Computer　 Systems　 Department

1.SRI　 lnternationa1の 概 要

　 SRI　 Internati・nal(以 下SRIと 言 う)は,ア メ リカ に お け る科 学,ビ ジ

ネ ス,経 営,経 済 等 多 岐 に わ た る総 合 コ ンサ ル テ ィン グ/研 究 機 関 と し て1946年 に

設 立 さ れ た。

　 こ れ らの 専 門 的 コ ンサル タ ン ト業 務 を行 うに は,そ れ に ふ さわ しい組 織 が必 要

であ る。SRIの 組 織 は 大 きく二 分 さ れ て い る。 そ の 一 つ は,一 般 経 済 動 向 を

リサ ーチす るインターナ ショナル・エ コノ ミック ・グ ルー プ で あ り,他 の 一つ は技 術

的 分 野 の 分 析 や,コ ン ピ ュー タ ・メー カ ーへ の技 術 援 助 及 び助 言 を行 うエ ン ジ ニ

ア リ ン グ ・グ ル ー プで あ る。

2.　 SRlの 組 織

SRIの 組 織 は 図1の 通 りで あ る。
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エ ンジ ニ アリ ン グ ・

　 グ ル ー プ

コン ピュ ー タ ・サ イエ ンス ・

　 テ ク ノ

ア ドバ ンス ・コ ン ピ ュー タ ・

シ ス テ ム ・デパ ー トメ ン ト

図1　 SRIの 組 織

イ ン タ ナ シ ョ ナ ル ・

エ コ ノ ミッ ク ・

グ ル ー プ

ビジ ネス ・オー トメー ション ・

　 デ パ ー　ト メ　ン　ト

1.　 イ ン ター ナ シ ョナ ル ・エ コ ノ ミ ッ ク ・グ ル ー プの 業 務

　 下 部 組 織 に ビ ジ ネ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン ・デ パ ー トメ ン トを 持 ち,次 の 様 な

業 務 を 行 っ て い る。

{1)コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー に 対 す る,マ ー ケ テ ィ ン グ ・リ サ ー チ 。

② 　 コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー に 対 す る,ビ ジ ネ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン に 関 す る

　 援 助 。

(3}コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー に 対 す る ビ ジ ネ ス 戦 略,製 品 開 発 等 の 助 言 。

(4)最 適 機 種 決 定 の た め の ユ ー ザ ー へ の 助 言 。

(5)オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン に 関 す る 調 査,研 究 と将 来 性 の 予 測

2.エ ン ジ ニ ア リ ン グ ・グ ル ー プの 業 務

　 　下 部 組 織 に ア ドバ ン ス ・コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム ・デ パ ー トメ ン ト及 び コ ン

　 ピ ュ一 夕 ・サ イ エ ン ス ・デ パ ー トメ ン ト を持 ち次 の 業 務 を 行 っ て い る。

(1)コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー に 対 す る ハ ー ドウ ェ ア 上 の 技 術 援 助 。

② 　 電 気 通 信 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ネ ッ トワ ー ク に 関 す る メ ー カ ー へ の 技 術 援
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　 　助 。

　 (3)コ ン ビ。ユ 一 夕 ・メ ー カ ー に 対 す る ソ フ ト ウ ェ ア 上 の 技 術 援 助 。

　 (4)そ の 他,コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー に 対 す る技 術 的 総 合 援 助 等 。

　 これ らの 業 務 の ク ラ イ ア ン トは,IBM,Honeywell,Burroughs,Univac,

日 立,富 士 通 な ど の コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ が 主 力 だ が,富 士 銀 行 な ど の ユ ー ザ ー

も名 を連 ね て い る 。

　 ま た,現 在 は ア メ リ カ 市 場 の み で は な く ヨ ー ロ ッパ 市 場 も開 拓 し て い る 。

　 以 上 がSRIの 業 務 概 要 で あ る が,今 後SRIは,オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョ ン分

野 へ も力 を入 れ る予 定 だ とい う。　 SRIの オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ・ン に 対 す る現 時 点

で の 現 状 分 析 及 び 将 来 動 向 へ の 考 察 は,凡 そ,次 の 通 りで あ る。

3.オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンの 分 析

　言 うま で もな く,オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンの 適用 分野 は,デ ータ ・プロセ シ

ングの分 野 に 比べ,多 岐,多 種,多 様 に わた って い る。

　 この こ とは,現 在 の オ フ ィスに新 しい ツ ール を導 入 し,オ フ ィ スを機械 に よ り

合 理 化 す る こ との み で実 現 す るこ とはで きな い 。 そ の理 由 は 、オ フ ィス ・オ ー ト

メ ー シ ョンが従 来 の デー タ ・プ ロセ シン グに 比べ,よ り人 間 との 距 離 が 近 い か ら

で あ る。

　 つ ま り,デ ー タ ・プ ロセ シ ン グが 又 シ ン ・オ リエ ン テ ッ ドなの に対 し,オ フ ィ

ス ・オ ー トメ ー シ ョンは,ピ ー プル ・オ リエ ンテ ッ ドで あ る と言 え る。 した が っ

て,オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン を推 進 す る上 で,最 も重 要 な こ とは人 で あ り,

組 織 で あ る。

　 当 面,ア メ リカ で問 題 とな ってい るの は新 しい機 器 の 導 入 や 組 識 の改 革 に対 す

る人 々の 心理 的 動 揺 で あ り,明 日 の オ フ ィス像 に 対 す る不 安 で あ ろ う。 この 問題

は,今 や 大 きな 波 紋 とな り,政 治 問題 に まで 及 ぶ程 エ ス カ レー トし て い る。

　 オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョンを実現 させ る終 極 の 目的 は,オ フ ィスに お け る業

務 の 経 済性,迅 速 性,生 産 性,利 便 性 を高 め る こ とに あ るが,実 現 まで に は,な
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亀

お,多 くの 時 間 と人 間 的 心 理 を考 慮 した 綿密 な 計画 が 必要 で あ る。 その 意 味 で,

あ らた め て オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョンに 関す る現 状 の バ ッ ク グ ラ ウン ドや将 来

の 動 向 を考 察 し,実 現 へ の 方 向 づ け を し て いか ね ば な らな い。

1.オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン の 必 要 性 と そ の バ ッ ク グ ラ ウ ン ド

(1)現 在 の 雇用 動 向 に お い て,ホ ワ イ ト ・カ ラー の労 働 力 は,最 も急 成 長 を続

　 け て い る。

② 　オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン こ そ現 在 の 企 業 に お い て経 費 を節 減 す るた

　 め の最 大唯 一 の 手 段 に成 り得 る。

(3)日 常 に お け る ダイ ビ ング業 務 は,オ フ ィス ・オー トメー シ ョンに よ り著 し

　 　く向 上 させ る こ とが 可能 に な って い る。

(4)新 しい オフ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョンの 技術 は 多 くの 組 織 で実 用 化 され 始 め

　 　てい る。

(5)今 こ そオ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンを推 進 す る最適 な 時期 で あ る。

以 上 が オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョ ンの 必要 性 に 関 す る基 本 的 バ ック ・グラ ウ ン

ドで あ る。SRIは,こ れ らの 問 題 を次 の 様 に 分 析 してい る。

2.雇 用 動 向

　 現 在,ア メ リカの総 労 働 力 に 占め るホ ワ イ ト ・カ ラー の 割 合 は,ほ ぼ1/2

で あ り,そ の 総 賃 金 は3,760億 ドル で あ る。

　過 去20年 間,コ ン ビ。ユー タの 導 入 に よ り,デ ー タ処 理 技 術 が急 速 に 企業 内

に 浸透 した に もか か わ らず,ホ ワイ ト ・カ ラ ー労 働 力 は この 間 に事 務 労 働 者 だ

け で,79.8%と 言 う驚 くべ き大 きな伸 び を示 し て い る。
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ブ ル ー ・ カ ラ ー 労 働 力

　 　 　 　 50.2%

(製 造 業 ・鉱 工 業)

　 　 カ ラ ー 労 働 力

(49.8%)

賃 　 　金

3,760億 ドル

図2　 ア メ リ カ総 労 働 力 に 占め る ホ ワ イ ト ・カ ラー労 働 力 の割 合

3.ホ ワ イ ト ・カ ラ ー 労 働 力

　 1974年 に お け る,ア メ リカの 全 ホ ワ イ ト ・カ ラー労 働 力 の 職 種 別 内 訳 け は

図3の 様 に な ってい る。

　 図3で 注 目すべ き第1点 は,全 ホ ワイ ト ・カ ラー労 働 力 に 占 め る秘書,タ イ ピ

ス トの比 率 は,わ ず か6%で あ る。第2点 は,秘 書,タ イ ピス トの 仕 事 の 内 訳

で ある。 全 体 の仕 事 に 占 め る ダ イ ビン グの仕 事 はわ ず か20%で あ る。

　 この こ とは,い か に高 性 能 な ワー ド ・プ ロセ ッサ等 を導 入 し,ダ イ ビ ング業

務 の効 率 化 を図 って も,全 体 的 な オ フ ィス労 働 の 効 率 ア ッ プ に 及 ぼ す 影 響 は

極 め て小 さい こ とを意 味 して い る。

　 ホ ワイ ト ・カ ラー労 働 力 の 中 で最 も大 きな比 率 を 占 め て い る管理 監 督 者,専

門技 術職 を その対 象 と して行 か ね ば な らな い。 しか し見 落 し て はな らな い の は,

ワー ド ・プ ロ セ ッサや オ フ ィ ス ・オ ー トメー シ ョ ン用 機 器 の 利 用 に よ りダ イ ビ

ン グ業 務 は もとよ り,秘 書 の仕 事全 体 を少 しで も効 率 化 す る こ とが で きれ ば,

現 在監 理 監 督 者 が 行 って い る業 務 の 一部 を秘書 に肩 代 りさせ る こ とが 可 能 に な
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総賃金 　 3,760億 ドル

管理 ・監 督 者

26%

990億 ドル

技術 ・専門 職

40%

L500億 ドル

、

一般 事務 職

28%

1,050億 ドル

/
1
'

秘 書 ・ タ イ ヒ。ス ト

6%

220億 ドル

'

890万 人

　 　 　 /
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　 万 人/　 　 　 /

　 　 ノ
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　 　 /
　 ノ
　 '
　 '
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　 '
'
'
ノ
'

　 　 　 ノ
　 　 　 ノ

　 　 ノ
　 　 ノ
　 　 ノ
　 　 ノ

　 /
　 !
　 !
　 ノ
/
'
ノ
/

1,510万 人

秘書 の仕事220億 ドル

! 顧 客 の 応 待
!
' 6%
ノ

ノ 電話の取 り次 ぎ
8%

事　　　務
13%

書 類 の コ ヒ。一,

メ ッ セ ー ジ

20%

お 茶 く み

2%

書 類 整 理
2%

待　　機
18%

郵 便 処 理
4%

速　　 記
2%

雑　　 用
5%

タ　イ　ビ ン グ

20%

(44億 ドル)

　 　 図3:ホ ワ イ ト ・カ ラ ー労 働 力 の 内 訳 け(1974年)

る こ と で あ る。

q

4.　 オ フ ィ ス業 務 改善 に 対 す る費用 対効 果

　 1968年 か ら1978年 の10年 間 に お け る農業,非 農 業(主 に製 造 業)及 び

オ フ ィ スに投 入 した 費 用 対効 果 の 比 較 は 図4の 通 りで あ る。

　即 ち農業 に わい て は,1人 当 り3万5,000ド ルの投 資 を行 い185%の 生 産 性

を,非 農業(主 に 製 造 業)に お い て は1人 当 り2万5,000ド ル を投 資 し,90%
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生産性向上率

　 185%

90%

人当 り投資額
%?

3万5,000ド ル

2万5,000ド ル へ一ーー一
1万 ドル

2砦
14%,　 　 膠

農　　業　　　　　　製 造 業　　　　　　オフィス　　　　　　　　　　オ フィス

　 　 　 　 　 　 　 1968年 ～1978年 　　　　　　　　　　 　　　　　　　 1988

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図4:投 資額 と生 産 性 の 向上

の 生産 性 を それ ぞれ 向上 させ る こ とが で きた。 これ に対 しオ フ ィスにお け る業

務 へ の 投 資 は,わ ずか1人 当 り2,000ド ル であ り,そ の 生 産 性 も4%を 向 上 さ

せ た に過 ぎな い。 い わ ば未 開 の地 で あ り,こ れ か らの 分 野 で あ ると言 え る。

　 お そ ら く,1988年 に は オ フ ィスで 働 くホ ワ イ ト ・カ ラー労 働 者1人 当 り1

万 ドル程 度 の投 資 が行 わ れ よ う。 そ して,現 在 で は推 測 す る こ との で きな い 生

産 性 を ど う向 上 させ るか が,今 後 の オ フ ィス ・オー トメー シ ョンの 大 きな 課 題

で あ る。

4.新 しい情 報 処 理

　最 近10年 間 の情 報 量 とその コ ス トは 著 しい上 昇を続 け てい る。 即 ち,こ の

10年 間 にお け る労 働 力 コ ス トは,80%の 上 昇 をみ た に す ぎな いが,情 報 コス

トは,ペ ー パ ー 資料 の急 激 な増 加 に よ り200%も の 上 昇 をみ て い る 。

　この た め,今 や 企業 全 体 に 占め る オ フ ィスの コ ス トは,過 去 の20～30%か
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ら40～50%に も及 ん で きた 。

　 しか も,情 報処 理 に必 要 な コ ン ピ ュー タ を始 め とす る各 種 ツール の コ ス トは

最 近 加 速 度 的 に安 くな って い る の で あ る。 特 に コ ン ピュー タ ・メ モ リー な どは,

毎 年40%と 言 う急 カー ブで下 落 してい る。 通 信 コス トにつ いて も比 較 的 ゆ るや

か で は あ るが,毎 年11%台 の 下 落 が見 られ る。 この様 に 情 報処 理 に必 要 な各

種 ツー ル は大 幅 な コ ス ト ・ダ ウ ン を演 じて い るの で あ る。 今 こ そ,オ フ ィス に

わ け る 多 くの情 報 の効 率 的 な処 理 をい か に これ らの ツー ル に肩 替 りさせ るか で

あ る。

　 言 う まで もな く,オ フ ィスの 情 報の 種 類 は,数 値 デー タ と文 章 等(テ キ ス ト)

とに大 別 す る こ とが で きる。

　 コン ピ ュー タ処 理 の歴 史 を見 る と,こ の うち数 値 デー タは い ち早 く対 象 と さ

れ た が,テ キ ス トは 殆 ん どその 処 理 の 対 象 か ら外 され てい た 。 しか も,数 値 デ

ー タの 増 加 に比 べ テ キ ス トは
,よ り大 幅 な増 加 を示 して い る。

　 つ ま り,こ れか らの情 報 処 理 は,テ キ ス トを対 象 とし て行 か なけ れ ば な らな

い。 アメ リカの 推 測 で は,1980年 よ り コ ン ピ ュー タに よ るテ キ ス ト処 理 が活

発 化 し,2000年 に は,オ フ ィ スで必要 とす るすべ ての テ キ ス トの コ ン ピ ュ ー

タ処 理 を可能 に しな け れ ば な らな い と して い る。 この テキ ス トの 種 類 と しては,

① 図書,② 書 類,③ 報 告 書,④ 会 報,⑤ 会 議 録,⑥ 予定 表,⑦ 業 務 手 引 き,

⑧ 郵 便物,⑨ メ モ等 が あ る。

5.管 理 ・監 督 者 の 一 般 像

　 す でに述 べ た 様 に,ア メ リ カの全 労 働 者 に対 す る管 理 ・監 督 者 の 賃金 は26

%を 占め てい る。 そ し て,こ れ ら管理 監 督 者 と呼 ば れ る人達 の労 働 は,コ ン ピ

ュ ー タ化 と言 う点 か ら見 れ ば,事 実上 未 開 拓 の状 態に 放置 され て い る。今 や 管

理 ・監 督 者 の生 産 性 を向 上 させ る こ とは,行 政,社 会,経 済 活 動 等 の 中 で 重 要

な 課 題 で あ り,オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンの終 局の 目的 で あ る と さ え言 え る。

　 それ では,こ れ ら管 理 ・監 督 者 の 仕事 の 内 容 は どの様 に な って い るの で あ ろ
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うか 。 一 般 的 に は,全 勤 務 時 間 の69%が 会 議,　 6%が 電 話 に よ る会 話,3

%が 出張,22%が 机 上業 務 で あ る。 即 ち,全 体 の75%を コ ミュ ニ ケ ー シ ョン

に 費 し てい るの で あ る。 しか も大 半 は直 接 生 産 性 に結 びつ か な い組 織 内の コ ミ

ュニ ケ ー シ ョンで あ る。

　 この ボ トル ネ ックを解 消 す る た め に は,な お 多 くの 時 間 を必 要 と す るが,そ

れ は 段 階 的 に進 展 して行 くで あろ う。

　 そ の 第 一 段 階 は,当 面 著 し い伸 び を見 せ てい る ワー ド ・プ ロセ ッサや コ ン ピ

ュー タ ・メ ール の 利用 に よ り現 在1日8時 間の 中 コ ミュニケ ー シ ョンに 費 して

い る6時 間 を4時 間に短 縮 し,最 低2時 間以 上 の 有効 利 用 時 間 を生 みだ す こ と

が 可 能 で あ る と してい る。以 上 が ア メ リカ にお け る オ フ ィ ス ・オー トメー シ ョ

ン を推 進 してゆ か ね ば な らな い必 要 性 で あ り,バ ック ・グラ ウ ン ドで あ る。

　 こ れ らの事 象 を 踏 ま え た上 で,SRIで は次 の様 に将 来 の方 向づ けを行 ってい る。

1日8時 間労働

定　期　 的

ミー ティング

　 59%

ノ

、、、　 、
、、

　 　 、　 　 　 、　 　 　 、
、

　 　 　 　 、、　 　 　 　 　 、
、

　 　 　 　 　 、、
　 　 　 　 　 　 、、　 　 　 　 　 　 　 、

、　 　 　 　 　 　 　 　 、
、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 、、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 、、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、、

>6時 間

　 　 　 　 　 　 　 　 　 4時 間

　 コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン臨 時的 ミー テ ィノグ

　 　 　 10%

電 話 連 絡

　 6%

出　　張　　 3%
15分

机 上 業 務

　 22%

30ケ

1日8時 間労働

間時2ー

4テ レビ会議

}一 一

、　 　 　 　 オフ ィス ・オ ー トメー シ ョン{こよ り　 　 　 　 生 まれ る有効利用 時間

図5　 管 理 ・監督 者 の 一 般 像
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4.オ フ ィ ス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン の 将 来 動 向

　 オ フ ィ ス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン に お け る将 来 動 向 に は 次 の よ う な 側 面 が 考 え ら れ

る。

1.オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ・ ン の 将 来 動 向

　 　 　 (1)先 進 ユ ー ザ ーの 傾 向

　 　 　② 　 オ フ ィスの 生 産 性

　 　 　 (3}機 器 メー カ ーの 動 き

　 　 　 (4}ユ ーザ ーの 動 き

　 　 　 (5)将 来 予 測

　 な どが 将 来 の オ フ ィ ス ・オー トメ ー シ ョンの 側 面で あ るが,終 極 的 な オ フ

ィス ・オ ー トメー シ ョンは,デ ー タ ・プ ロセ シ ング を基 盤 と して 図6の 様 な構

造 が考 え られ る。

　 す な わ ち,現 在 脚光 を浴 び て い る ワー ド ・プ ロセ シ ン グは,あ くま で も氷 山

の 一 角 に過 ぎず,オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ 。 ンそ の もの で はな い。 オ フ ィス ・

オ ー トメ ー シ ョ ンは,ユ ーザ ーの業 務 の性 格 や その 規模 に よ り,最 適 な組 織 の

構 築 と機 器 の 選 定 に よ り,そ れ らが 効 率 的 に統 合 され る こ とに よ って 始 め て達

⑥

　 ワ ー ド ・

プ ロ セ シ ング

図6　 オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ンの 構 造

一129一

煕



成 され るの で あ る。

2.オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョ ンの発 展過 程

　 　オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ンを推 進 させ るた め に,各 ユ ー ザ ーは第 一 に組 織

　を 確 立 す る で あ ろ う。 そ して,そ れ は次 の 様 な段 階 で完 成 され て行 くこ とが

予 想 され る。

(1}ス テー ジ1(集 中 型 シ ステ ム)

　 　 最 も初 歩 的 な オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ・ ンは,機 器 とその 用 途 を中 心 と し

　 た 集 中型 シス テ ムで あ り,目 的別 に い くつ か の セ ンタ ー が設 立 され る。 各 セ

　 　 ンター に は,そ れ ぞ れ 専 門 家 を配置 し,エ ン ド ・ユ ー ザ ーは セ ンター と コ ミ

　 　ュニケ ー シ ョンを と る こ とに よ り,業 務 を行 う こ とが で き るの で,機 器 に付

　 帯 す る煩 雑 な業 務 を避 け られ る。

　 　 　 　 各 種 セ ン タ ー

デ ー タ ・プ ロ セ シ ン グ ・ デ パ ー ト メ ン ト

ワ ー ド ・ プ ロ セ シ ン グ ・ セ ン タ ー

メ ル 　 ・　ル ム

ー
フ ァ ッ ク ス/テ レ ッ ク ス ・ ル ー ム

図7　 オ フ ィ ス ・ オ ー ト メ ー シ ョ ン ・ ス テ ー ジ1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 -130一
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◎

(2)ス テー ジ2(分 散 型 シ ステ ム)

　 　 オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ・ンの第2段 階 で は,各 種 セ ンタ ーに お け る専 門

　 家 に よ る業 務 が,エ ン ド ・ユ ー ザ ー 側 に移 行 され る。

　 　 適 用 業 務 ご とに,ワ ー ク ・グル ー プが組 織 化 され,さ らに 一般 的 汎 用 的 利

　 用 が可 能 にな る。

各種 セ ンター

⇒

ワ ー ク グ ル ー プ/デ パ ー ト メ ン ト

プ ロ セ シ ン グ

　 　 　 ン タ

　 　 　 　 　 　 図8:オ フ ィ ス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン ・ス テ ー ジ2

(3)ス テ ー ジ3(統 合 シ ス テ ム)

　 　 オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ンの 集 大 成 と し て,ス テ ー ジ1及 び ス テ ー ジ2

　 で 導 入 さ れ た機 器 や,構 築 され た 組 織 は,最 終 段 階 で あ る ス テ ー ジ3に お い

　 て,統 合 化 され る。 こ れ に よ り,さ らに 全 体 の 生 産 性 を 向 上 さ せ る こ と が 可

　 能 とな る 。

　 　 そ の 構 想 は,プ ロ ダ ク シ ョ ン ・セ ン タ ー,サ テ ラ イ ト ・イ ン フ ォ メ ー シ
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ヨ ン ・セ ン タ ー,個 別 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ンか ら成 る 階 層 型 統 合 シ ス テ ム で あ

る。

　 す な わ ち,プ ロ ダ ク シ ョ ン ・セ ン タ ー は ま す ま す,専 門 的 知 識 を必 要 と す

る 開 発 的 業 務 に 専 念 す る こ とが 可 能 に な り,サ テ ラ イ ト ・イ ン フ ォ メ ー シ ョ

ン ・セ ン タ ー は,よ りエ ン ド ・ユ ー ザ ー向 きな 業 務 を行 う こ と が で き る。 そ

して,独 立 ・し た 個 別 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン は,多 機 能 を 有 す る イ ン テ リ ジ ェ ン

ト ・タ ー ミナ ル を 自 由 に 駆 使 す る こ と に よ りオ フ ィ ス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン が

持 た ら す恩 恵 を 充 分 受 け る こ とに な る 。 い わ ゆ る ハ イ テ ク ノ ロ ジ ー 社 会 で あ

る。 こ の 段 階 で は エ ン ド ・ユ ー ザ ー が オ フ ィ ス ・オ ー ト メ ー シ ョ ンの コ ン ト

ロ ー ル を 可 能 と し て い る 。

デ ー タ ・

プ ロ セ シ ン グ

ワ ー ド ・

プ ロ セ シ ン グ

コ ミ ュ ニ ケ ー テ ィ ン グ ・

ワ ードプロセス/デ 三夕プロセス

コ ピ ヤ ー/プ リ ン タ

コ ミュニ ケ ー テ ィ ン グ'

多 機 能 イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・

タ ー ミナ ル

　 　 　 　 　 　 図9:オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン ・ス テ ー ジ3

{4)オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ンの 将 来 体 系

　 　 ス テ ー ジ3で 構 築 され た ワー ク ス テ ー シ ョ ンは,通 信 機 能 を持 ち(イ ンチ

　 リ ジ ェ ン ト ・ワー ク ス テ ー シ ョ ン と 呼 ば れ る),他 の ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン と
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結 ばれ,ネ ッ トワー クを構 成 す る。 さ らに は,大 型 コン ピ ュー タ と もイ ンタ

フ ェー スが保 たれ る様 に な る。

　 この 場 合,異 機 種 間 の 互換 性 の 問題 もあ り,企 業 外 に まで 拡 張 す るの は 難

しい。 同 一 企業 内 にお け る利 用 は,す で に先 進 ユ ーザ ーの 間 で 実 行 され て い

る。

●

●

ア プ リ ケ ー シ ョ ン

イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・ワ ー クス テ ー シ ョ ン

デ ィス

プレイ

ロー カル ・

インデ,ジ 【ンス

　 十

フ ァ イ ル

大 型 メ イ ン

フ レ ー ム

　 十

ス ト レ ー ジ

図10　 オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ンの 将 来 体 系

θ

3.　 オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン ・ネ ッ トワ ー ク ・シ ス テ ム の 構 想

　 　オ フ ィス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン ・ネ ッ トウ ー ク ・シ ス テ ム に つ い て は,各 メ ー

　 カ ー 等 が ユ ー ザ ー の 企 業 規 模 に 合 せ て,種 々の 構 想 を 考 え て い る。

(1)AT&Tの シ ス テ ム

　 　 　 AT&T(American　 Telephone&Telegraph　 Co.)のACS(Ad

　 　 vanced　 Communication　 Service)ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム は,① タ ー ミ ナ ル

　 ～ タ ー ミナ ル,② タ ー ミナ ル ～ コ ン ピ ュ ー タの コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 可 能 に
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　 す るネ ッ トワー ク ・シ ス テ ムで,最 終 的 に は,450種 の ター ミナル とコ ン ビ

　 ュー タを結 ぶ 構 想 を持 って お り,小 規模 企 業 を マ ー ケ ッ ト対 象 と してい る。

　 (AT&Tは,10月 に な ってACSの 認 可 申請 を取 下 げ て い る。)

(2)Xerox社 の シ ス テム

　 　 Xerox社 では,　 XTEN(Xerox　 TElecominieat　 ion　 Networks)と 呼

　 ば れ る シ ステ ム を開 発 し,次 の こ とを 可能 とす るサ ー ビスの 提 供 を計画 して

　 い る。

　 　① 　 高速 文 書 配 送

　 　 ② デ ー タ ・トラ ン ス ミッシ ョン

　 　 ③ テ レ コ ン フ ァレ ン ス(静 止 画 像 を伝 送 す る)

　 　 ユ ーザ ーの 地 理 的 分 布 を考 慮 し,200の ノー ドを設 置 し,630社 を マイ ク

　 ロ ウ エ ー ブで結 ぶ計 画 で あ る。 マ ーケ ッ ト対 象 は 中企 業 で あ る。

(3}　 IBM,Comsat,　 Aetna社 の シ ス テム

　 　 これ らの 会社 は,SBS(Satelite　 Business　 System)と 呼 ばれ る合弁

　 企 業 を設 立 し,次 の よ うな サ ー ビス を計 画 してい る。

　 　 ①　一般 デー タの コ ミュニ ケ ー シ ョン

　 　 ② 　 デ ジ タル 化音 声 の デ ー タ通 信

　 　 ③ フ ァク シ ミリ伝 送

　 　 ④ 　 テ レ コ ン フ ァ レ ン ス(静 止 画 像 及 び 動 画 像)

　 　 この シ ステ ム を実 行 す る た め,1980年 後 半 に2つ の 人 工 衛 星 を打 ち上 げ

　 る。

　 　 マ ー ケ ッ ト対 象 は,政 府,大 企業 で あ るが,連 邦 通 信 委 員 会(FCC)で の

　 法 規制 定,ユ ー ザ ーの 受 入 れ 体 制,料 金 体 制等 未 解 決 な技 術 的,政 治 的 問題

　 が残 っ てい る。

(4)公 共 デ ー タベ ー スの 構築

　 　 ネ ッ ト ワー ク ・シ ス テ ム に関 す る今 後 の 重 要 な テ ー マ の 一 つ に公 共 デ ータ

　 ベ ー スの 構築 があ る。 そ の種 類 に は次 の もの が あ り,一 部 に つ い ては,既 に
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●

実 用 化 され て い る。

① 経 済 数値 デ ー タベ ー ス

　 　 公共 的 な各 分 野 の経 済 数 値 デー タ ベ ー スに対 し,ユ ーザ ーは 変数 を指 定

　 す るだけ で,現 状 分 析,時 系 列 分 析,将 来 予 測 等 各 種 分 析業 務 が 可能 に な

　 る。

② 　金 融 関連 デ ー タベ ー ス

　 　 国際 通 貨基 金(IMF)か ら提 供 され てい る統 計 デ ー タベ ー スの利 用 を 可

　 能 に す る。

③ 医 薬 品 デ ー タ ベ ー ス

　 　 同業 者 の売 り上 げ,製 品別 伸 び率 及 び 占有 率 が把 握 で き る。

④ 索 引 デ ー タベ ー ス

　 　 すべ ての 公 共 デ ー タベ ー スの 種類 や,概 要 を知 る こ とが で き る。

⑤ 企 業 診断 デ ー タベ ー ス

　 　 主 要企 業 の経 営 状 態,将 来 性等 を知 る ことが で き,さ らに,企 業 経 営 を

　 行 う場 合 に必 要 な 関係 法 規 を検 索 す るこ と がで きる。

⑥ 付 加価 値 サー ビ ス ・デ ー タベ ー ス

　 　 用 途 別 に 構 築 され た デ ー タベ ー スを基 本 と し,さ らに,目 的 に応 じ て関

　 連 情 報の 付 加 を行 い,新 た な価 値 を生 じ させ て サー ビ スす る。

●

　以 上 がSRIに お け る将 来 の オ フ ィ スオ ー トメ ー シ ョ ンに対 す る考察 で あ る

が,こ の推 進 に 当 って は,主 要 ユ ーザ ー 間 で活 発 な調 査 研 究 会 や 各 種 ミー テ

ィン グが行 わ れ てい る。

4.オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン に 対 す る 主 要 ユ ー ザ ー の 考 え 方

　 主 要 ユ ーザ ー間 で は,オ フ ィ ス ・オー トメ ー シ ョ ン推 進 の ため に 次 の 事項 が

検 討,討 議 され てい る。

(1}学 校教 育 にお け る ター ミナ ル の利 用 。
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　 　 　 高等学校 や,短 期大学 に多種 多様 な タ ー ミナル を 設置 す る。 そ し て,社 会

　 　 　人 と な った時,オ フ ィ ス ・オ ー トメー シ ョンの推 進 者 の 一 人 と なれ る様,

　 　 　学生 時代 に充 分 ター ミナル を使 用 しな け れ ば な らな い。 メ ーカー も学 校 を

　 　 　重 要 な ユ ー ザ ー と考 え,重 点 を 置 く必 要 が あ る。

　 　 ② 企 画 部 門 に よ る推 進

　 　 　 　オ フ ィ ス ・オー トメ ー シ ョ ンの推 進 者 は 先 づ 企 画部 門 の 人達 が な らな け

　 　 　れ ば な らな い。

　 　 (3}モ ラー ルの 向 上

　 　 　 　オ フ ィスで 働 く人達 の モ ラ ールの 向 上 が必 要 で あ る。 その た め に は,各

　 　 　個 人が 知 識労働 者 に な る とい う自信 を持 た な け れ ば な らない。

　 　④ 　 オ ペ レー シ ョ ンの 普 及 化

　 　 　 　オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョンの 推 進 は,あ る時 点 で熟 練 オペ レー タの 不

　 　 足 を招 くこ とが 予 想 され る。 この様 な事 態 を考 え,一 般 事務 労 働 者の 全 て

　 　 　 に オ ペ レーシ ョン を修 得 させ な けれ ば な らな い。 そ し て これ らの 人 々が 熟

　 　 　練者 と して他 の企 業 に移 る こ とので きる機 会 を与 え なけ れ ば な らない 。

　 (5)用 途 に 適 した機 器 の 選定 。

　 　 　 　オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョ ンを効 率 的 に進 め るに は,現 在 の 機 器 を性 能

　 　 　ア ップす るのみ で は な く,用 途 に応 じた,よ り多 くの オ プ シ ョン を考 えて

　 　 行 か ね ば な らな い。 例 え ば,キ ー ワー ドだ け を話 す こ とで多 くの 機能 が 果

　 　 せ る音 声 ター ミナル の 開 発 も必 要 に な って く る。

　 　(6)デ ー タ交 換 に関 す る標 準 化

　 　 　 デ ー タ交 換 に 関 す る標準 化 は,企 業 単位 か ら業 界全 体へ と,次 第 に太 き

　 　 な範 囲 で急 速 に 進 め なけ れ ば な らな い 。

　 以上 が 主要 ユ ー ザ ー 間で 討 議 され てい る主 な内容 で あ るが,参 考 まで に アメ リ

カ にお け る主 要 ユ ー ザ ー を 別記 し てお く。
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5.ア メ リ カ に お け る 主 要 ユ ーザ ー ・グ ル ー プ(参 考)

　　　ア メ リ カ の 先 進 的 な ユ ー ザ ー は 次 の2つ の グル ー プに 分 け る こ と が で き る。

(1)先 駆 者 グ ル ー プ

　　　●Exxon　 　 　　　　　　　　　 ・

　　　●Aetna　 Life

　　　●Equitable　 Life

　　　●　Citibank

　　　●Avon

　　　●New　 York　 Times

　　　●Continental　 Group

　　　●Cummins　 Engine

　　　●Union　 Carbide

　　　●MIT

　　　●Darcom(Department　 of　 Army,Communications　 Division)

　　　●Executive　 Office　 of　 the　 President

　　　●Sears

　　　●Montgomery　 Ward

　　　●ITT

(2)調 査 研 究 グ ル ー プ

　　　●Bank　 of　 America

　　　●Bechtel

　　　●Del　 Monte

　　 ・●Fireman,s　 F皿d

　　　●Kaiser　 Aluminum

　　　●Matson　 Navigation　 Company

　　　●Pacifie　 Gas　 and　 Electric

　　　●Southern　 Pacific　 Transportation.

　　　●　Standard　 Oil　 of　 California
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8.フ ラ イ ン グ ・タ イ ガ ー航 空 貨 物 会 社

調 査 先

所 在 地

調査月日

面 接 者

Flying　 Tiger　 Line

7401World　 Way　 West

P.0.Box　 92935,　 Los　 Angeles,　 CA　 90009

1979年10月26日

Mr.　 Ren　 Kalstyom

Director,　 Business　 Systems

Mr.　 Stan　 Balcomb

Manager,Systems　 Software　 and　 Hardware　 Support

Σ

1.会 社 概 要

　 Flying　 Tiger　 Line　 Inc.は,1948年 に復 員 軍 人 の復 職 の ため 設 立 され た

が,現 在 では 世 界 第1の 航 空 貨 物 輸送 会 社 へ と成 長 した。 そ の概 要 は次 の 通 りで

あ る。

　 5,000人 に 及 ぶ 従業 員 を 有 し,そ の 中 に は約600人 の航 空 機 搭乗 員 が い る。こ

れ ら多 くの従 業 員 をかか えて い るが,1978年 の 年 間収 入 は7億 ドル に昇 っ てい

る。 世界 各 国 に航 空 貨物 運 送 会 社(エ ア ・タ ー ミナル)を 配 置 し,ネ ッ トワーク ・

シ ステ ム を確 立 し,航 空 貨物 の 輸送 サ ー ビ ス を行 ってい る。

　 エ ア ・ター ミナル の数 は ア メ リカ国 内だ け で22ヵ 所 を数 え,さ らに アジ アに

11の 国 際 的 エ ア ・ター ミナル を持 っ てい る。

　 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム の 組 織

　 業 務 を効 果 的 に 遂 行 す る た め,こ の 会 社 で は 図1の 様 な組 織 を編 成 し て い る。

図 に 示 した 様 に,1人 の シ ニ ア ・デ ィ レ ク タ ー の 管 理 下 に2人 の デ ィ レ ク タ ー

を置 き,そ れ ぞ れ ビ ジ ネ ス ・シ ス テ ム と コ ン ピ ュ ー タ&コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -138一
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　 　 　 シ ニ ア ・デ ィ レ ク タ ー

(イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム)

　 　 デ ィ レ ク タ ー

(ビ ジ ネ ス ・シ ス テ ム)

　 デ ィ レ ク タ ー

コ ン ピ ュ ー タ&

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

　 　 担当業務 　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　担当業務

　 　 　 ・シス テム ・デザ イン　　 　 　　 　　 　 　　 　・システムズ ・プ ログラ ミング

　 　 　 ・アプ リケーシ ョン ・プログ ラミング　　 　 　・コンピ ュー タ ・オペ レー シ ョン

　 　 　 ・プログ ラム ・メ ンテナ ンス　 　 　 　　 　 　 ・コ ミュニケー シ ョン

　 　 　 ・その他 ソフ トウェアに関す る　 　　 　 　　 ・その他 ハー ドウ ェアに 関す る全

　 　 　 　 全 ての業務　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　ての業務

　 　 　 　　 　 　 図1:イ ン フ ォメ ー シ 。ン ・シス テ ムの 組 織

シ ス テ ム を 担 当 さ せ て い る 。

以 上 の 様 な 組 織 の 下 に 現 在 次 の 様 な シ ス テ ム(業 務)を 処 理 し て い る。

〆

2.業 務 内 容

〔1〕　 現 在 の シ ステ ム

　　現 在 コマ ー シ ャル ・シ ステ ム とエ ア ラ イ ン ・シ ステ ムに 大 別 し業 務 を行 って

　い る。

　(1)　 コマ ー シ ャル ・シ ス テム

　　　 コマー シ ャル ・シ ステ ム は一 般 事 務 処 理 で あ り,そ の 内 容 は 次 の 通 りで あ

　　 る。

　　① 会計 情 報 処 理

　　　　 会 計 元 帳 処理,売 りか け,買 いか け計 算,給 与 計算 。

　　② 財 政 情 報処 理
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　　　証券取引委 員会 に関する資料処理,財 政分析管理用 資料の作成。

　③ 市場調査

　　　販売状況 と顧客の相関分析。

　④ 顧客財政処 理

　　　受注 と勘定書の照合処理。貨物の 発送に関す る書類は全 てエ レク トロニ

　　 ック ・ドキ ュメン トを使用 してい る。

(2)　エア ライ ン ・システム

① 貨物運送

　　　航 空貨物 の発送地点 か ら到着地 点 までの経路 を,追 跡可能 な状 態で管理

　　する。

　② キャブ ・リポー テ ィング

　　　貨物 及び飛行記録に関す る統計 資料 を作成 する。 この統計 資料 は民間航

　　空委員会 に報告 する。

　 ③航空機の保守 と整備

　　　航空機の品質管理,関 連部品 の在庫管理 をす る。

　④ フライ ト ・オペ レー シ・ン

　　　搭乗員の管理 と教育,訓 練 と航 空機 の飛行位置の モニタ リングを行 う。

⑤ULDコ ン トロール

　　　Unit　 Load　 Diviceと 称 す る貨物 輸送に使用 す るコンテ ナの使用状況

　　を管理 す る。 この場 合,輸 送 する荷物の大 きさや重量 は人 手によ り測定 し

　　てい る。測定につい てはアメ リカ全土 に100ヵ 所 に及ぶ フライ ト・ホルダ

　　と呼ばれ る代理 店で行 う。

〔2〕　 将 来 の シ ス テ ム計 画

(1)シ ステ ム開 発 の考 え方

　① ソー ス ・デ ー タの エ ン トリー

　 　 　 現 在CRTタ ー ミナル を利用 して い るが,将 来IBM　 8100シ ステムを導入
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　 し,発 生 現場 で イ ン プ ッ トした デ ー タの 処理 を行 う。

② デ ー タ管 理

　 　 IBM8100シ ステム を導入 し,こ の シ ステ ムに あ る程 度 の イ ンテ リジ ェ

　 ン ス を 持 た せ,各 現 場 に お い て の デ ー タ ・イ ンプ ッ トの 分 散 化 を図 る と

　 同 時 に,本 社 に お け る集 中 的 な デ ー タ 管理 を図 って行 く。 現 場 に イ ン テ リ

　 ジ ェ ン トな機 能 を持 た せ るの で,ど う して も集 中管 理 が 必 要 に な る。 現 場

　 で のIBM8100シ ステム の利 用 は 倉庫,貨 物,人 事 等 の総 合 管 理 を行 う様

　 に す る。 現 在 荷 物 の 大 き さや 重 量 は 人 手 で測 定 してい るが,将 来 は これ ら

　 の業 務 の コ ン ピ ュー タ化 も図 れ る。

③ デー タベ ー スの 構 築

　 　 全 ての 業 務 を統 合 した デ ー タベ ー ス を構 築 す る。現 在 は デー タベ ー ス用

　 ソ フ ト ウ ェア と してRAMISを 利用 し,照 会 業 務 を中 心 に行 って い るが,

　 近 い 将 来IBMのIMSを 利用 し,全 面 的 に オ ンラ イ ン ・シ ステ ム に す る。

　 この デ ー タベ ー スの 運 用 の た め,現 在 本 社 に2人 の ア ドミニ ス トレ ー タ を

　 置 い てい る。将 来RAMISか らIBMのIMSに 切 り替 えた場 合 に は,エ ン

　 ド ・ユ ー ザ ー側 に もア ド ミニ ス トレ ー タを置 く必 要 が あ る。

　 　 なお,ソ フ トウ ェ ア グル ー プの 体 制 は各 ア プ リケ ー シ ョ ン を開発 す る た

　 め60人 の プロ グ ラマ を 配 置 し,ア プ リケ ー シ ョン毎 に2～3人 の グル ー一

　 プを 作 り,担 当業 務 の プ ロ グ ラ ミン グ を行 って いる。

④ エ ン ド'ユ ー ザ ー に お け る コ ン ピ ュー タ利用 の拡 大

　 　 IBM8100シ ステ ム を導 入 す る こ とに よ り,エ ン ド ・ユ ー ザ ー が あ らゆ

　 る業 務 に 直接 コ ン ピ ュー タを利 用 で き る シス テム を確 立 す る。 これ に よ り,

　 エ ン ド ・ユ ー ザー の レベ ル が一 定 化 され,本 社 の業 務 も効 率 化 が図 れ る。

　 勿 論 標 準 化 を 図 るた め,ソ フ ト ウェ アの 仕様 等 は本 社 で決 定 す る が,そ の

　 他 の こ とに つ い て は エ ン ド ・ユ ーザ ー で 自由 な使 い方 が で きる様 に と考 え

　 て い る。

　 　 ま た,こ の た めの シ ステ ム開 発 は 人件 費,時 間の 効 率 化 を考 慮 し,既 存
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　 　 の 外 部 プ ログ ラ ム ・パ ッケ ー ジ を積 極 的 に使 用 し て行 く方 針 で あ るが,実

　 　 行 は,ソ フ トウ ェア分 析 プロ ジ ェク ト ・チ ー ム が現 在 行 って い る,自 社 開

　 　 発 した 場 合 との経 費 比較 の 結 果 が 出 てか ら決 定 す る。

(2)業 務 内容

　 ① 労 務 デー タの 収 集

　 　 　各 現 場 で労 務 デ ー タ を収 集 処 理 し,労 務 統 計 を作 成 す るた め本 社 に 伝 送

　 　 す る。

　 ② 航 空 機 の生 産 性 管 理

　 　 　 現 在 使用 中 の 航 空 機 は ボ ー イ ン グ747型6機,ダ グ ラスDC　 8型21機

　 　 で あ る が,平 均 一 日8～9時 間 は 飛行 して い る。 航 空 機 は価 格 も高 いの で

　 　 整 備 も綿 密 に行 っ てい る。

　 ③ 搭 乗 員 監 視 の 最 適 化

　 　 　 航 空 機 の 整備 と併 せ,搭 乗 員 の ロー テ ィシ ・ンを コ ン ピュー タで処 理 し

　 　 最 も有 効 な要 員 の 配置 を行 う。

　 ④ 統 括 的 会 計 情 報 シ ステ ム(G/L,A/p,A/R)

　 　 　 統 括 的 に会 計,財 務,販 売 情 報 を コ ン ピュー タ化 す る。

　 ⑤ オ ン ラ イ ン ・リポ ー テ ィン グ ・シ ス テ ム

　 　 　 管 理 内容 と して は コ ス ト,収 益,計 画 な ど を月 報 のサ イ クル で作 成 し,

　 　 しか も,ダ イ ナ ミッ クに情 報 が キ ャ ッチで き る シ ステ ム を開 発 す る。

　 ⑥ 人事 管 理

　 　 　 各 従 事員 に対 しそ の スキル を調 べ,ス キル ズ ・イ ンベ ン ト リー ・リス ト

　 　 を作 成 し,最 適 な 人 事管 理 を行 う。

　 ⑦ フ ィー ル ド ・シ ス テ ム

　 　 　 管 理 内容(コ ス ト,収 益,販 売),オ ペ レー シ ョン(タ ー ミナル,貨 物

　 　 運 送,労 務,航 空 機,飛 行 記録)の デ ー タ を,各 フ ィール ドで端 末 機 及 び

　 　 IBM8100シ ステ ムに よ り,航 空 機 ご と貨 物 ご とに デ イ リー で トッ プに

　 　 報 告 で き る シス テ ム を開発 す る。 この た め に はMSA社 の 開 発 した プ ロ グ
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　 　 　 ラム ・パ ッケ ー ジ を導入 す る予 定 で あ る。

3.　 シス テ ム 概 要

〔1〕コ ン ピュ ー タ ・シ ステ ム

　 　現 在 本 社 の ビル に3セ ッ トの コン ピュ ータ ・シ ステ ム を設置 して い る。 設 置

　 し てあ る コ ン ピ ュ ー タは,子 会社T　 iger　 Leasingよ り全 て リー スで借 りて い

　 る。 従 っ て長 期 間使 用 す るの で,機 種 は比 較 的 古 い もの が 多 い 。

　 　 これ らの コ ン ピ ュー タの シ ス テ ム構 成 は 次 の通 りで あ る。

　(1)'プ ロダ ク シ ョン ・シ ス テム

　 　 　 IBM　 360/65　 　 　 　　 　 　0S/MVT,HASP.

　 　 　記憶 容 量　　　　　　　　　　　2MB

　 　 　磁気 デ ィス ク装 置　　　　　　 IBM2314型8台

　 　 　 　　 　 〃　 　 　.　 　 　 　 　 Memorex　 333016台

　 　 　 磁気 テ ー プ装 置　 　　 　　 　　STC　 3450　 8台

　 　 　 この シ ステ ム は 一部CICSを 利用 して オ ンラ イ ンを行 って い る が,バ ッチ

　 　 処 理 が主 であ る。 機 種 も古 いの で来 年IBM370-158-3に グ レ ー ド ・ア ッ

　 　 プ し,OSもMVTか らMVSに 変 更 す る。 さ らに2～3年 後 に は,　 IBMHシ

　 　 リー ズ を導 入 す る計 画 を持 ってい る。

　 (2)　 オ ン ラ イ ン ・シ ステ ム

　 　 　 IBM360/65　 　 　 　 　 　 ACP

　 　 　 記憶 容 量　　　　　　　　　　　2MB

　 　 　 磁気 デ ィス ク装 置　　　　　　Memorex　 3330　 　 1台

　 　 　 　　 　 〃　 　 　 　 　 　 　 　 IBM　 3350-B2　 4台

　 　 　 磁気 テ ー プ装 置 　　 　 　 　 　 STC　 3450　 　 　 　 3台

　 　 　 この シ ステ ムは プ ロ ダ ク シ ョン ・テ ス ト,シ ステム 開発,他 の シ ス テ ムが

　 　 ダ ウ ン した場 合 の バ ック ・ア ップに使 用 し て い る。 バ ッ ク ・ア ップに使 用 す

　 　 る場 合,処 理 速 度 は 半 減 す るが,最 低 限他 の シ ステ ム を推 持 す るこ とは 可 能
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で あ る。

　 ま た,磁 気 デ ィ ス ク装 置Memorex　 3330は プ ロダ ク シ ョ ン ・シ ス テ ム と

共 用 が 可 能 で あ る。IBM3350-B2は プ ロ ダ ク シ ョ ン ・テ ス トの 場 合,　 VM

の 基 でCMSを 利 用 す る 時 に の み 用 い る。

〔2〕 デ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク

　 社 内の デ ー タ伝送 は全 てACPシ ステ ム に よ り行 わ れ てい る。 コンピュータ ・

シ ステ ムが 設 置 され てい る本 社 内 ビル に配 置 して あ るタ ー ミナル は ホ ス ト ・コ

ン ピュ ー タに運 動 し稼 動 す るが,本 社以 外 で 稼動 し て い る ター ミナル は全 て ス

タ ン ドア ロー ン型 であ る。

(1)デ ー タ ・ボ リューム と機 器 台 数 等

　 ① トランザ ク シ 。ン ・デ ー タ 　 　 　 1日 当 り550,000件(ピ ー ク時)

　 ② 都 市伝 送 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 32ヵ 所

　 ③CRTデ ィス プ レ イ/プ リン タ　 　 382台

　 ④ ベ ンダ ー　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 13種

(2)　 ネ ッ トワー ク ・ライ ン

　 ①ATA/IATA非 同 期 回線 　 2回 線

　 　 　 完 全 デ ュー プ レ ック ス ・シス テ ムで,コ ン ピュータ とコンピュータを結 ぶ。

　 ②ATA/IATA同 期 回線 　 1回 線

　 　 　 ニ ュー ヨー クの 国 際 ネ ッ トワ ー ク用 で,4,800BPSで 伝 送 す る。

③83/B3　 T・1・typ・

　 　 　 ポ ー リ ン グ機 械 を持 った マ ル チ ・ ドロ ッ ピ ン グ 回 線 で あ る。

　 ④IBM　 Airlines　 Line　 C・nt・ ・1(Sabre)7回i線

　 　 　 完 全 デ ュ ー プ レ ッ ク ス 同 期 型 マル チ ・ ドロ ッ ピ ン グ 回 線 。

　 ⑤IBM　 Bisynch　 P・int　 t・Point　 1回 線

　 　 　 ハ ー フ ・デ ュ ー プ レ ック ス の 回 線 。 プ ロ ダ ク シ ョ ン ・シ ステ ム のOSの

　 　 基 で 稼 動 す る 。
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⑥WMSCWeather

　　 2重 回線 に よ りア メ リカ民 間 航 空 局 か らカ ンサ ス州 に あ る気 象観 測 所 に

　 連結 してあ る。 気 象情 報 は アメ リ カ,カ ナ ダ,カ リブ海,ア ジ アの もの が

　収 集 可 能 で,1時 間 サ イ クル で テ レ タイ プで伝 送 され る。 これ らの情 報 を

　 コ ン ピュ ー タに 記 憶 し,各 航 空 機 が 飛 び立 つ 際に搭 乗 員 に 提示 され る。

〔注 〕　 ATA:American　 Transport　 Association

　 　 　 IATA:International　 Air　 Transport　 Association

　 　 　国 際 民 間 航 空 運 送 事 業 に た ず さ わ る 定 期 航 空 会 社 の 機 関 と し てIATA

　 　 (国 際 航 空 輸 送 協 会 と呼 ば れ る)が 設 立 さ れ て お り,1974年1月 現 在,

　 世 界 各 国 の 主 要 定 期 航 空 会 社112社 が 加 盟 し て い る 。

アメ リカ国内

航空会社

アメリカ以外

の 航 空会 社

中 継 タ ー ミ ナ ル

　 　 　 　 　 　 　 　 図2:KIACネ ッ ト ワ ー ク 概 要 図

KIAC:Key　 Information　 Air　 Cargo

ARINC:Air　 Rinc

SITA:Soci6te　 Internationale　 de　 T61eeommunications　 A6ronau-

　 　 　 　 tiques;国 際 航 空 通 信 共 同 体
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